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は じめ に

團 昂の 乎均 寿命 が長 く なる と とも に
、

個人 の健 康に 対す る 関心 は 高く なっ てき て いる。

最 近 で は疾 病 予防 と ヘル ス プロ モ ー ショ ン のた めの ヘ ルス ケ ア と 自 己管 理と い う 当 事者

能カ が 璽要 視さ れて い る。 し か し
、

そ の詳 綱に 関す る調 査 はま だ少 な い。

厚 生労働 省 は、 ２１ 世 紀の 母 子 保健 へ の取 り 組み の 方向 性 と して 腱 や か 親 子 ２１」 を

提 彊 した
。

そ の 五 つと して 思春 期 の保 健 対策 の 強化 と 健康 教 育 の 推進 が 掲 げ られて い る
。

そ の 申 でお 緊 急性 を 要 する 健 康間 題 と して
、

思春期 の 健 康と 性 の 間題 に 視点 が あ て られ て

いる が 思春 期 の健 康 行動 を育 てる プ ロ グラ ム開 発 の遅 れ ある い は 既 存の シス テ ム が 十分 活

癩 さ れて いな い 実構 を 我々 母子 保健 に携 わ って いる もの は認 識 して いる
。

現在 我が 国で は、

思 春期 の 性 を含 む 健康 闘 題 に関 する 正確 な情 報 やサ ー ビス の 提供 は 極 端 に少 荏 い。 生 涯 を

通 じた健 康 な身 体 を 作る 基 礎と な る 中学 生 の健 康間 題 は 重要 で あり
、

特 に性 行 動 が活 発 化

する 高校 生 や大 学 生 の前 段 階 と して、
申学 生 から 性を 含 め た健 康 教 育が 必 要な こ と は明 ら

か で あ る。

そ こ で我迄 は
、

中 学 生の 性 を含 む健 康間 題と 自己 対処 法の 実 態を 明 らか にす ると とも に、

教員が 提 えて い る 生徒 の 健 康問 題 や関 わ り方 の 実態 も明 ら か に した
。

そ の結 果 か ら中 学生

の性 を含 む健康 啓 発支 援 シス テム をフ ロー チャ ー ト化 した。

本 研究 は基 盤研 究 Ｂ の 補助 金 によ って、 ① 中学 生 の健康 闘 題へ の 関心 と対 処 方法 の実態

調査
、

② 思春 期 の健 康 問題 と対 処 に関 する 教員 の意識 調査
、

③ 中学 生 の骨密 度 と身 体 発 育・

栄養 ・ 濫動 調 査 を ３年 闇 に渡 り 敢り 組 ん だ
。

ま た そ の緒 果 を 国肉 外 の 関連 学会 で 発 表す る

とともに調査地域の教育委員会や学校、 地域の皆様に講演会串地域の広報誌を通 して報告

してき た
。

こ れは その 成果 を 報告 書と して ま とめ たも ので ある。

こ の研 究 は
、

調 査 地域 の 教 育委 員 会
、

学 校
、

地 域の 皆 様
、

そ して多 く の 中学 生 とそ の 保

護者 の皆 様の 賛同 が 得 られ て行 われ だ もの です
。

この 研 究を 支 えて 下 さ いま した 皆様 方 の ご支援
、

ご協力 の お か げに よる も の と皆 様 に摩

く お礼串 し上 げま す
。
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１． 調 査 の 背 景

園 民の 平均 寿 命 が長く なる と と もに
、

個 人 の健 康 に対 す る関 心 は 高く な っ てき て いる。

最 近 で は疾病 予 防 と ヘル ス プロ モ ー ショ ンの だ めの ヘル ス ケア と 自 己 管 理と い う当 事者 能

カ が 重要視 さ れて いる
。

し か し
、

その 詳細 に関 する 調査 はま だ 少な い。

厚 生省 は
、 ２１ 世 紀母 子保 健の 取り 組 みの方 向性 と して 「健や か 親子 ２王」 を提 唱 した

。 そ

の １ つと して 思 蕎期 の保 健 対策 の強化 と 健康 教育 の推進 が 掲 げら れて い る。 そ の 中 でも緊

急性 を要 す る健 康 闘題 と して、
思 春 期の 健康 と 牲の 問題 に 視 点が あ て られ て い るカ三思 春期

の健 康 行動 を 育て る プロ グラ ム闘 発 の遅 れ ある い は既 存の シ ステ ム が 充 分 に活用 され て い

ない 実情 を我 々 母子 保健 に携 わ って いる もの は認識 してい る。
今 まで に

、
咄 産 を基 点に 考

える性 教育一小学生の性知識の調査一」 「母性教育の観点から大 学生の性意織に関する調

査」 助 産 師の 行な える 性 教育」 ま た ２０００ 年 に員本 思春期 学 会 及 び目 本母 性衛 生 学会 にお

いて 「思春期 女 子 の 健康 閥 題 と対 処」 につ いて 調査 した結 果 を 報告 しだ
。 そ の 結果 か ら性

教育 の不 十 分さ
、

信 頼 でき る 性の 情 報不 足 が明 ら かに なっ て い る。
ま た

、
健 康 で も生 活を

反映 す る思 春期 特 有 の 多種 多 様 な悩 み が存 在 し、 自 己 にあ っ た 解 決方 法 を 見出 してい たこ

と
、 そ の申 で も

、
専門 家で は なく 身 近 な母 親や 友 人、 ある い は 同 じ立 場 の 人迦

、
学校 の先

生 に支援 を屯 と めて いる こ とが わ かって いる
。

２． 研 究 の 目 的

生 涯を 健 康 に生 活 する た め に は、 まず 自 己の 健 康問 題に っ い て の認 識 とそ れ に どう 対 処

して いく かと い う間 題 解決 能 力 が必 要 と されて い る。 また
、 こ の 当 事者 能カ を支 援す る 専

門 家の あり 方 につ い て も検 討 さ れる 必 要が ある
。

本調 査 は思 春 期 の ヘル ス プロ モ ー ショ ン

に 関する 詳細 調 査 をお こな う こと を目 的と して いる
。

すな わち、 思 春期 のセ ク シャリ ティ、

次 世代 育 成
、

家 族、 人 間 関係
、

学 習と い う局 面 でと ら え
、

思 春期 の 健 康 的な ライ フ スタイ

ル の変 化と 聞題 解 決能 力 を獲 得す るた め の要件 を明 ら かに する こ とを 目的 と する。

３． 本 調 査 の 特 徴

従来 の ヘル ス プロ モ ー ショ ンに 関 して は ダイ エ ッ トの 背 景因 子、
運動

、
食
、

月 経 や性 行

動の傾向などが調査されている。 本調査のように健康闘題の対処という娑事者能カに着目

して の調 査 はみ ら れな い
。

そ の よ う な意 味 では 新 しい コ ンセ プ ト をも つ調 査 で ある。
さ ら

に
、 こ の調 査 に参加 す る こと に よっ て健 康間題 の 対処 を考 乏る １ つ のき っ かけ とな れる と

考 差 る。

・ ２ ・
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夏 大東 町の 申学生へのア ンケート調査を通して

五
．

緒 言

近 牢、
思 春期 の健 康 問題 は不 登 校

、 引 きこ おり
、

キ レル
、

薬 物 依存 と いっ 危間 題 に加 完
、

人工妊 娠 中絶や ＳＴＤ （性感 染 症） の増 加
、

低 年齢化 等カＳ杜会 聞 題 になっ て いる
。

思 春期 は子

ども か ら大 人の 身 体 に変 化 して行く 時期 で あり、
精 神 繭で も自 己 を 確 立す る こ と

、
す なわ

ち性 同一 性を 獲得 する 時 期 でも あるユ）
。 そ のた め、 多 様な 身体及 び糖神 の 変化 が 生 じ

、 それ

が健 康 に影 響 を及 ぼす こと も ある。 ま だ、 この 時期 に おけ る発 達遇 程 や 障害 の 有無 が
、

成

人 したと きの 健 康や 生殖 機能 に 重大 な影 響を 与え る２）
。

そ こで
、

本調 査 は 中学 生の 健 康闇題

へ の関 心 と対 処 の 現状 を明 ら かにす る 胃的 で
、

質 閥紙 法 を踊 い てア ンケ ー ト調 査 を行 なっ

た
。

２
．

研 究 方 法

１） 調査対象

静岡 県 Ａ 町の 公 立中 学校 ２ 校 で総 生徒 数 ８王２ 名 の うち 同意 の 得 られ た ７６６ 名 （回 収率

９壬
、
９兇） で あ る

。

２） 調査方法

無記名 自 己記 入 式質 闘調 査 紙を用 い てア ン ケー ト調 査 を行 なっ た
。

調 査 は
、

教育 委員会

と各 申学 校よ り 許 可を 得て 実施 した
。

３） 調査 内容

対 象者 の 背景 （学 年 ・性 別
、

家族 構成
、

母の 仕 事
、

思審 期 のと ら え 方）
、

健 康 間 題へ の

関 心 （生活 ・健 康 上の 悩 み、 今 魚 り たいこ と）、 対処 方 法 （悩 み の対 処
、

相 談網 手
、

「健

康 や性」 の痢 識や 情 報で 役 立っ だこ と
、
） の３ 項萬 につ いて 調 査を 行な っ だ

。

４） 倫理的配慮

調 査依 頼 にあ たっ て は
、 調査 結果 の 匿名 性 の保 持

、
調査 に同 意 しな いこ と によ り不 利益

をこ うむ るこ と な どがな い こと を調 査依 頼の 際 に併せ てお 願い した
。

調 査 に あたっ て は、

生徒 に は、 答 乏 たく な い質 閥 には答 え なく と も 良い こと を伝 え無 記名 と し実施 した。

３
．

結 果

！） 対象者 の背 景 （表 卜 １，２
）

調 査 対 象 者 数 は、 １ 年 生 ２５４ 人 （男 子 １４０ 人 ・ 女 子 Ｈ４ 人）
、

２ 年 生 ２５８ 人 （男 子 １３２

人 ・ 女 子 １２６ 人）、 ３ 年 生 ２５雀 人 （男 子 １２７ 人 ・ 女 子 １２７ 人）
、

計 ７６６ 人 （男 子 ３９９ 人 ・

女 子 ３６７ 人） で あ っ 危。

・ ５ ・



家 族 構 成 は
、

拡 大 家 族 が ５９，５％で そ の 内 訳 は、 祖 父 と 同 屠 が ４３－７％）
、

祖 母 と 同 居 ５遁．８％、

叔 父 と 同 屠 那 互．７％、
叔 母 と 同 居 が ４．３％

、
曾 祖 父 ・ 曾 祖 母 と 同 居 が ２・Ｏ％で あ っ た

。
核

家 族 は 側．５兆で あ り
、

一 人 っ 子 は 企 ３％で あ っ た
。

ま た、
母 淋 仕 事 を し て い る 人 は ８８・３鴨

、

し て い な い 人 は ８．２％ で あ っ た
。

次 に
、

思 寮 期 の と ら え 方 は、
吟 は 楽 し い」 ８２・５％

・
ｒ部 活 や 趣 味 に 熱 中 で き る」 ７７・７％、

噌 分 の 将来 に 夢が ある」 ６８．
８％

、
嘆 性 の前 で はよく 思 われ た い」 ６９．２％

、
「大人 にな

るの がう れ しい」 ４２．２％ で あり、
全学年 の男 女と も に肯 定的 に と らえて い た

。

２） 健康間題への関心について （複数回答）

（王） 生活・ 健 康上 の悩 み （図 卜１
、

表 卜３）

生 潜。健康 上の 悩 み ば① アイ デ ンティ ティ、
② 学 校 生活、

③ 体 の変 化・発 達
、

④ 家

族関係
、

⑤ 恋愛 や 性行 動 の内 容順 に多 かっ た。

次に、
カ テ ゴリー 別 悩 みの 内 容結 果を 示す。

① アイ デ ンティ テ ィ

多い 順 に昆 る と
、

ｒ感 情 の揺 れ パＯ．３％、
ｒ自分 の 性格」 ３８．８％ ぷ 自 分 添 わ から ない」

３１．５％
、

「子 ど も 扱 い
、

大 人 扱 い の 矛 層」２３．２％、
「優 等 生

、
良 い 子 の プ レ ッ シ ャ １ ９． 紙

「そ の 他」 １．４％ で あ っ た。

「感 情の 揺 れ」、
「自 分の 性格」 で は、１年 生女 子淡 一 番多く 反 肘 に少 な い のは ２，３年 生

男 子 で あ っ た
。

② 学校生活

「成 績 や 進 路 の 不 安」 ６７． 銚 、
「友 達 づ き あ い 淋 下 手」 ２２．

８％
、

「部 活 の 悩 み」 １７．９％
、

「学 校 に 行 き た く な い」 １２，７％
、

「い じ め に あ っ た μ、８％
、

「そ の 他」 ３，９％の 煩 で あ っ た。

３年 生 では 「成 績 や進 路 の不 安」 につ いて 一番 多く、 そ の中 で も女 子 の方 多 かっ た
。

政

達づ き あいが 下 手Ｊ は
、

１
，

２年 生女 子１こ多く、
３ 年生男 女 で は少 な かっ た

。
「部 活の

悩 み」 ば
、

１ 年生 女 子が 多く
、

３ 年生 の男女 は 少な かっ た。
全 学 年と も 「い じめに あっ

た」 は 少 な い
。

③ 俸の 変化 ・発 達

ｒ容 姿 に 関 す る こ と」 ４８．２％
、

ｒ身 体 の 発 育 の 個 人 差」 ２５．５％、
ｒ体 臭 や 口 臭」 １２．

３％
、

ｒ性 器 の 変 化 に な れ る」 ４．３％、
ｒ初 潮 ・ 夢 精 の 出 現 の 個 人 差」 （３・７％）・

ｒそ の 他」 １・７％

の 順 で あ つ た。

「容 姿に 関す る ことコ は全 学年 の女 子 に圧 倒的 に多 かっ た。
「身 体の 発 育の 個 人差」 は

１ 年生男 子 に 多く 見 られ、
唯 臭や口 臭」 は ２年 生女 子 に多く、

「性 器 の変 化 に なれるｊ、

「初潮 ・夢 精 の出 現 の個 人 差」 は１ 年生 の男 女が 多 かっ た。

④ 家族関係

「親 と の 関 係」 ３３．
４％

、
「両 親 の け ん か や 離 婚 ・ 再 婚」 ５，

７鴨
、

「家 族 の 病 気」 ５．７％、
「そ

の 他」 ２．５％
、

「家 庭 内 暴 力」 ２１１％、
「転 居 や 転 校」 １．６％ の 煩 で あ っ た。

「親 と の 関係」 は 全 学年 に 一 番多く 見ら れた
。

「家 庭内 暴 力」 「転 居 や 転校」 な どの悩

・ ６ ・



み は 非常 に少 な かっ た。

⑤ 恋愛や性行動

「恋 愛 関 係」 （１７、径％）
、

「性 体 験」 （３．９眺）、
「キ ス を す る」 （３．１％）、

「異 憧 の 身 体 に 触

れ る」 （２．９％）
、

「夢 精 や 自 慰 行 為」 （２．Ｏ％）、
「そ の 他」 （１．２％） で あ る。

「恋 愛 関係」 は３ 年生 女 子 に多く
、

１ 年 生男 子 では 少な かっ た。
「性 体 馳 に関 して は

僅 かで はある が ３ 隼の 男 女 に多く
、

陣 ス をす る」、
ｒ異 性の 身 体に触 れ る」、

ｒ夢 精や 自

慰行 為」 に 関す る 悩み は ２， ３ 牢生 の男子 に やや 多く 見 られ た
。

３） 今
、

短 り た い こ と （表 Ｉ－４）

瞭 分 転 換 や ス ト レ ス 解 消 法」（毎０．５％）、 吠 閻 関 係」（３０．７％）、
ｒ人 生 や 生 き 茄 （２８．５％）

、

「ダ イ エ ッ ト」（２３．８％）
、
「異 性 と の 付 き 合 い 方」（１７．２％）、

「性 器 や 身 体 の 個 人 差」（５．９％）、

唯 交 ・ 避 妊」 （４．毎％）
、

「性 感 染 症」 （珪．０％）
、

「そ の 他」 （３．０％）
、

明 経」 （２．６％） の 煩 で あ

っ た
。

ｒ気分 転換 やス ト レス 解 消法」 吠 間 関係」 は全 学年 の男 女 に多く 見 られ た
。

男 女 差で 見

る と 「ダイ エ ッ トー ほ女 子 に多 く、
「人生 や 生き 茄 は男 子 に 多 かっ た

。
「性 交 ・避 娃」、

ｒ性感 染 症」 は ３ 年女 子 にや や 多く 見 られた が ｒ月 経」１こつ いて は 全学 年を 通 して少 な

か つ た
。

４） 対処方法について （複数回答）

（１） 悩み の対 処行 動 （表 Ｉ－５）

胴 性 の 友 人 と 一 緒 に 話 す」 ４８．４％、
ｒ講 に も 棉 談 で き な か っ た」 ２３．２％

、
ｒじ っ と 我 慢 し

た」 ２３，１％
、

ｒ家 族 に 八 つ 当 た り し た」 １７，８％、
ｒ家 族 と 話 し た」 １７１

７％
、

け 一 ル や 携 帯 電

話 で 友 人 と 話 し た」 １１．７％
、

「雑 誌 や 本 を 読 ん で 情 報 を 得 た」 １０．８％、
「先 輩 ・ 教 師 ・ カ ウ

ン セ ラ ー に 相 談 し た」 ６
．
５％ 「 異 性 の 友 人 と 一 緒 に 話 す」 ６．１％

、
「そ の 他」 ２．９％、

ｒイ ン タ

ー字 ツ トで構 報 を 得た」 ２．７兇の順 で あっ た
。

胴 性 の友 人 と一 緒 に話 す」 は全学 年 の女子 に圧 倒的 に 多く
、

次 は 「家 族 に八っ 当 たり

した」 で 全 学年 の 女 子 に多 かっ た
。

け 一 ル や携 帯 電話 で 友人 と 話 した」 は ３年 生 の女

子 に 多 か っ た。

男 子 学生 は「メ ー ルや 携 帯電 話 で友 人と 話 した」、
確 にも相 談 でき ず一 人 で悩 んだ」、

「じ

っと 我慢 した」 と いう 結果 で あっ た
。

（２） 相 談相 手と して 望 む 人 （表 Ｉ－６）

「相 談 し や す い 友 人ｊ ６８．Ｏ兇、 噌 分 を 理 解 し て く れ る 人ｊ ６２．３％
、

「親」 １９．５％
、

「教 師」

雀
．

８兇
、

「先 輩」 ４
．８％

、
「テ レ ビ ・ 新 聞 ・ 雑 誌」 ３

．
７％

、
「イ ン タ ー ネ ッ ト」

３．０％
、

ｒ養 護 教 諭」 １．８跳、
ｒそ の 他」 １．７％

、
「ス ク ー ル カ ウ セ ラ ー」 １．３茄

、
曙 護 師 ・ 保 健

師 ・ 助 産 師」 １．０％ の 煩 で あ っ た。

「相 談 しやす い 友人」 は全 学 牢女 子 に圧倒 的 に多 い。
噌 分 を 理解 してく れる 人」 につ い

て は ２ 年生 の 女子 添 多いむ
他 の 項目 に 関 して 男 女差 は見 られ な かっ た

口
ｒ教 駒 への 相

談 はや や３ 年 生に 多く 見 ら れた。

・ ７ ・



（３） 「健康や性」 の知識や惰報で一番役にたったこと （表 卜７）

「友 人 の 話ｊ ２９．２％、
「学 校 の 授 業ｊ ２９．王％

、
「雑 誌」 ２０．６％

、
序 レ ビ」 ２０．５％、

「両 親 の 話」

６．３％、
「授 業 以 外 で の 先 生 の 話ｊ ５．雀％

、
「そ の 他」 １，７％で あ っ た

。
「友 人 の 話一、

「学 校 の 授

業」 は全 学年 に 多く 見 られ
、

「雑 誌」 にっ いて は女 子 に多く
、

男子 は 「テ ンビ」 が 多 かっ

た
，

４． 考 察

今 回 の 大東 町 の 殆 どの 中 学生 は
、

思春 期 を 肯定的 に と ら えて い た
。 そ の 背 最 を昆 る と

、

核 家族 より 拡 大家 族 で生 活 して いる も のカミ多かっ だ
。

生 活・健 康 上の 悩み は、
「家 族関係」、

「恋愛 や 性 行動」 に 関 する こ と より も 「アイ デ ンティ ティー や 「学 校 生活」 に 関す る こ と

の 方 淋２ ～ ３倍 多 か っ だ
。 困 っ た 時の棉 談 欄 手と して望 む 人 と短 識 の情 報 源 は、 棉 談 しや

す い 友人
、

魯分 を 理 解 してく れ る 人が圧 倒 的 に多 かっ た
。

悩 みの 対 処 に関 して は男 女 差 が

あり、 女 子 で は 胴 性 の友 人 と 話 すこ と で安 心す る」 と して いた
。

ま た
、

男 子 は ｒ誰 に も

相 談 でき ず
、

ひ とり で 悩 ん だ一、
叱 っ と我 慢 した」 とい う対 処 方法 をと っ て いた。 こ れは、

依 存 して い た子 ども の 時期 か ら 自分 が 何を 求 めよ う と して いる の か を考 え る よ う にな り
、

自 我に 目覚 めて、
一人 の 自 立 した男 ・ 女と して 自分 を探 し出 してい る た めと 考 完ら れる３｝

。

今 調査 結 果 での 対 処 に 関す る男 女の 違 いは
、

物部 ら は
、

外 的 要因 に よる 行 動 の コ ン トロー

ル を男 女 で比 較 する と
、

女子 は
、

他 者依 存 の傾 向 や自発 的 行 動 に対 す る消 極 性が 高 い４）と

報 告 して いる こと か らそ の違 いが でた もの と考 え られる。

国連 の １６７ ヶ 国の 調 査で は
、

性 の健 康 にっい て魚 って い れ ば知っ て いる ほ ど性的 被害 か

ら自 分の 身 を守る と の 報告 も ある
。

以上 をふ ま 完
、

単な る 健康 問題 の知 識 理解 だけで なく
、

生徒 一 人一 人 の 意思 決 定 や 行動 選 択 淋重 要 で あり
、

心 の健 康 へ の 対応 に っ い て は自 己 の可

能性 を最 大 限に い か し
、

自 己 を高 め ていく こと の大 切 さ が重 要 で ある。 そ の た めに は、
正

しい 憶報 が身 近 でと れ るよ う に環 境調 整 が必 要で ある。
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表 卜１ 調査対象者の背 景

男子 女子 合計

人数
人数 人数

（％）

学年

全学年 ３９９ ３６７ ７６６

１年 生 １４０ ｕ４

２年 生 玉３２ １２６

３年 生 １２７ １２７

父 ３８２ ３５４

母 ３９５ ３６１

祖 父 １７５ １６０

祖 母 ２０９ ２１１

お じ ９ ４

お ぱ ２１ １２
同 居

家族
曾祖 父 母 ６ ９

母 の

仕事

姉 １４５ １３０

兄 １５３ １２９

妹 王２５ １０８

弟 １３王 １３７

一 人 つ 子 １８ １５

し て い る ３４６ ３３０

して な い ３８ ２５

無 回 答 １５ １０

２５４

（３３．２）

２５８

（３３．７）

２５４

３３
，

２）

７３６

（９６．１）

７５６

（９８．７）

３３５

（４３
．
７）

４２０

（５４．８）

１３

（１，７）

３３

（４
．

３）

１５

（２．０）

２７５

（３５．９）

２８屯

（３７．１）

２３３

（３０
．
４）

２６８

（３５．Ｏ）

３３

（４．３）

６７６

（８８．
３）

６３

（８
．
２）

２５

（３
．
３）
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表 卜 ３ 悩 みの 内 容

感 惰 の 揺 れ

魯 分 の 性 格

魯 分 が わ か ら な い

子 ども 級 い・ 大 人 扱 い の 矛 盾

優 等 生 ・ 良 い 子 の プ レ ッ シ ャ ー

そ の 他

合 計

成 績 や 進 路 の 不 安

友 達 づ き あ い が 下 手

《

学
部 活 の 悩 み

校
学 校 に行 き た く な い生

活
》 い じ め に あ つ だ

そ の 他

合 計

蓉 姿 に 関 す る こ と

《 身 体 の 発 育 の 鰯 人 差

俸

の 体 集 や 口 臭

変

化 恥 毛 や 乳房 ・ 性 駕 の 変 化 に 慣 れ る

発 初 潮 ・ 夢 精 の 出 現 の 偲 人 養

達
》 そ の 他

家

族

関

係

合 計

親 と の 関 係

両 親 の け ん か や 離 婚 ・ 再 婚

家 族 の 病 気

そ の 他

家庭内暴カ

転居や転校

合 計

恋愛関係

樫体験穴

恋

愛
キ ス を す る

や
異 性 の 身 体 に 触 れ る

性

行
夢精や自慰行為

動
専

そ の 飽

含 計
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．
５） （王

．
７）

ユ１４ 玉４９ ２６３ ８０ １５５ ２３５

３８ ３６ ７事 ３６ ５５

（２７
．
王） （３ユ．６） （２９

．
１） （２７

．
３） （雀３

．
７）

７ ユ１ １８ ３ ８

（５．０） （９，６１ ７．１） ２．３） ６．３）

１２ １１ ２３ ６ ５

（８
．

６） ９
．

６） ９
．

王 ４
，

５ 垂
．

Ｏ

２ ２ 毎 ２ 雀

１
．

唾 ユ
．

８） ユ
．

６） １
．

５ヨ ３
．

２）

６ １ ７ ３ ユ

４．３ ０．９） ２．８） （２．３） Ｏ．８）

雀 唾 ８ ユ １

（２１９） （３．５） ３．１） （Ｏ．８） ０
．

８）

６９ ６５ １３４ ５１ ７雀

玉５ ２３ ３８ ユ７ ２６

ユ０．７） ２０．２） （１５．Ｏ） １２．９） ２Ｃ．６）

３ １ ４ ６ ３

２
．
玉） Ｏ

．
９｝ １

．
６） 皇

．
５） （２

．
毎）

５ ３ ８ ７ １

（３
．
６） ２

，
６） （３

．
１） ５

．
３） （０

．
８）

１ ３ ４ ５ ２

０
．
７ ２．６ １，６） （３．８） １．６）

玉 １ ２ ５ １

０．７） Ｏ
，

９） ０
．

８ ３
．

８） （０
．

８）

ユ◎２ ヱ３２ ２３塾 ７３２

９１ ３５ ５６ ９玉

（３５
．
３） （２７

．
６） （似

．
王） （３５

．
８）

１１ ８ ７ ユ５

毎
．

３） ６
．
３） （５

．
５ ５

．
９）

２５６

（３３
，

４）

蝕

（５
．
７１

１王 ６ 雀 ユＯ 皇４

（毎
．

３） 遂
．
７） ３

．
１） ３

．
９） ５

．
７）

６ ６ ３ ９ ユ９

２
．

３） 雀．
７） （２．４） （３

．
５） ２．

５）

専 ３ ２ ５ ユ６

１．６） ２．４） （王．６） ２．Ｏ） （２．１）

２ １ ユ ２ ユ２

（０．８） Ｏ
．
８） （Ｏ

．
８） Ｏ

．
８） 工

．
６）

１２５ ５９ ７３ １３２ ３９１

｛３ ２０ ３２ ５２ 王３３

１６
．

７） ユ５．７） ２５
．

２； ２０．５） ユ７
、

雀∋

９ ８ ８ １６ ２９

３
，

５） ６
．

３ ６
．

３） （６
．
３） （３

．
９）

８ ６ ２ ８ ２４

３
．

ユ） 雀
．

７） １
．

６） （３
．

１） （３
，

１）

７ ７ 毎 王ユ ２２

２．７ ５．５） （３．玉 （｛．３ ２．９）

６ ６ １ ７ ユ５

２
．

３） 尋
．
７ ０

，
８ ２

．
８１ （２

、
◎）

玉 １ １ 至 ２

◎
、

９） ０，４） （Ｏ．８） ０
．

８｝ ０
．

８）

２５ ３２

５ １ ６ ９

３
，
９） ０

．
８） ２

．
４） （ユ．

２）

５７ 雀１ ３４ ７５ ５２ 皇８ １００ ２３２



表 ト 逐 今
、

熟 り た い こ と

気 分 転 換 や ス ト レス 解 消 法

人 閥 関 係

人 生 や 生 き 方

ダ イ エ ツ ト

異 挫 と の 村 き 合 い 方

性 器 帯 身 俸 の 個 人 差

性 交 ・ 避 妊

性感染症

そ の他

月 経

ユ 年 生（ｎ＝２５唾 ）

男子 女予
合計

ｎ＝ユ４０ ｎ＝ ｎ 毎

（％）
（％） （％）

６ユ ５玉

（雀３．６） （秘、
７）

４０ ３６

（２８
．

６） （３１
．

６）

５７ ２７

（郷
．

７） （２３
１

７）

ユ５ ３７

（王Ｏ．７） （３２．５）

王８ ２３

（王２．
９） （２０

．
２）

２ 隼 生（㌍２５８１

勇子 女予 合計
蘭＝王３２ ｎ＝王２６

（％）
（％） （％）

１呈２ 雀２ ６０ 玉０２

（銘．ユ） （３丑．
８｝ （雀７

．
６） （３９

．
５）

７６ ３０ 垂７ ７７

（２９
．

９） （２２
．

７） （３７
．

３） （２９．８）

８４ ４０ ２？ ６７

（３３
、

茎） （３０．３） （２１．４） （２６
，

０）

５２ ９ 鯛 δ７

（２０．５） （６．８） （３８．１） （２２．１）

凄１ 王７ ２８ ４５

（１６
，ユ） （ユ２

．
９） （２２

．
２） （王？

．
雀）

３ ７ ユ０ ９ ８

（２
．

ユ） （６
．

１） （３
，

９） （６
．

８） （６
．

３）

５ １ ６ ３ ４

（３
．

６） （０
．

９） （２
．

４） （２
．
３１ （３．２）

２ １ ３ ５ 尋

（１．４） （Ｏ．９） （五．２） （３．８） （３
．２）

５ ２ ７ ２ 毎

（３
．

６） （１
．
８） （２

．
８） （１

．
５） （３

．
２）

３ δ ８ ３ ３

（２
．

ユ） （４
，
４） （３

．
１） （２

．
３） （２

．
４）

※ 複 数團 磐

３ 年 生 （ｎ・２５凄）

全 体
男予 女子

締 。・欄
潮 ７ ・：王２７

（％） （％）
（％） （％）

雀｛ ５２ ９６ ３ユ０

（３雀
．

６） （４０
．
９） （３？

．
８） （４０．５）

３６ 唾６ ８２ ２３５

（２８．３） （３６．２） （３２．３） （３０．７）

壬１ ２６ ６７ ２｝８

（３２
．
３∋ （２０

．
５） （２６

．
４） （２８

．
５）

１４ ５９ ７３ １８２

（ユ１．
Ｏ） （雀６

．
５） （２８

．
７） （２３

．
８）

２１ ２５ 雀６ 工３２

（１６
．
５） （ユ９

．
７） （ユ８

、
ユ） （１７

．
２）

１７ ９ ９ 玉８ 逢５

（６
．
６） （７．１） （７．１１ （７．王） （５，９）

７ ８ １３ ２ユ ３４

（２．７） （６．
３） （１０

．２） （８
Ｉ
３） （４

．
４）

９ ６ ユ３ ユ９ ３玉

（３
．

５） （４
．
７） （玉Ｏ

．
２） （７

．
５） （垂

．
０）

６ ８ ２ １０ ２３

（２
．

３） （６
，
３） （玉

、
６） （３

．
９） （３

，
Ｏ）

６ ３ ３ ６ ２０

（２
．

３） （２
．

｛） （２
．

４） （２
．

４） （２，６）

表 卜５ 悩 みの 対 躯行 動

同 性 の 友 人 と ’ 緒 に言看した

誰 に も 欄 談 でき ず 一 人 で悩 ん だ

じっ と 我慢 し だ

家 籏 に 八 つ 当 た り し 危

家 籏 と 一 緒 に 謡 し た

メ ー ル や 携 籍 電 話 で 友 人 と 藷 し た

雑 諸 や 本 を 読 ん で 惰 報 を 得 た

先 輩 ・ 教 鰯 に 相 淡 し た

異 性 の 友 人 と 一 緒 に 誘 した

そ の 他

イ ン タ ー 孝 ツ トで 情 報 を 穐 た

ユ 年 （ｎ＝２５４ ２

男子 女子 男子
合計

ｎ＝１４０ ｎエユ１４ ｎ＝１３２

％ 。
。

（％）
・
。

５６ ７７

雀０．０） （６７
．

５）

３２ ３２

（２２
．
９） （２８

．
１）

※複 数 團 答

（η＝２５８ ３ 年 召三（ｎ＝２５４

女子 男子 女子
合計 含諦

ｎ＝：ユ２６ Ｈ：＝ユ２７ ｎ：１２７

％
（％）

％ 。
。

（％）

玉３３ ３６ ８３ １ユ９

（５２
．
吾） ２７．３） （６５．９） （郷．玉）

６４ ２６ ３７ ６３

２５
．
２） １９

．
７） （２９

．
雀） （２４． 幼

３６ ２９ ６５ ２５ ２工

２５
．
７） ２５

．
４） ２５

．
６） （ユ８

．
９） ユ６

．
７）

１９ ３１ ５０ ユ７ ３３

１３．６） ２７
．

２） （ユ９
．

７ ユ２
，
９ ２６

．
２）

２２ ２９ δユ １９ ２玉

王５
．

７） （２５
．

毎） ２０
．

ユ） １垂
．
雀） （ユ６

，
７）

７ １０ ユ７ ９ ユ７

５，Ｏ） ８．８） ６
．

７） ６
，

８） １３
．

５）

玉７ 玉８ ３δ ６ ２３

１２
．

１） 王５
．

８） （１３
．
８ （４．５） １８．３

６ １０ ユ６ ６ ９

（雀
．

３） ８
．

８） ６
．

３） 雀
．

５） （７
，

１）

５ ７ １２ ８ ４

３．６） ６
．

１） （唾
．

７） （６
．
１） （３，２）

４ １ ５ ２ ７

２
．

９ ０
．

９） ２
．

０ １
．

５） ５
．

６）

９ ２ １１ ２ ２

６
．

４ ユ
．

８ ４
．

３ ユ
．

５ １
．

６

全 体
ｎ＝７６６

く％）

４王 ７８ １ユ９ ３７１

（３２．
３） （６１．

４） （郷．
９ 姻

．
４）

２３ ２８ ５１ １７８

（１８．１） ２２
．
Ｏ） （２０

．
ユ） （２３

．
２）

壬６ ３２ ３４ ６６ １７７

玉７
．
８） （２５．２） ２６．８） （２６

，
０ ２３

．
ユ）

５０ １０ ２６ ３６ 王３６

玉９．雀） ７．９） ２０．５ 王壬．２） （１７
，
８１

雀０ １６ ２６ ４２ １３３

１５．５） （玉２．６） ２０
．

５） １６
．

５） （１７
、

雀）

２６ １６ ３玉 雀７ ９０

蝸
．

玉） １２
．

６ ２唾． 幻 工８．５） １且
．

７）

２９ 工０ ９ １９ ８３

１１．２） ７
．

９） （７
．

１） （７
．

５） １０．８）

王５ 雀 ｝５ 王９ ５０

５．８） ３
．１） （ユユ

．
８） ７

．
５） ６

，
５）

１２ １２ １茎 ２３ ４７

毎，７１ ９．唾） ８．
７） （９

．
工） ６

．
ユ）

９ ６ ２ ８ ２２

３．５） （４．７） ユ．
６） ３

．
｝） （２

．
９）

４ ３ ３ ６ ２｝

１
．

６ ２
．

雀 ２
．

４ ２
、

雀 ２
Ｉ

７



表 卜 ６ 相談相手 に望む人
※複 数圓 答

１ 年 生 （ｎ二２５遂 ）

男子 女子
合計

ｎ＝１４０ Ｈ＝夏１４

（％）
（跳） （％）

２ 年 生（帳２５８）

男子 女子
含計

ｎ：１３２ 口＝且２６

（％｝
（％） （％）

３ 年 生 （ｎ・２５遂）

男予 女子
合諦

打＝至２７ ｎ＝正２７

（％）
（％） （％）

全 体

昨７６６

（％）

欄 談 しや す い 友 人
９１ ９８ １８９

（６５．Ｏ） （８６．Ｏ） （７迅
、

４）

７２

（５逐
．
５）

９７ １６９

（７７
，

０） （６５
．
５）

６９ ９逃

（５４
．

３） （７４
，

０）

１６３

（６４
．

２）

５２亘

（６８
．

Ｏ）

自 分 を 理 解 し て く れ る 人
７４ ７６ １５０

（５２
．９） （６６

，
７） （５９．１）

６５

（雀９．２）

９６ １６１

（７６．２） （６２．４）

８０ ８６

（６３．０） （６７
．

７）

１６６

（６５． の

迅７７

（６２．３）

３１ ２４ ５５

（２２
．

王） （２且
、

工） （２１
．

７）

２２

（１６
，
７）

２１ ４３

（１６
．
７） （１６

．
７）

２１ ３０

（呈６
．
５） （２３

．６）

５１

（２０．王）

１４９

（豆９
．

５）

教鰯
７ ７

０
（５

．
Ｏ） （２．８）

７ ５ 王２

（５．３） （迅．Ｏ） （逐、７）

８ 王０

（６．３） （７．９）

１８

（７
、

王）

３７

（遂．８）

先輩
７ １０ １７

（５
．

Ｏ） （８
．

８） （６．
７）

４ ６ １０

（３，０） （雀．８） （３，９）

６ ４

（４．
７） （３．１）

１０

（３，９）

３７

（遂．
８）

テ レ ビ ・ 新 闘 ・ 雑 誌
６ ６ １２

（迎
、

３） （５
，

３） （逆
．

７）

５ ６ ｎ

（３
．
８） （４

，
８） （塾

．
３）

３ ２

（２
，

４） （１．
６）

５

（２
．

０）

２８

（３
．

７）

イ ン タ ー ネ ッ ト
８ ３ １王

（５
．

７） （２
．

６） （４．
３）

２ 雀 ６

（１，
５） （３，

２） （２
．

３）

３ ３
」

（２．雀） （２．４）

６

（２，４）

２３

（３．
０）

養護教諭
３ ５ ８

（２
．

王） （専
．

４） （３
．

王）

１ 王
０

（０
．

８） （Ｏ
．４）

３ ２

（２
，

４） （王、
６）

５

（２．０）

脾

（１．
８）

その他
玉 ３ ４

（０
．

７） （２
．

６） （王
、

６）

１ １
０

（Ｏ
．

８） （０
．丞）

６ ２

（４．７） （王．６）

８

（３．１）

豆３

（１．
７）

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー
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表 ト ７ 「健康や性」 の知 識や情報 で一番役 に立った こと
※複 数回 答

１ 生 竈＝２５４

男子 女子
合計

口＝１４０ ｎ＝１１返

（％）
（％） （％）

２ ｎ＝２５８

男子 女子
合計

ｎ＝１３２ ｎ：１２６

（％）
（％） （％）

３

男子
Ｅ＝１２７

（％）

ｎ＝２５追）

女子
合計

ｎ＝１２７

（％妻
（％）

全 体

犯二７６６

（％１

友 人 の 謡
３８ ２６ ６４

（２７．１） （２２．
８） （２５

．２）

３５

（２６．
５）

４０ ７５

（３１，
７） （２９

．１）

迅０ ４５

（３王，
５） （３５

．
辿）

８５

（３３
，

５）

２２４

（２９
．
２）

学校の授業
３９ ３３ ７２

（２７
．

９） （２８
．

９） （２８
．

３）

３５

（２６
．
５）

３９ ７４

（３１
．
０） （２８．７）

３９ ３８

（３０
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７７
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４）
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，
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．
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．

７） （３５
．

４）
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（２５
．
６）

１５８
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（２２
，
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．
９） （１８

．
９）
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．
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．
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，
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．
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．
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５７

（２２
．

４）

１５７

（２０
．

５）

両親の謡
８ 雌 ２２

（５．７） （１２．３） （８，７）

８ 王０ １８

（６，１） （７．９） （７．Ｏ）

８
０

（６，３）

８

（３
．
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（６
，

３）

授 業 以 外 で の 先 生 の 話
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６） （５
．

３） （逐
．

３）
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．

１） （７
．
９） （８

．
５）

５ ３

（３
．
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，
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８
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．
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そ の 他
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．
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．
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．

Ｏ）

１ １ ２

（０
，
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．
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．
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．
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．
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６
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．
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皿 大東町の中 学校教員 へのア ンケー ト調査を通 して

五．
緒 言

学校 にお け る 生徒 の健 康 闘 題が 生 じ は じめだ 頃 は、
体格 の 工 場に 比 べ 体力 が 劣る 傾向 や

う 歯、
近 視荏 どの増 加 が して き され た

。
そ の後、

生活 を 取り 巻く 杜会 環 境の 著 しい変 化 に

伴 い
、

登 校拒 否・キ レルな ど の心 理的側 面 の間 題が着 胃 される よ う に在っ た１）
。

思春期 は 第

二次 性 徴発 言と 感 惰 のア ン バラ ンス 荏 どか ら悩 みな が ら自 己確 立 して いく た めの 模 索時 期

で あり
、

その ため の教 育お よ ぴサ ポー ト体制が 重要 で ある２；
。 そ こ で本 調査 は 大東 町の 中学

校 教員 が
、

生 徒 の 健康 間題 と 対 処 を どの よう に認 識 し
、

課 題 を 抱 完て い るの か実態 を 明 ら

かに し
、

今 後の 健 康聞 題対 応 にあ たり 基礎 資料 とする 目 的で調 査を行 な った
。

２． 研 究 方 法

１） 調査対象

本調 査 の同意 が 得 られた
、

大東 町 の２校 の 公立申 学校 教員 ４４名 （城 東 中学校 １７名、
大

浜 申学 校２７名） である
。

２） 調査方法

調 査方 法は
、

無 記名 自 己記 入 式質間 調査 紙 を用 いア ンケー ト調 査 を 行っ た。

調査は各校長先生と養護教諭淡中心になって研究に同意を得られた教員全員に配布 し、

記入 を求 め
、

回収 は学校 ご とに行 っ た。

３） 調 査内 容

調 査項 目 は、 ① 教 員の 背景
、

②生徒 の 健康闘 題 への認 織 （生 徒の
、

困 っ たこ と・ 悩 みの

実際）
、

③ 対処 方 法、 ④ 得 たい 知 識・ 憶 報、 ⑤相 談 先
、

⑥ 生徒 の 相 談 内容
、

⑦親 の棉 談

内容、 ⑧ 教員 の困 っ た内 容、 ⑨今 後 に必 要と考 える 「健 康 教 剤 に関 する テ キス ト・ 教

材
、

研修 会内 容 で ある
。

４） 分析方 法：

調査項胃①～②および⑥～⑧は選択肢一っ国答者をカ ウントし、 調査項賢③～⑤は複数

回 答者 をカ ウ ン ト した。 調 査 項脅 ⑥～ ⑨ の記述 内容 に 関 して は複数 カ ウ ン トに した。

５） 倫理的配慮

調査 依頼 に あた って は
、

大東 町 教育 委員 会と 両申学 校 の校 長先 生 に研 究の 趣 旨 を説明 し、

許 可 を得て 実施 した
。

質間 紙 作成 にあ たり無 記名 式 に し、
調 査結 果 は本 研究 意外 に使用

しな いこ とを 明記 した
。

・ ９ ・



３
．

緒 果

む 対 象の 背 景 （表 阯玉，２，図 ト１）

対 象 者 の 男 女 別 は、
男 性 ２６ 名 （５９．１ ％） と 女 性 １８ 名 （遁０．９ ％） で あ っ た

。
対 象 者 の

年 齢 は
、 ２０ 歳 代 か ら ５０ 歳 代 に わ た り、 平 均 毎Ｏ．１ 歳 で あ っ た自

教職 経 験年 数 は１ 年 ～３９ 年 （平均 玉７．８ 年） で あり
、

中堅層 以上 が 多い 構 成で あっ た
。

対 象者 のう ち既 婚 春 は３５名 （７９．５ ％） で あり
、

さ らに そ の申 で子 ども をも っ ている 者

は ３０ 名 で あ っ た。

校 種 （担当 教 科） 別 で は
、

保 健 体育 と国 語が 各 ７名 （各 １５．９％）
、

杜 会 ・理 科 ・数 学・

英 語カ 洛 ５名 （各 ｎ．４％） な どと 構 成さ れ
、

養護 教諭 は 各１名 （各 ２
．３

％） とな って い

た
。

ま た
、

現 荏 担 当 ク ラ ス を も っ て い る 対 象 者 は
、 ２３ 名 （５２．３ ％） で あ っ 危

。

さ ら に
、

過 去 に ｒ健 康 教育」 に 関 する研 修 会 に参加 した者 は、 １５ 名 （３４．王 ％） であっ

た
。

そ の うち 担当 教 科別 に 参加 者 を分 析す ると、 保 健お よ び保 健 体育 担 当者 が ６名 と多

かっ だ
。

そ れ 以 外の 者 は、
校種 別 による 違 いよ り も教職 経 験 年数 那長 い 申 堅層 以上 の教

員 に参 加者 が 多 い傾 向 があ った
。

参 加 者の 自由 記 載の 内容 か ら は、 県教 育委 貴 で健 康教

育を担当し全国協議会など多数の研究会に参加 し、 県内の研修会を主催 している者も含

ま れて い た
。

２） 教員 の生 徒 の健 康 問題 に 関す る意 識 （図ＩＩ－２）

唆 在
、

生 徒 に健 康 闘題 が ある」 と 思っ て いる 教員 は 姐 名 （９３％）
、

ｒな い」 と 思っ てい

る 教 員は ３名 （７％） であっ た。

３） 生 徒淋 困っ たり 悩 ん だり して い ると 思 う内容 （表 ｒ３）

（１） 学校生活面の悩み

峻 人付 き 合い が 下手」 が最 も 多く ２５ 名 で あり、 次 に 「成 績や 進 路の 不 安」 ７ 名
、

「学

校 に行 きたく ない」 ４名 で あっ た
。

教員の 背 景別 に分 析 （以 下
、

詳 細分 析） して もそ の

傾向に大差はないカ慨 婚者の方が選択に幅があり、 まだ担任 学級有の教員は 「成績や

進 路の 不安」 を２６．１％の者 が 挙 げて いた （ 阯３－１）。

（２） 体 の変 化・ 発 達面 の 悩 み

喀 姿 に関 す るこ と」 が 最 も多く ３０名 で あり、
ｒ身 体 の発 育 の早 い 遅 いな どの 個人 差」

７名 であ った
。 詳細 分 析 でも その 傾 向に 犬差 は なかっ た （図 巫一３－２）。

（３） アイ デンテ ィ ティ の 悩 み

「感 情の 揺 れ」 が最 も 多く ３５ 名 であり、 噌 分 が わか ら ない」 ３ 名、
「子 どお扱 い、

大

人扱 いへ の矛 層」２名 な どで あっ た。詳 細分 析で もそ の傾 向 に大 差 は な かっ た（図 ３－３）。

（４） 家族関係の悩み

ｒ親と の関 係一 が最 も 多く ３８名 であり
、

ｒ両 親の け んか や 離婚 ・輯 婚」 ３名 な どで あっ

た。 詳細 分 析 でもそ の傾 向 に大 差 はな かった が
、 既婚 者 の みが 「両 親の け ん か や離 婚 ・

碍 媛」 を 挙 げ て い た （図 ＩＩ－３－４）。

・ １０ ・



（５） 恋愛 や 性行 動の 悩 み

「恋愛 関係」 が最 も 多く ３３名 で あり
、

「性 体験」２名 な どで あっ た
。

詳 綱 分析 で もそ の

頓 向に 大差 はな い が
、

女性 教員カジ 恋愛 関係」 を 挙げ てい る者 が ８８．９％ であ った の に

比 べ
、 男 性 教員 は ６５．唾％ で あった。 男 性教員 は 「性 体験」 な ど 幅広 い選 択 を して い た

（図 ｎ －３－５）
。

４） 教員 の ｒ生 徒の 健 康間 題 への 対処」 に 関する 意識 〈複 数回 答〉 （図 阯４・ 表ｎ－２）

胴 性の 友 人と 一 緒に いる こと や 話すこ とで 安心 して いる」 ３３ 名 が最 も 多く、
「講 に も

相 談でき ず 一人 で 悩ん でい る」 １３ 名
、

「メ ー ルや携 帯 電話 で友 人 と話 して いる一 １２ 名、

「じ っ と 我 慢 し て い る」 ８ 名
、

「家 族 に 八 っ 当 た り し だ り
、

反 抗 し て い る一 ８ 名 、
Ｆ雑 誌

や 本を 読 んで憶 報 を得 て いる一 ６ 名 な どで あった
。 詳 細分 析 でも その 傾向 に 大 差は 荏い

淡
、 男性 教輿 は ｒ… 一人 で悩 ん でいるｊ 淡３８．忽％で あり ｒじっ と 我慢 して い る」 と ｒ家

族に 一反 抗 してい る」 が 各２３．１％ と多く、 女性教 員 は ｒメ ー ルー で友 人 と話 している」

が３３．３％と 多 かっ た
。 教員 経験 年数 １０年 以下 の 教員 は Ｆメ ール ー で友 人と 話 してい る」

カミ４２．９％と 多 かっ た
。

校 種別 でほ
、

音 楽や養 護と 保 健体 育担 当者 に 胴 性の 友 人と 一」

が王００％挙 げ られ
、

数 学 担当 者に 「一 一人 で悩 んで いる」 淋 ６０．Ｏ％と 多か った。

５） 教員 の「生徒 の 入手 したが って いる 情 鞠 に関 する 意識 〈複 数回 答〉 （図 瓦一５・ 表皿一２）

「人 間関 係」 １６ 名、
「ボーイ フ レン ドや ガー ルフ レン 汽と の付 き 合い 方」 １１ 名

、
「人隻

や 生き方一 と 「ダイ エ ッ トー 各 王Ｏ名、
「気 分転 換やス ト レス 解消 法」５名 な ど であっ た

。

詳細 分析 で も大 差 はな いが、 女性 教貴 の３８．９％が 生徒 は 「人 間 関係」 と 「ボ ーイ フ レン

ドや ガー ル フ レン ドと の村 き 合い 方」 に関す る情 報を 入 手 した那 って いる と 考 えてい だ
。

既 婚で ある勇 性 教員 は生徒 が 「ダイ エ ッ ト」 清 報を 入 手 した がっ て いる と２６．９％ の者 那

挙 げ
、

ｒ性 交・ 避 妊」 構報 は １１１５％の 者が 挙げ ていた
。 保健 体 育担 当者 は生 徒 が 「ダイ

エ ッ ト」憶報 を 入手 した が って いる と４２．８％の 者淡挙 げ
、

数学 担当 者 は生 徒淋「性交 …」

情 報 を入 手 したが っ て いる と４０．０％の 者が 挙 げて い た
。

６） 教員の 「生徒の健康闘題などの相談先」 に関する意識 〈複数回答〉 （図 阯６・表 旺２）

「相 談 しや す い友 人Ｊ ３３名、
「自分 を理 解 して く れる 人」 ２２ 名

、
「養 護 教諭」 ６名 な どで

あっ た。 詳綱 分 析 でも 大差 はな いが
、

男 性 教貴の １９．２％ が 「養 護 教諭一 を挙 げて いた
。

保健 体 育や養 護 担当 者 は 「養護 教諭」 「スク ールカ ウ ンセ ラー」 屠 護 婦・ 助 産婦 ・保 健

婦」 の 医療 系 を挙 げて い なかっ だ
。

以上 ４～ ６の 項 目 （３ 設 聞） は、 数 学と 理科 担当者 に 回答 選択 が ７．２ 個と 多く み られた。

７） 教員 のと こ ろに 健簾 闘 題を相 談 しにく る 生徒 の有 無 （図 昨７・ 表１－２）

ｒ相 談 しにく る 生徒 淡 いる」 １５名
、

ｒいない一 ２８名 で あっ た。 相 談 を受 け 危教 員 は
、

女

性 が ５３，３％ や 担 任 学 級 有 の 者 が ６◎．０％ で あ り
、

保 健 体 育 担 当 者 が ２０．０％ で あ っ た
。

教員 経験 年数 に差 はな かっ た
。

相 談内容 は 身体面 が ２２ 件 で多く
、

精神 繭 ９ 件 であっ た

（表 巫一工）。

・ １１ ・



８） 教員 のと ころ に 健康 間 題 を相 談 しにく る親 の有 無 （図 阯８・表 肝２）

囎 談 しにく る親 が いる」 １２名、
ｒい 荏い」 ３亘名 で あっ た

。
相 談 を受 け た教 員は 担 任学

級 の 有無 や 校種 別 に 関 わ らず、 既 婚者 が ７３．３％ と多く み ら れた
。

相 談 内容 は 精神 面が

１１件 で あり
、

身 体 面 は６件 で あっ た （表 レ４）
。

９） 健 康 間題 の相 談 を受 け た 時
、

困 っ たこ との 有無 （図Ｉｌ－９・ 表 昨２）

畦 徒 や親 が 健康 閥題 の 相 談に 来て 困っ たこ とが あ った」 が １２ 名
、

「ない」 カミ２８ 名 で

あっ た
。

相 談 を受 けて 困 っ たこ とが ない 教員 は
、

教員 経 験 年数 １０ 年 以下 の 者が ６４．３％

と 多 かった
。 音 楽 や養 護 担当 者 の１００％

、
保 健 体育 担当 者 の５７．１％ に 困っ た 経験 が なか

っ た
。 具体 的 に因 っ た内 容 は指 導内 容や 方 法が６ 件 で あり

、
体 制 の不 十 分さ も挙 げ られ

て い た （表 Ｉ－５）
。

１０） 今 後
、

腱 康 教 剤 に 関す る教 材 ・テ キス ト・ 研究 会 を必 要と 考 完 る が

（図 ｎ－１０・ 表 ｒ ２）

今後 教 材・ 研修 会 な どを 「必 要が ある」 と 考 完た 教員 は３２名
、

「必 要が な い」 ば １０名

で あっ た
。

必 要 と 考 完 た教 員 は
、

今 ま でに 健康 教 育 に関 す る 研 修会 に 参 加 して い な い

者が ７１．０％ と多 かっ た
。

教 員経 験年 数 １０年 以 下の者 は
、

８５
．
７％ が 必要 で ある と 考え て

いた
。

音楽 や 技術 １ 家庭
、

理科 の担 当者 は １００％、 数学 担当 者 は ８０，０％、 保 健 体育 担

当者 は ７１．４％カ泌 要 で ある と考 えて い た。
一 方

、
必 要 がな いと 考 完 た教 員 には 研修 会

参加経験者が ４４．４％もおり、 性教育研修会や健康教育発表や授業発表を体験 した者が

含ま れ て い定
。

今後、 必要 な 健康 教 育の テ キス ト・ 教材 の内容 と して 「食生 濫」 に関 す るも のが １４件

と 多く
、

ｒ性 教 育」 ６ 件
、

ｒメ ンタ ル 剛 ５ 件 であっ た （表 昨６）
。

肉容 提 示に 関 して も

１０ 件 あり
、

中 学 生が 理 解 しやす い よう に事 例を もと に 自 らが 考 える 提示 方 法や 図・ 絵

を 交 乏 わか り や す い文 章 で 書 かれた も のが 望 ま れて い る。
指 導 計 画 案 の一 質 と して 望

む 者 もい た
。

今 後 に必 要な 健 康 教育 の 研修会 の 内容 と して 具体的 内 容 項冒 は １７件 挙 げ られ、 そ のう

ち 喰 生 活」、
「メ ンタ ル面」 カ 洛 ５件 であ った （表 ｎ－７）

。
研 修会 の 具 体的 開催 方 法と

して 事 例研 究 や 具 体 的テ ー マ で話 し合 い たい こ と淋 挙 げ ら れて い た
。

内 容項 胃 と 方法

の 両方 に 肋 ウ ンセ リ ン グー への 関 心が高 かっ た
。

王王） その 他、 健 康教 育 と して 気付 いた 点 と して

健康教育として気付いた点の自由記述からは、 身体面のうち食に関する内容が多かっ

た
。

精 神 面で は 現代 の 生徒 の規 範欠 如 に触れ てい る もの が あっ た （表 昨８）
。

体 制 と して、 養 護 教諭 の複 数 化 およ び 授業 へ の積 極 的 参加 を 望 む こ とが 挙 げ ら れ
、

さ

らに 健 康 教育 の研 修会 に 積極 的 に参 加 しなが ら もテ ー マ が流 行 ごと に 移り 自 己 の中 で

も完 結 しきれ な い 現場 での 苦 労淋 語 られて いた
。

一 方
、

身 体 面や 体 制 の 両方 の 項目 で
、

学 校 での 健 康 教育 は 正 常 な 家庭 生 活 の 上に 成 立

する と 考 えてい る 教負 も 多く
、

家庭 との 連携 を示 唆 して い た。

・ １ ２ ・
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考 察

本 研 究で は大 東 町公 立中 学校 教 員の ９ 害似 上は
、

生徒 の健 康 に何 ら かの間 魑が 有る と意

識 して い た
。

そ の 健康 問 題 にっ い て
、

生 徒が 困っ た り悩 ん で いる で あろ うと 予 測 した 内容

は
、

岐 人付 き合 い 秘 下手」 や ｒ容 姿 に関 する こと」、
憾 情の 揺 れ」、

畷 との 関係」、
ｒ恋愛

関係」 な ど思春 期 特有 の一 般 的な 健康 間題 に着 眼 して いた
。

「学 校に 行き たく な いｊ や 「身

体 の発 育 の早 い 遅 い な どの個 人差ｊ，
ｉ性 体験一 な どの 生徒 個 人の 深層 心理 的 な健 康間 題 を

挙 げた 教 員 はむ しろ少 なか っ た。 こ れは、 本調 査の 質 問紙 が こ抗 ら の設 闘 選択 を 一つ に 限

局 した た め に、
一 般 的 な健 康 閥題 を 選ん だ 教員 が 多 がっ た の で あろ う と推 測 され る。 しか

し
、

設 闘 内容 によ っ て は 「成績 や 進路 の不 安」 と回 答 したのカミ学 級担 任 に 多く みら れたり、

麗 婚 者の み に 「両 親 の けん か 一」 を挙 げる 者が み られ たり と 教員 の 背 景 と何 ら かの 影響 が

ある 項貝 もあ った
。

生 徒の 健 康 聞題 へ の 対 処法 に つ いて は複 数 回答 を選 択 しだ 結 果 か
、

教員 の 回答 に性 差が

やや み られた。」
女 性 教員 は 対 処法 と して

、
「メ ー ルや携 帯 電話 で友 人 と話 して いる」 を選ぶ

者カミや や 多く、 男 性 教員 は ｒ誰 に も相 談 でき ず一 人 で悩 ん で いる」 や ｒじっ と 我慢 してい

る」 隊 族 に八っ 当 だり したり
、

反 抗 して いる」 を選 ん でいた
。

ま た
、

教 員経 験年 数 によっ

て も異 な って い た
。 入 手 したが っ て いる 知識 や 情報 に も教 員 の性 差 がや や み られ

、
女 性 教

員 は 「人間 関係ｊ や ｒボ ーイ フ レン ド・・ の付き 合 い方」 を選 ぶ者 が 多く、 男 性 教員 は ｒダ

イ エ ソ ト」 や 「性 交 ・避 娃」 を選 ぶ 者が み られ 幅広 い 回答 で あっ た
。

さ らに 保健 体 育担 当

者 は 生徒 の 入 手 した がっ て い る痴 識 や情 報 と して 「ダイ エ ッ ト」 の 回 答 を選 ぶ者 が 多く み

られ校 種 別 によ る 違 い も少 し現 れて い た。 生徒 の 健康 間題 の 相 談先 と して は、 男 性 教員 が

礒 護教 謝 を挙げ、 保健体育や養護担当者は医療系の専門職種を選んでいなかった。

実 際の 状況 と して は、
生 徒 や親 から 健康 閥題 を相 談さ れた 教員 が約 ３ 割 以上 おり

、
生徒

の相談を受けた教員と しては学級担任や女性教員、 保健体育担当者に多くみられた。 親か

ら の相 談 を受 け た 教員 は既 婚者 が 多 かっ た
。

そ の申 で
、

生 徒 の健 康 間題 の 相 談内 容 は 「月

経」 「俸 調」 「身 長」 な どに関 する 身体 面 淋圧倒 的 に多く
、 そ の一 方 で 親 から の欄談 内容 で

は 「学 校 に 行き た 淋 ら ずｊ な どの 精 神面 に 関す る もの が 多か っ た
。 こ れ らの 結 果は、

生徒

や 親 淋 どの よ うな 時 に 教員 に 相談 を も ち かけて い るの か状況 に よっ て も その 相 談内 容 に相

違 が でてく る もの と 推 測 され る
。

親 からの 相 談を 受 け危 教員 の 中 に は
、

不 登校 気 味の 生徒

を連れてくる際に相談を受けた者おいだ。 さらに相 談を受けた際の指導肉容や方法およぴ

体制 の不 十分 さ に困 っ たケ ース も 存在 した
。

こう しだ 申 学校 の 現 状 の 中 で
、

今 後健 康間 題 に関 す る 教材 ・研 修 会 を必 要 と 考え て いる

教 師が約 ８ 割と 多 かっ た。 特 に、 テ キス トや 教材 に望 む内 容と して は、
喰 生 渤 に関 する

も の が最 も 多く
、

提示 方 法 に 中 学生 が 理解 しやす いよ う に事 例 を 交 完自 らが 考 え られ る 教

材 や 図・ 絵 を 交 完る も のカミ多 かっ た
。

健康 闘 題 に対処 す る 際の 現 場 教育 の し づら さが 伺 完

る 内 容 であ っ た
。 研 修 会 でも、

カ ウ ンセラ ー の 方の 事例 を 聞き た い な ど具 体 的な 健康 問 題

・ １３ ・



対 処法 を教 員自 身が 望 ん でい る こと が分 った
。

今後
、

健 康 闘題 に 関す る研 修 会に 参加 した い 教員 は圧倒 的 に 教員 経験 隼 数１０年 以 下の 者

に多く
、

参 加 未経 験 者 ゆ えの 必 要 性の 自覚 や 自信 の な さが そ の背 景 に あ る もの と 推測 さ れ

る。
その反 面

、
研 修 会 参加 の 実績 をも つ 教師の ４ 割 以 上が 今後 の 研 修会 参加 へ の意 欲 洲蚤

い の は、
事例 研 究 な どに 富 ん だ研 修 会が 闘 催さ れて い る 一方 で、

理 論気 味 に なり 具 体性 に

欠 けた 内容 で展 開 され て い る 研修 会 が ある の では ない か と 推測 さ れ る
。

ま た
、

近年 の 脊少

年 を 敢り 巻く 環 境 の 急激 な 変 化 から 取り 上 げ られ るテ ー マ が年々 変 化 し
、

教 員 自身 も 現 場

でのそ の 場 しの ぎの 対処 に 追わ れて いる 葛 藤が 推測 され る
。

５． お わ り に

大 東町 の中 学 生 の 健康 間 題 に 関 して は 生徒の 実 態 を個々 の 教貴 が そ の背 景 に応 じな 淋 ら

杷 握 して いく と と も に、 学 校 の 教員 だ け の対応 にと どま ら ず
、

家 庭 や 地 域杜 会 のそ れ ぞ れ

が機能を発揮し有機的連携 を保ちながら具体性を帯びた対応カ球 められていることが明ら

か にな った
。

今 後
、

本 調 査 結果 を 基 に し
、

学校 関係 者 や保 護 者 への 調 査 を含 めた フィ ー ル

ド調査等も重ねて実施 し、 生徒と教員の二一ズにあった健康教育推進のための施策を検討

し て い き た い
。
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表 ｋ４ 親の健康梱 談肉容と 件数 （重複 回答）

身体 面 精紳面 桂会 面

項 實 件 数 件数 件数

・ 肩 経 周 期 ・ 肩 経 痛 ２ ・ 学 校 に 行 き た が ら ず 率 ・ 被 害 者 に な っ て い る の で は 、

注 意 す る と 暴 カ を ふ る う 等 １

……÷・…・・

２ ・ 異 牲 関 係 １
・ ・… ÷ … “ ・

・ 耽 房 の し こ り １ ・ 人 聞 関 係 、

・ 摂 食 障 害 １

・…１・・…

；
予 ど も が 何 を 考 完 て い る 外

１
か つ か め な い

…｛・一 ……季一・・

・ 体 調 １ ・ 反 抗 期 １

一 ・・１ 一 ・・ …１・・ … ・・ …・幸 … …

・ 持 病 ・ 病 気 、 ・ 家 族 の 人 聞 関 係 １

… １ 一 … １手 一 ・ … 令 …・・

・ 心 の 悩 み １

諦 ６ １１ ２

表 レ５ 健康瀬談時 に困ったこ との内容 と件数 （箆複回答）

指導内容・ 方法 分 野 鯵制の不十 分さ

項 目 件 数 件数 件数

・ 適 切 ・ 正 確 に 対 処 で き 淀 か
３ ・ 病 気 １

・ 土 曜 冒 の 放 課 後 に 電 話 で

＿
鰍 萱 ㍍

一
．掛ｗあす桂ぢだ常蔽じぞ冨

１

連 撤 徽 ㌃
…・妾・一 寺 一 ・一・争……

・具体的助言できず １ ・爾親の関係 １
漉 婆至 諮 烹営 盗

㍗ 実施を理解するのε蒔闇療

１

㍗匿署ぞ 灘 閉 ぞ蘇蕾衡耕… 徽 ミ描 罪差 繊 那 窺 雌

３ 表 む． ．か

一・号・一・
１ １

かかゑ
．＿７蕎蓉撒ど薄蔚器劣珊 ぞ幕処

１

＿
敦 責 亙 萱 尤

一 一十…・ …手・一・

・ 生 活 指 導 上 の 闘 題 、
し た いカ童時 聞 が と れ ず

】

計 ６ ３ ４



表 巫 一６

内

容

項

姜ヨ

提

示

方

法

計

繭
案
の

環

視
聴

覚
教
材

ｒ健康 教畜」 に関 する 必要なテキス ト・教材の内容と件 数 （重複 回答）

記 述 内 容

・ 食 生 活 （食 晶 に 含 ま れ て い る も の
，

ダ イ エ ッ ト に 関 し て も 含 む）

・ 薬 物 乱 用 防 止 に 関 し て

タ バ コ に 関 し て

・ 性 教 育

・ 異 性 と の 交 友

・ 性 感 染 痘

・ 体 の 成 長

・ 燵 康 （疾 病 予 防， 歯， 目）

・ 環 境 に 関 し て

・ 人間関係 （友人 関係含む）

・ 人 の 生 き 方

・ メ ン タ ル 面 に つ い て

・ 基 本 的 な こ と で 譲 も 淋 知 っ て い た 方 が よ い 内 容

中学生の精神 状態を安定 させられるテキス ト （事例的 なもの）

・県で出 して いる生徒の経 験談を綴った小珊子

・実践 に結 ぴつく 事例 をもとに対処例を詳 しく示 したもの

・読み物資 料を生徒 が読むことにより、
一 つの方向性を見出せ るもの

・食物 製品内容 を提示 した台 所におけるチェックリス トのようなもの

なか桂か人 に闘く ことのな い内容をきちんと伝 えた い

・小
，

中指導 計画 （内容） 一 覧と指導案例， 賢料

・学級活動の 授業案 （健康 や悩みについて）

・ ビ デ オ

小計 総計

逐３

１０



表 レ７

肉

容

項

買

法

ｒ健康 教育」 に関する必 要な研修会の内容 ・件 数 （重複国答）

・ カ ウ セ リ ン グ

・ 救 急 対 処

・ 食 生 港

・ 性

・ 健 康 （疾 病 予 防
，

歯
，

冒）

・ メ ン タ ル 面

・ 親 の 教 育 方 法

記 述 内 容

・ 生 徒 と 語 る 場 を 設 け る

・カ ウセラー との 事例 研修会

・ 事 例 研 究 会

・健 康教育の中 で具体的 テーマ を分け、 謡 し合う

・ 宥 職 者 の 藷

・す ぐに 取り組め る授業

小許 総計

１７

表 巫一８ 「健康教育」 に関 して 気づいた内 容・件数 （重複回 答）

記 述 内 容 小計 総 計

・ 体格カ浪 く なって いるの に体カ不昆 ｛

身

・家庭 で３食を 作る習慣が崩 れて 来て いる １

体
５

・食 生活は人間 生濫 にと って’番 大切なものである那
、 栄養のバラ ンス淋崩 れている ２

面 岸螂 磯 離 灘じ㍗薩震磯 総藷騒茗蒙猷冨災 紺 蝋 榊少なξ 旦
ないので は

・規範意識 の欠如 （善悪の 判断の欠如） １

精 ㌻患器簸離 鍬 錐昆蓄鱗 灘 暇遅維 灘署繊箭撮蕎麟三灘 鮒…
１

神 ＿
魚 鴛 亀乳… ４

・子 ども一人一 人の生 活も悩み も違うので対処も 十人十 色 １

面
・子どもカミ何 でも話 せる人間 関係づくりを 教師も親もするべき 王

杜
・ 構 報 （雑 誌 ・ テ レ ビ） の 氾 濫 で、

生 徒 が 正 し い 知 識 を 理 解 で き に く く
、

判 断 し
王 １

会
づ らい

面

・養護 教諭 の全校 複数配 置を行い、 保 健の授業にも積極的 に参加 する 体制を望む １

俸
・ テ ー マ 淋 性 教 育

，
不 登 校 か ら堪～５年 前 は 薬 物、 最 近 は 食 に 移 り 完 結 し な い ま ま

その都度の指導を行っ∫い包三全芭唇鴛』∫と二る
Ｉ蝦藁 縦 灘 料雰鱗 ぞ薯 淋 ことで冨： 丹 淋 継 機 継 竈紺 ぞ撃絆

１

制
逝

１

面 盃萱ゑ漱 鰯 整嫉ヒ㌦．
・学校 での健康 教育は正 常な家庭生活 の上に成立すると 思う １
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第皿章

思春期の健康間題と対処に関する教員の意識調査

平成 １５年 ９月

東京女子医科大学看護学部

調査責任者

調査担当者

久米美代子

村山より子

小州久貴子

・ １ ５ ・



Ｉ 中学生の健康問題への 関心と対処方 法の実態調査一 中学生と教員の比較一

１．
緒 言

思春 期 は子 ど もか ら大 人 へと 身 体・ 精神カミ大きく 変 化 する 時期 であり
、

そ の時 の健 康 は

将 来に わた って 大 きく 影 響 を及 ぼす
。 特 に、 リ プロ ダクテイ ブ・ ヘ ルス に関 わる 多く の 閥

題 は思 春期 にお こる 可能 性が 高い とい われ ている 王）。 そ れは、 思春 期 の子 どもだ ちの知 り

た いと 思 う情 報
、

特 にリ プ ロ ダク テイ ブ ・ヘ ルス に関 する 情 報 は入 手 しづ ら い環 境 に ある

た めと 考完る
。

２００２ 年 に我々 が 調査 しだ ２） 中 学生 の健康 に 関す る情 報源 を 見る と、 身近

な とこ ろ にい る 友人 ・雑 誌 ・テ レ ビな どのマ スメ デイ ア が最 も 多 かっ た。 しか し
、

友 人か

らの情 報 は聞き が じっ た内 容 で あり 正確 さが 危ぶ まれ る。 ま た、 マ スメ ディ ア を媒 体と し

た 誤っ た情 報は いた ず らに子 ども た ちの不 安を 煽らせ たり、 悩 ませ る 結果 とな って いる。

思審 期 を対 象 と した相 談 機 関カミ不 昆 してい る現 在 にお いて
、

将 来の 子 ども た ちカミ健康 を

獲 得 する ため に は、
ま ず身 近 にい る 大人 が、 今子 どもだ ちが どん な健 康 間題 に 悩み、 どん

な知識 を 知り た いと 考 完て い るの か を知 る必 要が ある。 そ して
、

子 ども だち 自 身の 性 を含

む健康間題への関心と対処方法を杷握して中学生の二一ズに茜っ た健康教育、 健康相 談を

行な う必 要が あ る。 そ して、 この た めに は大 人が 思っ て いる こ と と
、 子 ども た ちが 考 完て

いるこ と にズ レが あると い うこ とを 認識す る必 要が ある
。

そ こ で、 本 調 査 では、 中学 生の 健 康間 題へ の 関心と 対 処 方法 に つい て、 中 学 生と 教員 の

調 査 が らその 違 い を明 ら か にする こ とと 教員 へ の聞き 敢 り から 性 教育 の あり 方 を検 討 した。

２． 研 究 方 法

１） 調査対象

・ 大東 町の 中 学生 ７６ ６名

・ 大 東町 中学 校教員 ４ ４名

２） 調査方法と内容

アンケート調査の比較

２００２ 年、 中 学 生対 象の 調査 と ２００３ 年
、

教員対 象の 調査 か ら
、

健康 聞題 への 関 心につ い

ては、
「生活 ・ 健康 上 の悩 み」 （①アイ デンテイ テイ

、
②学 校 生活

、 ③ 体の 変化 ・発 達、

④家 族関係、 ⑤恋愛 や 性行 動） と 吟
、

知 りた いこ と」 の ２ 項目 （詳 細項 園 ５）、 その 対

処方 法につ いて は
、
「悩み の対 処方 法」 と 「相談相 手 に望 む人」 の ２ 項 目 に焦点 を当 てて

、

両者 聞の相 違 の有 無を 比較 検 討 した。

３） 倫理的配慮

・ １６ ・



調査依頼にあたっては、 大東町教育長と両中学校校長および養護教諭に研究の趣旨を十

分 説明 し
、

調 査 結 果の 匿名 性 の 保 持
、 調査 に同 意 しな い こと に より 不 利 益 をこ う むる こと

が ない こ とを約 束 した。

３．
結 果

１） 対 象者 の背 景 （表 Ｉ・１）

中 学 生 は ７６６≡名 で あ り
、

そ の 内 訳 は、 五 牢 生 ２５４ 名
、

２ 年 生 ２５８ 名
、

３ 年 生 ２５４ 名 で

教員 は４４名 であっ た
。

２） 健康間題についての比較

（１） 生活 ・健 康上 の悩 み に関 する 比 較

① アイデンテイテイ に関する比較 （図 卜１）

中 学 生 は
、

ｒ感 情 の 揺 れ」 ２７
．９

％
、

噌 分 の 性 格」 ２６．８
％
、

ｒ自 分 淋 わ か ら 荏 い」 ２１
．
８％

と い う ３ 項 目 に はあ ま り 差 はみ られ な か っ た。 し か し 教員 の ほ と ん どは 感 情 の 揺 れ

８２．０
％ と 回 答 し て お り、 教 員 が 有 意 に 高 か っ た （Ｐく０．０５）。

② 学校 生 活に 関す る 比較 （図 Ｉ’２）

生徒 は
、

「成績 や進 路 の不 安」 ５２．０％、
「友 達 つき 合い が 下手ｊ １７．６％、

「部 活の 悩 み」

１３．８％、
「学 校 に 行 き た く な い」 ９．８

％
、

ｒい じ め に あ っ たＪ ３．
７％ で あ っ た。 教 員 は 咬

達つき 合 いカミ下 手」 ６４．０
％ と 一番 多く、 次 に 「成績 や進 路の 不安」 １８．０

％
、

「学校 に 行

き た く な い」 玉０．０ ％、
「い じ め に あ っ た」 ８．０％ で あ っ た

。
成 績 や 進 路 の 不 安 は 生 徒 カミ有

意 に 高 く
、

友 達 付 き 合 い 淋 下 手 に 関 して は 教 員 が 有 意 に 高 い と い う 結 果 で あ っ た。

（Ｐ＜０
．
０５）

。

③ 体 の変化 ・発 達 に 関す る比 較 （図Ｉ・３）

喀 姿１こ 関 す る こ と」 で は、 生 徒 ５０．４
％

、
教 員 ８２．０ ％ と 一 番 多 か っ た。 次 に、

「身 体 の

発 育の個 人 差」 で 生徒 は ２６．６％
、

教員 は １８．０
％ であり

、
これ らの 項 目 は生徒 と 教員で

は同 じ傾向 の 回答 で あっ た
。

④ 家 族関係 に 関す る比 較 （図Ｉ・４）

家 族 関 係 の 中 で は
、

「親 と の 関 係 が 一 番 多 く
、

生 徒 ６５．５％、
教 員 ９３

．
０ ％ で あ り、 次 に

、

ｒ両 親 の 喧 嘩 や 離 婚 ・ 再 婚 に つ い て」、
生 徒 ６５．

５％
、

教 員 ７．０ ％ で あ っ た
。

ζ れ ら の 項

寓 は 生徒と 教 員で は 有意 差が 昆ら れな かっ た。

⑤ 恋愛 や性 行動 に関す る 比較 （図 Ｉ・５）

ｒ恋 愛 関 係」 が 一 番 多 く
、

生 徒 ５７．３％、
教 員 ９２

．
０ ％

、
次 は、

ｒ性 体 験」 で あ り・
生 徒

１２．５％、
教 員 ６．０％、

「キ ス」 の 項 貝 で は
、

生 徒 １０．
３％

、
教 員 ３．０

％ で あ っ た
。

恋愛や性行動に関する比較ではどの項目においても両者間に有意差は見られなかった。

・ １７ ・



（２） 今
、

失向り だ い こ と （図 Ｉ・６）

生 徒 は
、

「ス ト レ ス 解 消」 ２５．
２％

、
「人 間 関 係一 １９．１％、

「人 生 や 生 き 方」 １７
．
７ ％

、
「ダ イ エ

ッ ト」１４，８％、
「異 性 と の 付 き 合 い 方」１０．７％ の 順 で あ っ た

。
一 方 教 員 は

、
「人 間 関 係」２５，０％

、

「異 性 と の 付 き 合 い 方」 １７．２ ％
、

吠 生 や 生 き 方」 １５．５
％
、

「ダ イ エ ッ ト」 １５．６ ％ の 順 で あ

っ た
。 両者聞 に 有意 差カミあっ た の はス ト レス 解消 法 で有 意 に生 徒 が高 か った （ｐくＯ．０５

）
。

（３） 悩み の 対処方 法 に関 する 比較 （図 Ｉ・７）

悩 み の 対 処 方 法 で は
、

生 徒 は 「同 性 の 友 人 と 話 す」 ２８．８
％
、

「一 人 で 悩 ん だ一 １３．８％、
「じ

っ と 我 慢 し た 〃 ３．
８％

、
「家 族 に 八 つ 当 た り」 １０．６％、

「家 族 と 話 す」 １０
．
３％ の 順 で あ っ た。

教 員 は、
ｒ同 性 の 友 人 と 話 す」 ３７．１％

、
ｒ一 人 で 悩 ん だ Ｈ ４．６

％
、

騰 帯 電 話 で 話 す」 １３．５％、

「家 族 に 八 つ 当 た り」 ９．Ｏ
％

、
「Ｃ っ と 我 慢 し た」 ９．０ ％ の 順 で あ っ た

。

悩 みの 対 処方法 の選 択 肢の １ 位、２ 位 は生徒
、

教員と も に 胴 性 の友 人と 話すＪ、
「一人 で

悩ん だ」 で あっ だ
。

３位 以 下の 順位 は各カ 異 なって いたカミ
、

各項 目と も に両者 聞 の有 意差

は認 め られな かっ た
。

（４） 相 談相 手に 望む 人 の比 較 （図Ｉ・８）

』 番相 談相 手 に望 むの は両 者と も１こ「相 談 しやす い友 刈 で、
生 徒 ６８．０

％
、

教 員 ４４．０％
、

次 に
、

ｒ自 分 を 理 解 し て く れ る 人」 で、
生 徒 ６２．３％、 教 員 ２９．３ ％ で あ り、 こ の ２ 項 園 の 順

位１こ差 は見 ら れな かっ た。 しか し、
ｒ自 分 を理 解 してく れ る 人」 で は 生徒カミ有意 に高く

、

「親」 に 関 しても 値 は低い な が らも生 徒祁有 意 に高 かった
。

一 方、
「養 護 教諭」 に 関 して

は教員カミ有 意に 高 がった （ｐ＜０．０５）。

４．
考 察

１） 生徒の 悩み

生 活・健康 上 の悩 みの 内容 の 項目別 で教 員と 比較 をする と、 生徒 は「アイ デ ンテイ テイ」、

「学校 生活」 ぽ 関す る 項目 が有 意に 高かく、 他 の 「身体 の変 化・発 達」、
「家 族 関係Ｊ、

「恋

愛 や性 行動」 に 関 する 項目 に つ いて は有 意 差は 見ら れ なかっ た
。

こ のこ と は、 アイ デ ン

テイ テイ は 自分 の 性格 や感 惰 の 部分 で あり
、

生 徒カ油 分の 中 で考 完
、

行 動 を 起こ す部 分

でも ある。 ま た、
学校 生 活 に関 して は

、
成 績や 進路 の 不安、

友 人関 係の 下手 さに つ いて

悩 むこ とが 多く
、

でき たら 生徒 自 身が 自分 の 申で解 決 したい と 考 える 内 容で ある
。 つま

り、 アイ デ ン テイ テイ や友 人 関係 の よう な
、

あまり 教員 に知 ら れた く な い部 分 は目 常 生

活 で は表 面 だっ て見 完 ない こと が教員 と の差と なっ て現 れた ので は ない かと 考 完る。

「体 の変 化・ 発 達」、
「家 族 関係」、

「恋愛 や 性行 動」 に 関 して 両者 間 に 有意 差が 見 られ な

かっ たの は
、

杜会 的に 思 春期 特 有 の間題 と して 取り 上 げ られて いる 項目 で あり、
申 学生

の悩 み と して 外す こと が でき な い もの であ る
。

以 上か ら から 考 える と
、

生 徒 と教 員 で差

・ １ ８ ・



カミ見ら れな い の は当 然 と 考完 ら れる、
慈ら に

、
こ れ らに つい て は

、
生 徒 は 教員 に 良く 相

談 して いる 内 容 で ある の か、 そ れ とも 先生 方 淡気 に かけ て 生徒 に か かわ っ て いる 内容 と

言 う こと も 考 完ら れる
。

生 徒と か が わる 時閻 添 取れ な いと ジ レ ンマ を感 じて いる 教 員も

あっ たが、 多く の 教 員 は目 々 生徒 達 と 良く 関わ り、 き め細 かく 生徒 た ち を 見て いる 結 果

で はない か と考 える。

さ ら に、
今 知 り だ いこ と に つい て 内容 項賢 別 比較 で は、

生 徒 は ｒス トレス 解 消法」、
ｒ人

間 関 係」、
「人 生や 生き 方」 を 知り た いと 思っ て いた。 その な か でも 群 を 抜い て Ｆス トレ

ス解 消法」 を望 ん でい るこ と は
、

冒頃 か らかなり のス トレス を感 じて い ると 考 完 られる。

ノｊ・学生 と いう 小 地 域の 行 動 範囲 か ら中 学生 に な一る と数 校 が一 緒 に 荏り 中 学 生 生活 の地 域

拡 大が あり、
行動 範囲 が 広が る

。
それ に伴 い、

人間 関係 の複 雑 さや 子 ども がら 大人 に荏

らな けれ ばな ら ない と いう葛 藤 な どそこ に は多く のス トレス淋 考 完 られ る
。

しか し
、

教

員 は 「人間 関係」、
「ダイ エ ッ ト］、

「異性 との 付き 合い 効 を あげ てい るカ 沖 学生 の短り

た い憶 報 はもっ と 奥深 い ものカミあるよ うに 思完 る。

２） 対処方法

生 活・ 健康 上の 悩 みに 対 する 対処 方法 の比 較で は
、

生徒 も教 員も 』番 多 いの が同 性の 友

人で あっ た
。

加 藤 ３） ら も身 近１こいる 友人 が清 報源 で あり、
友 人な どの 場合 は

、
闘き か

じっ た知 識 を振 り回 して い る場 合カ沙 なく な い、
必 ず しも 間題 解決 が は から れる とはい

え ない
。

ま た
、

マスメ デイ ア からの 情報 に は
、

い たず らに 不安 を煽 る も のや 誤っ たも の

で あっ たり する な ど、 子 ども たち を悩ま せる 結 果とな っ てい る と報 告 してい る
。

本調 査

で はマス メ デイ ア か ら の情 報 より ト 人 で悩 ん だ」、
叱 っ と 我慢」 じて いる、

「家 族 に

八っ 当た り」 な どが 多い こ と から
、

健康 問題 への対 処 方法 と して、
も う少 し中学生 の二

一 ズに答 完られ る よう 荏相 談 窓口 な どの必 要性 も考 完ら れる。

さ らに、
相 談相 手 に望 む人 の 比較 から は、

健 康聞題 の相 談相 手 は 両者 と もに 「友人」、
曜

解 してく れる 人」 が 最も 多 かっ た
。

相 談相 手に は
・

生徒 は ｒ理 解 してく れ る人」 や ｒ親」

が 有意 に高く、 教 員 で は 「養 護教 諭」 が有 意に 高かっ た
。

しか し
、

教員 からの 調 査で は４）・

生 徒 から の相 談 に は、
学 級 担任 が 比較 的 多く 受け てい る 実 状が あ っ た

。
そ の相 談 内容 は

「アイ ディ ンテ ィ ティ」 に 関 する 間 題よ りも ｒ恋愛 感 情」 カミ主 で あっ た
。

た ま に、
深刻

な問題 （長い相談時間を要する。 又は教員と生徒闇だけでは解決できないよう荏聞題）

の相 談 も ある。
そ の一 方、 教員 の申 に は目々 の業 務 に追 わ れ

、
な か な かゆっ く り と生 徒

の相 談 に乗 る こと が出 来 ない ジ レンマ を感 じて いる 実状 が あっ た
。

一 １９ ・



表 ト夏 対象者

申学生

男

（人）

３９９

１年 生 １４０

２年 生 １３２

３年 生 １２７

教 員

女
（人）

３６７

１雌

１２６

１２７

２６ １８

含計
（人）

７６６

２馳

２５８

２５毎

独

教職経験年数

１～雀年 ５

５～９年 ８

１０～１埜年

１５～１９年 ８

２０～２４年

２５～２９年

３０～３雀年

３５～３９年

無回答



感構⑳揺牝

１分の 中

餓 ㈱１ない 声 ・

一一畔
跡手の肋／ 吋

ト

その他１

複数回警
園 生徒

（向 榔８）

慶教員

（㌍側

佃くＯ
．
◎５

■ ∴
．工 」＿、＿ ％

◎ ２◎ ４⑪ ６０ ８◎ 乖Ｏ◎

図 トて。 アイデンテイテイの 肉 容 の 比 較

「

成績 や進路の不 安

友達づ巻統い赫下手

部溝の悩み
南

学鰍く｛
に

む、じめにあつた
俸

複数回答

園 生徒

（涌＝９９婁）

８ 教員

（炉棚

籾 く◎
、
◎５

そ の他

０ ２⑪ 劣０ ６◎ ８⑪

圏 トａ 学校生活に翠する比較



容姿に関すること

身体⑳発育⑳鰯 人差

体臭帯臼臭
泰

性器⑳変 舵に慣 れる

’複 数 回 警

簸生徒

（炉７３望）

藪 教員

（炉３８）

＊夢くｏ
．

鯛

鱗精麟胃

そ⑳他１

⑪ 蟹⑩ 逐⑪ ㊧⑰ 窪⑪ ヨ◎◎

圏 ト蟹， 体 ⑳ 変 化１発 達 に関 する澁 較

親お⑳関係

家族⑳矯気

一申
そ⑳他

§

複数回答

隠 生徒

（炉３帥

藪 教員１（炉躯）

家庭。暴カ
白 榊

←
１１備１∵ ∴ ∴∴∴二

⑪ 郷 蜘 ６⑪ ８⑪ 棚◎

團 ト遜． 家 族 関 係 に 関する 珪 較



恋愛関係

牲体験

｝
１蹴｝

１織１

複数回答

騒生徒

（炉鯛２）

８教員

（炉３６）

籾く⑪
．
蝸

そ⑳他

⑩ 愛⑬ 遜⑪ ㊧０ ８⑪ オ⑪◎

團 ト蟻， 恋 愛 や 牲 行 醐 二関 する 比 較

ス紅レス解 箔 法

人聞関係

人生や生き方

夢イエ 外

異性と⑳村き合い方餓等
複数回答

麗 生 徒

（８＝＝、望３０）

蘭 教員

（炉碑）

＊鼻く◎
．
◎５

その他

月経

郷 蜘

團 ト㊧。 奇窺砂たいこあ⑳ 珪 較



同性の友人と話す

山人で悩んだ

じっと我 慢

家 族に八つ当たり

家 族と話す

メールや繕帯電話で話す

雑誌・本 から情報を得る

先 輩・教 師に 相 談

異性の友 人に相談

インターネットで情報を得る

考え方・行動を直す

複数回答
團生徒

（同＝、３◎８）

８ 教 員（炉８９）

＊Ｐく０
．
０５

毛０ ２０ ３０ 毎◎

図 ト７． 健 康
’
聞 題 へ の 対 処 に関 する比 較

相 談し帯すい友人

自分を理解してくれる人

親

教師

先輩

テレ 讐 新 聞。雑誌

養護教諭

その 他

スク’ルカウンセラ山

看 護 師・保 健 師。助 産 師

些 二：コ＊

一 コ ・

複数回答

園 生 徒

（炉 棚 ７）

口 教 員（蘭＝７５）

＊Ｐ＜０
．
◎５

⑪ ２⑪ 卑⑰ ６◎ ８０

團 ト糧。 相 談相 手 に望 担 人 の 比 較



皿 健康間題 （性） に関する聞き取り調査がら

１． 緒 言

思春期 と は、 第 二 次性 徴 発 現に よる 身 体変 化と 感情 の ア ンバラ ンス な どか ら
、

悩 みな が

ら自 己確 立 していく ため の模 索 時期 である
。

２１ 世紀 を担 う子 ども た ちの 健や がな 成長 ほ重

要 で在り
、

平成 １２ 年 １２月 に厚 生 労働 省カミ母子 保健 の取 り 組みの 方 向性 と して 出され た国

民運動計画 『健やか親子 ２１』 にも思春期の人々の健やがな成長を共通固標に提言されてい

る ト３〕
。

本調 査 はそ のよ う な思 春期 の 取り 組み の一環 と して
、

学校 に おけ る健 康 教育
、

特

に一性教育 の現状 と 課題 を明 ら かに するた め に、 性 教育 を申 心に 面接 調査 を行 っ た。

２． 研 究 方 法

１） 面接対象

・大 東 町中学 校 教員 ２０名 （男 １２ 名、 女 ８名）

２） 面接調査方法と内容

研究同意が得られた各教員 の都合の良い時間に、 性教育に関する半構成面接調査紙を基

に個人面接を実施 した。 調査依頼は、 大東町教育委員会 と両中学校の校長先生、 教頭先

生、 養護教諭に研究の趣旨を説明し許可を得て実施 した。 面接調査は本研究者３名が行

な っ た。

調 査内 容 は、 ① 教員 の背 景、
②性 教 育研 修会 への 参加 意 識、 ③ 教員カミ受 けた 性 教育

、
④

性 の相 談や 授業 で困 っ だこ と
、

⑤今 後の性 教育 への 要望 の ５ 項 目行 なっ た
。

そ れを
、

カ

テ ゴリ ー に分類 しだ
。

３） 倫理的配慮

調査依頼にあたってほ、 犬東町教育長と両中学校校長および養護教諭 に研究の趣旨を十

分 説明 し
、 調 査 結果 の 匿名 性 の 保持

、
調 査 に同 意 しない こ と によ り 不利 益 をこ う むる こ

とが ない こ とを 約 束 した
。

さら に
、

研 究同 意が 得 られ た各 教 員 の都 合 の 良い 時閻 に個 人

面接 を実 施 した
。

３
．

結 果

！） 面接 対象 者の 背景 （表 Ｈ・１）

勢性教員 １２名、
女 性 教員 ８名 の 計２０名 で

、
年 齢は

、
２０～５０ 歳代 に わた って いた

。

担 当 教科 は保健 体 育 ４ 名、
数学・ 理科 各 ３名

、
養護 教 諭・ 技術 家庭 ・ 国語 ・杜 会・ 英語

・ ２ ０ ・



が各 ２ 名 であっ た。 ま た、 ク ラス 担任 を してい るの は ７ 名 で
、

性 教 育の 研修 会 に参加 し

た こと のある 教 員 は９名 で あった。

２） 性教育薇修会への参カ頸意識 （表 ｒ２）

研修 会 の 主催 は
、

静 岡 県・ 中部 教 育 事務 所・ 養護 教 諭 中部 研 修会 ・ 校 内 な どで あり
、

養

護 教諭
、

保 鮭体 育の 教員 の参力買が 多かっ た。 研 修会 で学 んだ こと は、
生 徒 への個 人 指導

、

教員 へ の対応
、

学級 活動
、

授業
、

保 護者 の相 談へ 活用 して い た。

参姉 しな かっ た 理由 は、 他 の 研 修会 と の重 なり を あ げて い た 洲生教 育の 研修 会 参加 の 必

要 性 は あると 答 え てい た。 そ の 理菌 と して、 性 交 の低 年 齢 化、 性モ ラ ル の低 下 か ら性 教

育の必 要性 を感 じるカミ性 教育 を行 う自 信が 無い ので 参加 した い であっ た。

３） 教員の受けた性教育 （表 阯３）

小 学校 ～ 大学 ま で で性 教育 を 受 けた こと が ない 教員 は約 半数 で あっ た
。

受け た こと があ

る と答 完た 教員 の内 容 は
、
「女 子 を対象 と した初 潮 教育」、

「生命 の 大切 さ」、
「第 ２次 性徴」、

「避 妊」 で あ っ た
。

家庭 での 性 教 育に つ いて は
、

殆 どの 教員 は受 けた 記 憶が 無 い と答 え て いた。 全 員 に共 通

して い完 るこ と は溝足 した性 教育 は受 けて い ないと い うこと で ある
。

４） 性 の相 談 や授業 で 困っ た こと （表 ｎ・４）

咽 っ た経 験カ耽 い」 は ｕ 名 であっ たカミ
、３０ 歳代 の ５名 の 教員 は 噌 分自 身 の差 恥心邪

あり 生徒 に 話す こ と は恥ず か しい」 と 答 完て いた
、

ま た
、 現 在 の よう に 学級 活 動 の一 環

と した性 教 育で は 集団 と して の 教 育に なっ て しま い 生徒 の個 人 差 を考 慮 した指 導 がで き

ないの で 困って い ると 指摘 してい る教 員も４名 いた
。

５） 今後 の性 教 育へ の要 望 （表ＩＩ・５）

ｒ学校 がす べ て では なく
、

小 さ い頃 か ら折 に触 れや る べき で ある。
親 に情 報 を流 し

、
啓

蒙 できる 場 所や 指導 が ほ しい」 と して
、

家庭 での性 教 育を 訴完 て いる 教員 が ７ 名 いた。

次 に 肋 リ キュ ラ ム改 正 で授 業 時間 淡 削減 さ れて おり
、

学級 活 動 の一 環 と して の性 教 育

は現 在の ま ま でよ いと 思う が他 に もや る こと が多 す ぎる」、
ｒ技 術 家 庭科

、
保健 体 育の 時

間 は現 状の ま ま に して性 教 育 を行 って ほ しい」 な ど各 教員間 の 調 整 を望 ん でい る 者 は４

名 い た
。

性 教育を より よ いも の にする た めに は、
「理想的 に積 み上 げたカ リ キュ ラムカミ必 要 であり

、

そ のた めに は一性教育 の系 統 だっ たテ キス トや 資料が 欲 しい一 は ４名 であっ た。
「教員カ綬

業 を担当 す るより は、 専門性 の ある 外部 講師 をた のむ こと も今 後必 要」 ３ 名
。

ｒ研 修会 は

事 例や 指導 方法 が実 際 にわ かる 内容 が欲 しい」 ３ 名。 ま た
、

「人間 の生 き方 を 含め た性 教

育 の必 要性」 ３名 であっ た。

・ ２ １ ・



４．
考 察

性 の 間題 は表 面 化せ ず 明る く 男 女協 カ的 荏 生徒 た ちで あっ て も
、

マ ス メ ディ ア な ど から

の 情 報が 氾 濫 して い る。
ま た、 家 庭 ・杜 会 教育力 の 低 下等 か ら性 モ ラ ルの 今 後 一層 の 逸脱

が 考え られ る の で性 教 育 は必 要性 であ ると 考 えて いる 教員 淡 多 かっ だ。 しか し
、

性教 育 を

受 けた こと が 無く、 性 教 育研 修会 参加 も少 ない ので 性教 剤こ自信 の なさ が感 じら れた
。

現在 の調 査 した 申学 校 では、
性 教育 の授 業 は年 ２ 回学 級担 任カミ行っ て い る。 ま た

、
保 健 体

育 では １ 年次 「第 ２ 次 性徴」、
２ 年次 に 哨 ＩＶ」、 他 には 畷 煙 聞題」「薬物 間 趣 が ある

。

家庭科の教員 は 咲 立会い分娩のビデオや中絶の新聞記事を教材に したＪ 授業を してい

る。
ま た

、
養 護 教諭 は 林間 学校 前 に初潮 の話 だけ で、

結局、
性 教 育に 関す る授 業 は

、
喉 健

体 育」、
「学 級活 動」 「生物」、

「家庭 科」、
礒 護 教諭 の 林間 学校、 夏 期休 暇 直 前指 導」 の５ 領

域に ま たカミり 行わ れ て いる。
しか し

、
養 護 教諭 の 作成 した 性 教育 授 業 年 聞予 定 案 はあ るが

各担 当 者カミ把 握 し てい な いこ と も 考完 ら れる。
さ ら に、 担当 者 間 の話 し合 いや 調 整添 十 分

に され てい ない のカミ現状 で あった。

５
．

お わ り に

思 寮期 に あ る中 学 生 の健 康 間 題 は』生 を 通 して考 え る と人 生 の 基盤 に 荏る 時期 で ある。

体 ・心 と健 全な 成長 発 達 を 遂 げら れる よ う子 ども た ちを サ ポー トを する 取 り 組み 淋 必要 で

ある。 今 ま で のわ れ わ れの 調 査結 果 から も 「友 人Ｊ、
「親」、

「教員」 淋 重要 な 位 置 にあ るこ

とカ湖 ら かに 荏っ て い る。
今 回 の 教員 の聞 き 取り調 査 で も殆 どの 教員 が１性教育 の 必要 性 を

認 め て い る。

しか し、
性 教育 を 受 け たこ と のな い 教員 が多く そ の 指 導に 戸 惑 いを 感 じて い る こと も明

確と なっ だ。
よ り よい 性 を 含 めた健 康 教 育を 行う た めに は

、
子 ども たち の 二 一 ズを 正確 に

短 る 必要 が ある。
そ の二 一 ズを知 っ た上 で、

家 庭・ 学校 ・ 地 域と 連 携 し、 中 学 生の 健 康間

題を 解 決す る た めの システ ム を 構築 す るこ と添 必 要で あ ろ う。
特 に構 報 の入 手 しづ らい リ

プロ ダク テイ ブ ・ ヘ ルス に 関 する 正確 な 情報 は
、

子 ども た ちが 必 要 な 時 に自由 に入 手 でき

る よ うに した い もの で ある。
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表 ｎ－１ 対 象 者 の 背 景

項 目 人数 （人）

性 別

男 １２

女 ８

合 計 ２０

年 齢

２０代

３０代 ５

雀Ｏ代 ７

６０代 ７

担任学級の有無

有 ７

無 １３

担当教科

保 健体育 ４

養護 ２

数 学 ３

英 語 ２

国語

理科

杜会

技術家庭 ２

研修会参加の有無

有 ９

無 ”



表 巫一２

項 匿１

性教育 に関する研修会 にていて

参加し危時期

主催者

役に立っ花

主な内容

参カロしなかった

理出

研修会の必要性

主な憲見内容および人数（人）

・ 毎 年
，

今 年
，

４ 年 前
，

７ 年 箭
，

１０ 年 前
，

１５年 前
，

１７ 年 前 （各 互）

・養護 教諭 中部研修 会（２）

・中部教 育事務所（２）

・静 岡 県 （２）

・校 内 （２）

・他 （王）

・性 感染症について

・思春期の心 身の変 化（女子・勇 子の違い）

・性教育の方 法

・避 妊 方 法

・カ ウン セリン グ テクニ ック

・人工妊娠 中絶の恐ろしさについて

・研修 会貝時淋合わなかった（９）

・性 教育研修 会より参 加しだい他 の研修会があっだ（！）

・不 明（王）

・参加の必要 性を非常に感じる（２）

・研修会 での事例などは保 健体育の授業に役立 つので 必要

・性モラル淋低下しで性非行 湘 捨 でも闇題 になっているので

生徒指導 に自 信をつけたいので是 非参椀したい

・多 数の 女子商校 生淋性交経験者という現状を考完ると必要

・性 教育 は範囲 淡広く
、

発達穀 階にそって教育していく必要 淋

あるのに、現在は学級時 間・保健の時間カ沙 ないので

・校内での勉強 会が必 要

・若い先 生方に必要

・性の 低年齢化かあるので
、

生徒指 導を含 めた研修 会が必要

・大切さは思う淋
、

参加した後の生徒に対する指導に自信が

ないので必 要がどうかわからない

・養護教諭 に任意ているので必要 性を感ｃない

・今までのような、通り一面の研修会 内容だと参加の

必要性カ滋 い

・研修 会に期待していないし、興味カ陸 いので必要がない

・性 に関して情報淋あっても自分のこととしては消化できないの

で参加したくない



表 阯３ 教員の受 けた性教育

項 員 内容および人数（人）

・習った 記 憶 秘ない（９）

・家庭 では 習 わなかった（ヱ７）

刈・学校で、女子だけの初潮教育だけ習った（８）

・申学校で、生物学的受精や第２に性徴について男女混 合で

習つ危（５）

家庭や学校教育
で受けた性教育

・中 学 で
、

避 妊 の 仕 方までを 具体 的 に 物 晶を見 て習 った（１）

・高 校 で、 避 妊を含 め た内 容をならった（２）

・大 学 で
、

発 達 心 理 学の 授 業の 申 で習っ た（２）

・大 学 で、
生 物 学 の 授 業の 申 で習っ た（２）

・母 親 から習った（３）

表 阯４ 性の相談や授 業で困っ花こを

主な意昆内容および人数（人）

・困 っ た こと は なレ、（ｎ）

・自 分 自 身 に 差 恥 心 淋あり、 語ることカミ恥 ず かしい（５）

・現在のような学級活動の一環とした性教育では集団指導になり、個 人差淋ある時期ゆ完に難しい（雀）

・時 間がとれないた め 具 体 的 なことカ§できな い

・性教育は本来どこの領 域できちんと押さ完るべきか検討の必要性を感じている



表 昨５ 今後の性教育への要望

主な意見内容および人数（人）

・学 校 が す べ て で は なく、 家 庭 で 親カミ控 教 育 を 伝 え る 教 育（７）

・カリキュラム 改 正 に より授 業 時 聞 が 減り、
益 々 牲 教 育 に 当 てる 時 閥 が 抄 なくな っ て いる の で、

もっと時聞がほしい（６）

・現状では各教員・各 教科での調整不足である（｛）

・理 想 的 に は 積 み あ 淋 っ た カリキ ュラム が 必 要 で あり、 そ の た め の 系 統 だ っ た テ キ スト淋 欲 しい（４）

・専門的な謡を取り入れる花めに、今後は外部講師依頼（３）

・事例に當んだ
、

指 導方法かわかる研究会カ泌 要（３）

・性教育に限局せずに人間としての生き方を深められる教育（３）

・刺激 的な広告などの情報氾 濫により
、

生徒の性に窟止め汚ミ利かなく なりそうなのでその対策が必 要である（２）

・梱 談 に 来 な い 生 徒 へ の フ ォロ ー 体 樹 づくり

・生徒に正しい翻 識を与え
、

自ら選択できる能力を養う教育体制

・養 護 教 諭 とし て は、
チ ー ム ティ ー チ ングとして 学 級 活 動 に 参 加 する 体 撤 づくり、 そ の 際 に は 「男 女 の よりよ い

関 係 の あり方」、
ｒ縫 被 割 、

ｒ生 命 の 誕 生」をとりあ げ た い

・父母にも教える機会を設けたい



第Ｗ章

大東 町中学生の骨密度 と身体発育・栄養 ・活動調査

平成１６年 ９月

東京女子医科大学看護学部

調査責任者

調査担当者

久米美代子

村山より子

小川 久貴子

・ ２ ４ ・



１．
緒 言

わ淋国における骨粗慈症 （骨量が低く なって骨折が起こりやすく なる病気） 患者は推定

で１ ０００ 万 人を越 え１、 そ の 早期 発見 早期 治療 の考 えが 広く 普及 してい ま す。

最近
、

骨 粗 髭 症対 策 のた め に は骨 粗 霧症 が 発症 する 高 齢者 を 中 心と す る治 療 だ けで なく、

最大骨量を獲得する成長期にできるだけ骨量を増やしておくという予防策が考えられるよ

う に な り ま し 危。

これ は、
成 長期 に お け る骨 形 成 の良 否淋 成 人の 最大 骨密 度 を 決 定す る と いわ れて い る か

らで す。 特に 思 春期 前 後 は、
成 長 ホル モ ンの 作用 で身 長 が 著 しく 伸 びる 時期 である と と も

に、 性 ホル モ ンの影 響 で骨 密度 （骨量） 淋 急増 する骨 成長 期 でも あ りま す
。

骨密度は生まれてから徐々 に増完ます淡特に思春期前後で急増 しその後まだ２０歳頃まで

少 しずっ 増 完ま す
。

そ の 後 ４ ０歳 く らい ま では増 完 る こと は あり ま 娃 んが 一 定 量を保 ち漢

す、 しか し、 そ の 後 は減 少 してい く こと が無 られて い ます
。

高齢 になっ て か ら 骨粗 慈 症を

お こ さない た め にも 思 春期 前 後 の骨 成長 期 に骨 量 や骨 強度 が でき る 生 活 をす る ことカミ必要

で す
。

こ の成 長期 に お ける 骨 密度 を 強 化 する 危め に は、
カ ル シ ュウ ム や ビタ ミ ンＤ を 取る な ど

の食 事 や運動カミ重 要と い わ れ てい ま す。 しか し
、 成 長期 で ある 中 学 生 を対 象 と した デー タ

は十 分 で はあり ま せ ん。 そ こ で骨 密 度と 身 体発 育
、

各 種栄 養摂 取 量
、

活動
、

リス ク ファ ク

ター と の影 響 を調 査 し明 ら かに する こ とに より、 中学 生 から 骨密 度 が 強化 で き るよ う な生

活 を指 導 し
、

大 人に なっ て か ら骨 粗慈症 を予 防する こ と淋 でき ると 考 完ま す。

そ こで 本調 査 で は、 成 長期 にあ る 中学 生の 骨形 成 の実 態 と
、

骨 形成 に 関 連す る 要因 に つい

て 明 らか にす る 園的 で
、

大東 町 の 中学 生 を対象 に骨 密 度と 身 体発 育
、

各 種栄 養 摂敢 量
、

活

動
、 リ ス ク フ ァ ク タ ー を 調 査 し た

。

２
．

研 究 方 法

王） 調 査 方法

（１） ア ンケー ト

・ 対 象 の 背 景
、 リ ス ク フ ァ ク タ ー

、
身 体 活 動 票

・ 食習 慣調 査 票 （中 学生 のた めの 食事 質間 粟）

（２） 測 定

・ 骨密 度測 定 （超 音 波骨密 度 測 定装置 ＣＭ－１００）

・ 身 俸測 定 （身長 ・ 体重）

２） 対象
、

場 所

対象： 調 査に 協力 の 得ら れた 中 学生約 ７０８名

・ 場所： 大 東 町立大 浜 申学 校
，

大 東町 立城東 申 学校

・ ２ ５ 一



３） 調 査目

平 成 １ ６ 年 ６ 月 ２ ２ 目 ・ ２ ３ 目

４） 調査者

・ 調査代表責任者：東京女子医科大学看護学部 久米美代子

骨密度測定責任者：村山より子

ア ンケ ー ト責任 者 ： 小川 久貴 子

・ 調査助手：東京女子医科大学大学院看護学研究科 母子看護学学生

鵜 山 愛子 ・原 囲 道子 （Ｍ２）

中島陽子・佐藤久江 （肌）

・ 管理 栄養 士 ：大 久保

・ 調査協カ者：大浜申学校校長 沖静男

養護教諭 岩井忍

全教諭

城東中学校校長 細１１貞之

養護教諭 鈴木千賀子

全敦諭

東京女子医科大学看護学部学生

・ ２ ６ ・



３
．

結 果

１） 背景

（１） 対 象者 （表 １）
。

対 象者 は
、

城 東申 学校 ２９６名 で １ 年 生９８ 名 （男 子 ６王， 女 子 ３７）
、

２ 年 生 １０２名 （男 子

型４， 女子 ５８）
、

３年 生９６名 （男子 ５０
，

女子 蝸）。
大浜 中学校 蛆２名 で １年 生１３雀名 （男

子 ５５， 女 子 ７９）
、

２ 年 生 １２些 名 （男 子 ７２
，

女 子 ５２）、 ３ 年 生 １５４ 名 （男 子 ８盈
，

女 子 ７０）

で
、

総 数 ７０８ 名 で あ っ た
。

表１ 対象者数

城東 大浜 合 計

６１ ５５ Ｈ６

男 子
５２

．
６％ ４７

．
４％ １００

．
０％

３７ ７９ Ｈ ６

１年生 女 子
３１

．
９％ ６８

．
協 １００

．
０％

９８ １３４ ２３２

小 計
４２

．
２％ ５７

．
８％ １０◎

．
Ｏ％

４４ ７２ Ｈ ６

男 子
３７

．
９％ ６２

、
概 柵 ０

．
０％

５８ ５２ １柵

２年生 女 手

５２
．
７％ ４７

．
３％ 柵０

，
０％

１０２ 、２４ ２２６

小 計
４５

．
１％ ５４

．
９％ 柵 Ｏ

．
０％

５０ ８４ １３４

男 手
３７

．
３％ ６２

．
７％ １００

．
０跳

４６ ７０ １１６

３隼生 女 手
３９

，
７％ ６０

，
３％ 柵 Ｏ

．
０％

９６ 朽４ ２５０

小 計
３８

．
４％ ６１

．
６％ １００

．
Ｏ％

１５５ ２加 ３６６

男
４２

．
３％ ５７

．
７％ １００

．
０％

、４１ ２０１ ３４２

合 計 女
４１

．
２％ ５８

．
８％ 柵 ０

．
０％

２９６ 幻 ２ ７０８

合計
幻

．
８％ ５８

．
２％ １００

．
０％

・ ２ ７ ・



（２） 家族に骨粗霧症の人がいるかどうか

家 族 に骨 粗霧 症 の人カミい る と答 えた 者は、
非 常に少 なく 全 体で ６．１％で あっ た （表 ２）。

表２ 家族で 骨粗霧症の 人がいますか

い る い な い Ｎ．Ａ
合 計

８ １０２ ６ Ｈ ６

男 子
６
．
９％ ８７

．
９％ ５

．
２％ １００

．
◎％

４ 柵３ ９ １１６

１年生 女 子

３
．
４％ ８８

．
８％ ７

．
８％ １００

．
０％

１２ ２０５ １５ ２３２

小 計
５
．
２％ ８８

，
４％ ６

．
５％ 柵 ０

．
０％

９ ９７ 柵 １禍

男 手
７
．
８％ ８３

．
６％ ８

．
６％ 柵 Ｏ

．
Ｏ溌

５ ９９ ６ １１０

２年生 女 子

４
．
５％ ９０

．
０％ ５

．
５％ 柵 Ｏ

．
０％

１４ １９６ １６ ２２６

小 計
６
．
２％ ８６

．
７％ ７

．
１％ 柵 ０

．
０％

８ １０７ １９ 、３４

男 子
６
．
０％ ７９

．
９％ 桝

．
２％ １００

．
０％

９ ９６ １１ １１６

３年 生 女 乎
７
－
８％ ８２

．
８％ ９

．
５％ 柵 ０

．
０％

η ２０３ ３０ ２５◎

小 計
６
．
８％ ８１

．
２％ １２

．
０％ １００

．
０％

２５ ３０６ ３５ ３６６

男 子
６
，
８％ ８３

．
６％ ９

．
６％ １００

．
０％

禍 ２９８ ２６ ３４２

合 計 女 子
５
，
３％ ８７

．
１％ ７

．
６％ １００

．
０％

４３ ６０４ ６１ ７０８

合 計
６
．

概 ８５
．
３％ ８

．
６％ １００

．
０％

・ ２ ８ ・



（３） 月 経に ついて

月 経 につ いて は、 全 体 で ８０．４％ の者カミあ る と答 え て お り

６３，
８％

、
２ 年 生 ８２．７％、 ３ 年 生 ９ゑ．８％ で あ っ た （表 ３）。

表３ 月経の有無

、
学 牢 毎 に 昆 る と

、
１ 年 生

あ る な い Ｎ．Ａ
含 計

７４ ３８ ４ １１６

１ 年 生

６３
．

脇 ３２
．
８％ ３

．
４％ 柵 ０

．
０％

９１ １３ ６ １１０

２ 年 生

８２
．
７％ １１

．
８％ ５

．
５％ １００

．
０％

篶 ０ ３ ３ 刊 ６

３ 年 生

９４
．
８％ ２

．
６％ ２

．
６％ １００

．
０％

２７５ ５４ １３ ３４２

合 計

８０
．
４％ １５

．
８％ ３

．
８％ 柵 ０

．
０％

さ らに 初経 の年 齢 をみ ると ｎ～１２ 歳が 多く 見 られた（表盗）。

表４ 初経 年齢

９ 歳 １０ 歳 １１ 歳 １２ 歳 １３ 歳 １４～１５歳 Ｎ．
Ａ 合 計

２ ９ ３１ ２９ ０ ０ ３ ７４

１年生
２
．
７％ １２

．
２％ 躬

．
９％ ３９

．
２％ ４

Ｉ
悩 如 Ｏ

．
Ｏ％

２ フ １７ ４７ １６ ０ ２ ９１

２年 生
２
．
２％ ７

．
７％ １８

．
７％ ５１

．
６％ η

．
６％ ２

．
２％ １００

．
Ｏ％

Ｏ ８ ２２ ４５ ２９ ４ ２ １１０

３ 年 生

７
．
３％ ２０

．
Ｏ％ ４０

．
９％ ２６

．
４％ ３

．
６％ １

．
８％ １００

．
０％

４ ２４ ７０ １２１ ４５ ４ ７ ２７５

含 計
１
．
５％ ８

．
７％ ２５

．
５％ ４４

１
０％ 禍

１
４％ １

．
５％ ２

．
５％ 柵 Ｏ

．
０％

・ ２ ９ ・



月 経が ある 者 に隷 して の月 経 随伴 症状 （醐Ｓ） は、 半 数の 者カミ腹痛、 腰痛
、 イ ライ ラ 等

の症 状那 み られ た （表 ５）
。

表５ 掲 経随伴症状

は い い い 完 閥．Ａ 合 計

３７ ３４ ３ 閥

ｒ年生
馳
，

眺 蝸
．

鰍 確
、
て％ 柵 ⑪

．
脇

３８ ５⑪ ３ ９て

２年生
期

，
脇 顕

．
９％ ３

．
３％ 棚 ｏ

．
ｏ％

鵠 ３８ ３ 加 ｏ

３年生
髄
．

秘 雛
．
５％ 望

．
７％ 柵 ◎

，
◎％

掴遜 視婁 ⑬ ２苑

合 計
駆

．
醐 桝

。
概 ３

．
３％ 柵 ⑪

．
◎％

（雀） 出生時体重

出 生 児 体 重 は。
全 体 の 平 均カミ３０１８．２±３９０．９８ で あ っ 危。 そ の 分 布 は 図 夏 に 示 す

。
さ ら

に 男 女 別 で は、 男 子 ３０６６±３７３，夏，
女 子 ２９６５± 蜘２．３ で あ り、 勇 子 の 方 が 困 生 時 体 重 は

重い 傾向カミ見ら れた。

（％）

竃◎◎

８◎

６０

繕◎

２◎

稿。篤 蛾 洩為

標 準 偏 差 ＝ ３９０．９８

平 均 ： 蜘 楠．２

有 効 数 ＝ 髄 ５，◎◎

為。槻
出生体重

團 オ． 出 生 時 体 童 ⑳ ヒ ス 除 グラ ム 図

・ ３ ０ ・





２） 骨密度

今 回使 用 した 骨密 度測 定器 は
、

超 音 波骨密 度測 定 装置 ＣＭ－１００ で す
。

ＣＨ ００ は、
踵骨 の

超 音波 伝播 速度 （ＳｐｅｅδｏｆＳｏ㎜ｄ：ｓｏｓ） を測 定する 超音 波 を用 いた 骨密 度 測 定装 置で す
。

測 定 者全 員 の骨密 度 の 結果、 平均 は１５５２． 牡 ３２・４９で あっ た

（人数）

３０◎

２◎◎

コ◎ｏ

標 準 編 差 螢３２．禰

平 甥 ＝ 施 ５２
．
毎

有 効 数 竈 ６８６
．
０◎

骨 量１

團３ 骨密度 の陰ス 紅グラム

さ ら に 骨 密 度 を 男 女 別 に 解 析 し た 結 果 で は
、

男 の 平 均 は 至５ 楓 ５圭２８．４３
丸

女 １５５６．７±３５．９２

で あり
、

や や女 の 方に 高 い傾 向が 見 られた
。

ま た年 齢別 で は、
男 の 王２～１５ 歳 いず れ におい

て も串 央値 に 大き な変 化 が 見 られな いか
、 女 では １５ 歳 で骨 密度 が 高く な って い るこ とが確

認 で き た （表 ５。 表 ６
、

図 ２、
図 ３）

。

表 ６。 男 の 骨 蕾 度 ζ隼 齢瑚）

惚歳 禍歳 桝歳 蝸歳

最 大 η⑬７ 禍３元 禍３５ η２劣

最 小 榊８２ 桝鴉 禍酬 朽 打

中 央 健 渦蛎 掩 鞘 朽蝸 蝸 鞠
．
５

平 鞄 術 ４８
．
室 禍 鯛

．
５ 禍 ４８

１
８ 朽 ５９

．
｛

・ ３２ ・



■ ７５０

１ １４００

１
、、、。

男子骨 童

η５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１４００

禍５０

葦

…

葦

董

姜

■
■

，

姜

…

…

姜

１２歳 １３歳 １４歳 朽 歳

図４ 男手の骨密度の年齢別 比較図

表７ 女子の骨密度 （年齢別）

最 犬

最 小

中央値

平 均

１２歳

１６５５

糾禍

１５５５

朽 ５６
．
５

１３歳

禍７４

１３９９

１５４７

狛 ５４
．
８

１４歳

１６６８

１則６

朽５５

１５５７
．
７

１５歳

１６２８

１４９１

１５６２
．
５

１５６０
．
７

１７５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

一…

……
■ ４００

一
。。。

女子骨量

’

ヨ

≡

一

ｊ

≡

一

…

…

姜

葦

…

…

！
，’
，；

１２歳 １３ 歳 １４ 歳 １５歳

ｌｒ轟ｒ１

，１訟

図 ５ 女手の骨密 度の年齢別 比較図

・ ３３ 一



以 上の よう な 結果 が得 ら れだ が現 在申 学生 の骨密 度 の 正常 値 は明 らか に されて お らず、

玉常 値と の比 較 は 出来 ない。
しか し

工
２◎ 歳以 上の 正 常値 は

、
王５２ 腕 ／ｓ 以上 と明 ら かに

さ れてい る。 今 團 調 査の 中学 生の 平均 はこ の正 常値 を 土回っ て い た。
正 常値 より 低い 者

も 数名 あっ たカミ、 申 学生 は 成長遇 程 である の で、
漢だ ま だ個 人 によ り変 動那 大き く今 後

骨 密度 は 高豪 る可 能 性か ある と 考完 られる。

３） 身長 と体 重

（１） 身長

男 子 の 身 長 の 平 均 は ！５９，Ｏ±９．１夏
、

女 は ！５３．５±５
．８ で あ り 全 体 で み る と

㌔
男 子 の 方 淡 や

や高 いこ とが 分 かる。

５◎

劣ｏ

３⑪

２⑪

禍
標 準 偏 差 ： ９

．
篶

平 鞠 引 ５９．⑪

有 効 数 雲 ３５２．⑪０

焦 曳 集
浄劣 粂

診焦 駕
登鬼 為

登劣 魚
汐

劣

男 身 長

團 ６ 男手身長⑳ ヒス 吟グラム團

・３少



３０

２◎

毛◎

標準偏差 オ．馳

乎 葦隻吉 ＝ 羊５３
．
５

宥 効 数 冨 雛 ８，◎⑪

徽燃 繊 燃。
女身長

團７ 安 手身長⑳ぼス 怜グラム圏

（２） 体重

男 子 の 体 重 の 平 増 は 遂８．９±１０．６６。 女 は 郷，２±８．７２ で あ り 全 体 で み る と
、

体 重 も 男 子 の

方 がや や思い。

標 準 偏 差 二 湖．６６

平 鞄 竺 逐８
．
９

有 効 数 ＝ ３５２
．
０◎

為鴬塔島劣怒塔需怒為劣雫織祭為 寓

男体童

團轡 男手鉢童⑳竃黒 忙グラ盗圏

一３ ポ



６◎

馳

硲ｏ

３◎

婁⑪

㈹ 標 準 編 差 雲 ８．７２

平 鞠 ＝ 鞭
。
２

宥 効 数 ＝ 雛 ８、⑪ｏ

路需島篤蔦彰絡稿島鳶路鶏粍篤 娩

女体重

團籔 女 手体…重⑳ヒス トグ事ム璽

４） Ｂ Ｍ Ｉ

健康 胃 本２王（２１ 世 紀に おけ る園 民健 康づく り 運動）で は、
Ｂ 概 互＜五８．５ 未溝 をや ぜ、

Ｂ Ｍ Ｉ ＜２５．Ｃ 以 圭 は 肥 溝 と さ れ て い る。 今 国 の 測 定 結 果 は 勇 子 の 平 均 値 は 王９．２±２．９７
、

女 子 の 平 均 値 は ２０±３．３夏 で あ り Ｂ Ｍ Ｉ は 標 準 で あ っ た （図 ８． 図 ９）。

嚢 轟 冒納亘⑳男女批較

鵠遼議猷愛

度数 最小値 最大値 乎萄値 標拳編養

勇 慶 舳 ３ 駆 帖
．
３２ ３６
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〃 犯 乏
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９６フ２卑

女 ８ Ｍ正 ３２８ 掴
．
０３ 略２

．
欄 禍

．
９９コヨ ３

，
３ヨ 掴 ８

有効なトスの数

（１夙トご＆） ３２｛

唱㌍
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５） リ スク ファ ク タ ー

（１） リ スク ファ クタ ー 全 体（図 １２）

リ ス ク フ ァ ク タ ー 全 体 の 中 で
、

嗜 が 低 い」 は ４喚．２％、
「偏 食 が 多 い一 は ３６．９％、

「太 っ

て い る」３１．８％ で 多 か っ た
。

一 方
、

Ｆダ イ エ ッ ト し て い る」 は ４．
蝋

、
職 食 抜 きＪ は ５．至％

、

「乳 製 晶 嫌 い」 は ９．
９％ で 少 な か っ だ

。

私㌔㌢箏㌣〆紙㌻
暗

図 １２ リスクファクター（全 体）

・ ３８ ・



（２） 男 女別 リス ク ファ クタ ー （図互３）

男 女 別 にみ る と
、

女子 の リス ク ファ クタ ー で 多いの は 「太っ て いる」 「背 が 低い」 隔 食

が 多い」 「ス ポ ーツ 嫌い」 で あっ た
。

男子 は 晴 が 低 い」 蹄 せて い る」 隔 食が 多 い ゴ 骨

折 あ りＪ で あ る。
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倫
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皐

５０

側
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柵

團 招 男 女搦リスクファクター

・ ３９ ・



（３） 学 年別リ スク フ ァク タ ー（図 １４）

さ ら に 学 年 別 に み る と
、

１ 年 生 の 時 の リ ス ク フ ァ ク タ ー で 多 い の ほ
、

「背 カミ低 い」 ４７．０％
、

「偏 食カミ多 い」 ３７．
王％

、
「太 っ て い る」 ３５．３％ で あ っ た

。

２ 年 生 の 時 に 多 い も の は
、

晴 カミ低 い」 ４３，８％
、

ｒ偏 食 が 多 い」 ３２．７％
、

ｒ太 っ て い る一 ３１．Ｏ％

で あ っ だ
。 ３ 年 生 の 時 も

、
晴 カミ低 い」 盗２．０％

、
「偏 食 カミ多 い」 ４０。雀％、

「太 っ て い る」 ２９．２％

の順 で あっ たが
、

他の 学年 に 比べ て偏 食那 多い割 合 が 上昇 して いだ。

藺 軍 １
唖隼１！

幽１

曳㌣箏箏茨箏 紙津

團 帖 学年別リスクファクター

４ ０ ・



（４） 各 リス ク ファク タ ー別 の 分析

① ｒ偏食 が 多 い」 と 答 えた者 は 全体の ３６．９％ の者 で あり、
ｒ偏食 が 多く ない」 と答 えた 者

は 全 体 の ５９．９％ で あ っ た
。

女 予 に 偏 食 カミ多 く
、

特 に １ 年 生 ４６，
６％

、
３ 年 生 ４３・王％ で あ

っ た。 学 年 毎 にみる と
、

３年 生の ４０１些％ の巻が 偏食 が 多い と答 えて いた
。

② 「ダ イ エ ッ ト し て い な い一 と 答 え だ 者 は
、

全 体 の ９２．４％ の 者 で あ っ た
。

３ 隼生 女子 の ８．６％ に ダイ エ ッ ト して いる 者が み られた。

③ 「やせ て いる」 と答 完た 者 は全 体の ２３．４％ の者 で あり
、

「やせ てい な い」 と答 完た 者

は ７３．０％ で あ っ だ
。

特 に
、

男 子 の 方 が や せ て い る と 思 っ て お り
、

３ 年 生 男 子 は ３岳．３％

で あ つ た
。

④ 吠 っ て いる」 と 答 完だ 者 は全体 の ３１．８％の 者 であり
、

ｒ太 って い ない」 と 思っ て い

る 者 ば ６４．３％ で あ っ た。 特 に、女 子 の 方カミ太 っ て い る と 思 っ て お り
、
１ 年 生 女 子 ５１．７％、

３ 年生 女子 独．Ｏ％ であっ た
。

⑤ 晴 淡 低 いコと 答 えた者 は 全体 の４４．２％で あり
、
「低 く ない」と 思っ てい る者 は ５２．５％

で あっ た。 男 女差 や学 年 差ば みら れな かった。

⑥ 「ス ポー ヅや 体 を動 かす こと が嫌 い」 と 答完 た者 は全 体の １４．
０％ であり

、８２．９％ の者

が 「ス ポー ツや 体 を動 かす こ とが好 き」 であっ た。 男子 は、
全 体 的に ８８．０％ の 者がス

ポーツ や 体を 動 かす こと が好 きで あっ た
。

女子 は、 この よ うな 体 を動 かす こと が嫌 い

荏 者 は １９．Ｏ％ で あ り、
特 に ３ 年 生 女 子 の ２５．Ｏ％ が 嫌 い な 者 で あ っ た。

⑦ 畷 ごほ んを食 べ てい ないＪ 者 は 全体で ５．１％ し淋お らず
、

９１．５％の 者カ潮 ご はん を

食 べて い た
。

朝 ごほ んを 食べ てい ない １ 年生 男子 は Ｏ．９％ しかい ない の に対 し、 女子

は ６．９％ で あ っ だ
。

学 年 毎 に は、 ３ 年 生 の ６．８％ の 者 が 朝 ご は ん を 食 べ て い な か っ た。

⑧ 「ご飯 よ りお 菓子 を 食べ る ことが 多い」 者 は全 体の 王３，７％ で あり、 ８２．９％

の者 が ご飯 を食 べる こと が 多 かっ 危
。

学年 毎 には、 ２ 年 生の ９．３％ しかこ の傾 向 にな

っ て い な い の に 嚇 し、 １ 年 生 １５．５％、 ３ 年 生 １６．０％ カミご 飯 よ り お 菓 子 を 食 べ て い る こ

と が多 かっ た
。

⑨ ｒ牛乳 や 乳製 品が 嫌い」と答 完 た者 は全体 の９．９％で あっ た。女子 にこ の 傾向 が あり
、

１ 年 生 １５
．

５ ％
、

２ 年 生 １０
．

Ｏ ％
、

３ 年 生 １３
．

８ ％ で あ っ た
。

⑩ 晴 折 の 経 験」 は 全 体 で ｉ４．５％ の 者 淡 体 験 し て い た。 特 に、 １ 年 生 男 子 の ３１・Ｏ％、 ２

年 生男子 の ２５．
９％淋 骨 折を体 験 してい だ

。

６） 活動量について

・ ４ １ 一



（五） １ 胃の 睡 眠時 間 （図 １５）

け 賓 の睡 眠時 剛 に つい て は
、

全体 的に ７時 閻カレ 番 多 い。

学 年毎 に みると
、

王 年 生は ７ 時閥 か ら８ 時間 が多く
、

９ 時 聞寝 て いる 者 も多 い。
２ 年生 は

７ 時 間と ８ 時閻 が多 い。 ３ 年生 は、
６ 時間 と７ 時間 が多く、

８ 時聞 寝て い る者 は 少なく な

つ て 彩・る
。
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嵩

團 禍 ｛富⑳睡 眠時聞

（２） １胃 の中 で動 いて い る時 閣 （図１６）

ギ 岬 の 中 で 動 い て い る 時 閻Ｊ は、 ３～省 時 聞 淋 ２３．９％
、

５ ～ ６ 時 間 が ２互。Ｏ％ で あ っ た。

夏年 生女 子の 中 で は９～互Ｏ 時閻の 者 が２５％ おり、
３年 生男 子 で は王１～１２時聞 の者カミ夏３． 蝋

い た
。
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（３） 学校ま で の通 学 方法 （図 王７）

ｒ学校ま で の通 学 方法」 は
、

全体 的に 捗 き」 が 鯉．２
％ で あり

、
噌 転 車」 が ４５．９％ で

あ っ た
。
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團 η 学校ま看⑳通学方港

（４） 通 学時 闘 （図１８）

樋 学 蒔 剛 は
、
２Ｃ～３０ 分カミ４王、８％ で あ り、ヱＯ 分 ～２０ 分 が ３３．１％

、
３０ 分 ～４０ 分 秘 １雀，Ｏ％

で あ つ た
。
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（５） 今
、

ス涼 一ツ を して い る か （図 １９）

吟
、

ス ポーツ を して いるヨ 者 は全体 の８２，６％で あり、
肌 ４％ の者 が して いな い巻

で あ っ た
。

男 子 は、 全 体 的 に ９２．９％ の 者 カミス ポ ー ツ を し て い た
。

女 子 は、
ス ポ ー ツ を し て い る 者 は ７１．６％ で あ っ た。 特 に、 １ 年 生 女 子 ２９・３％、 ３ 年 生 女

子 ３０．２％ は ス ポ ー ツ を し て い な が っ た。

９◎
／

脅、 ス 嚇 一 ツ して い る 小学校・幼稚園で

團 槽 スポーツ歴

（６） 現 在の スポ ーツ の ！週 閲 にお げる 実施 目（図 ２０）

現 在 の ス ポ ー ツ の 夏 遜 聞 に お け る 実 施 則 は、
全 体 的 に は ５ 冒 か 雀２ ユ ％

、６ 帥 ミ２５．３％、

４ 冒 が １７．６％ で あ っ た
。
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（７） 現 在の スポ ー ツの １回 の 実施 時聞 （図 ２１）

ｒ現 在 の ス ポ ー ツ の 互 回 の 実 施 時 剛 は
、

全 体 的 に は ３ 時 間 カミ５２．８％
、

２ 時 閻 が 互８．８％
、

身 時 閻 が １３．５％ で あ っ た
。

％ 如 ／…

３５

３０

２５

２◎

、５

．０

５

０
１時閥未満

／
一

■

、

！

１

！

ｉ

に

■１
；

…

ヨ
ヨ
」’
｛
’，」’’’
’
’’■’
≡■■

…

…

…

…

≡

・ １

≡

ー
コ
ｉ
＝
，

≡

≡

里 ■

≡

■」

｛

，
１

】

］

■

＝

距
■

２時聞 逐時聞

、
雨！

１唖年１
１幽 里」

團 銅 現在 ⑳スポーツ⑳１回⑳実施時闇

（８） 小 学校 ・幼 稚園 の遇 去 のス ポー ツの 互週間 にお ける 実施 胃（図 ２２）

「小 学校・幼 稚 園の 過 去の ス ポー ツの１週聞 にお げる 実施 則 は全 体的 に は２胃 が雀３．Ｏ％

王 帥 灯 ８．３％
、

３ 胃 添 至７．２％ で あ っ た
。
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（９） 遇 去 のス ポー ツ の１ 回 の実施 時 間（図 ２３）

ｒ遇 去 の ス ポ ー ツ の １ 回 の 実 施 蒔 剛 ば、
２ 時 間 が ３０，６％

、
３ 時 閻 カミ ２５Ｊ ％、 １ 時 間 が

王３
．

９ ％ で あ つ た
。
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図 ２３ 小学校・幼稚園の 過去 のスポーツの実施 時聞
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７） 栄養所要量について

噌 記 式食 事歴 法 質問表 （ＤＨＱ）」 を用 いて 得 られた、 学年別、
男 女別

、
全体の 栄養 所要 量

を
、

エネ ル ギー と 三大栄 養 素 （蛋白 質
、

脂 質
、

炭水 化物） と ビタ ミ ン
、

ミネラ ル （カ ル シ

ウ ム
、

鉄
、

食 塩） に つ い て 分 析 し た （表 ９，１０）。

各分 析項 胃１こは、
一 般的 な目 安 と して第 ６ 次改 定 ｝ 本 人の 栄養 所 要 量」 を 提示 でき る

も のは 掲載 した が
、 測 定法 が異 な るた めに 単純 には 比較 でき ない こと を ここ で明 記 して お

く
。

表９ 栄養所要量

ヱネルギー

（Ｋｃａｌ）

蛋 白 質

（９）

脂 質

（９）

炭 水 化

物（９）

ビタミンＡ

（μ９Ｒε＊）

ビタミン Ｃ

（ｍ９）

翁 ル シ ウ

ム（ｍｇｌ

鉄

（ｍｇｌ

奮 塩

（９）

平 陶 値 ２５６８
，
Ｏ ９９

．
２ ８０

．
７ ５３１

．
９ １４１９

．
５ １２８

．
５ ８６３

．
９ ９

．
、 １３，３

男

標 準 偏 差 １０９８
．
１ ４７

．
４ ３６

，
８ １５６

．
５ ７２２

．
逐 ６９

．
６ ３４２

．
９ ４．５

６
．
Ｏ

平 均 値 柵３フ
．
１ フ３

．
１ ６５

．
３ ２５８

．
８ 篶 ９司

．
９ １０７

，
５ ６６９

．
４ ７

．
０ １０

．
２１

年

女

標 準 偏 姜 ５７０
，
２ ２８

．
４ ２７

．
１ ７０

．
フ ５９６

．
８ ４５

１
６ ２３６

．
９ ２

．
７ ３

．
０

平 均 値 ２５７１
．
８ 柵Ｏ

．
８ ８２

．
４ ３卒７

．
５ 桝１５

．
９ １２４

，
７ ８ η

．
９ ９

，
０ １３

－
３

小

計 標 準 偏 差 ９２８．５
４１

．
、 ３３

，
２ １２９，８

６７０
．
９ ５９

．
７ ３０９

．
８ ３

．
８ ５

．
マ

平 均 値 ２５７６
．
５ 加 ２

．
５ ８４．

３ ３４２
．
９ １４０５

．
５ １２０

．
４ ８９２

．
３ ９．

０ １３
．
２

男

標 準 偏 差 卒７２
．
Ｏ ２１．

６ ２０
．
６ ６、

．
２ ４３１

．
１ 榊

．
４ ２ 柵

．９
２
．
コ ３

．
Ｃ

平 均 値 １８７０
．
５ 刀

、
６ ６５

，
３ ２４４

．
２ １２０８

．
７ 柵 ８

．
４ ７０５．

０ ６
．
９ 柵

．
１２

年
女

標 準 偏 差 ４７２
．
◎ ２１

．
６ ２０

．
６ ６、

．
２ ４３１

．
１ ４４

．
４ ２１０

．
９ ２

，
１ ３．◎

平 均 値 ２３９２
．
７ ９２

．
９ ７７

．
８ ３２２

．
３ ヨ３７４

．
５ １２０

．
６ ７９０

．
３ ８

，
５ １２．

３
小

計 標 準 偏 差 ７５５
．
７ ３７

．
７ ３２

．
Ｏ ９７

．
１ ５８８

．
８ ５４

．
９ ３ 似

．
７ ３

．
扉 奪

．
８

平 均 値 ２７１４．７
柵 ６

．
９ ８７

．
、 ３６５

．
９ １５０８

．
８ １２８

．
３ ８７６

，
８ ９

．
５ 司３

．
７

男

標 準 偏 差 ９５コ
．
９ ４５

．
７ ３８．、

１２４
．
牟 ８３７

．
１ ５９．

３ ３５３
．
４ 卑

、
Ｏ ５

．
逐

平 均 値 柵 ８卑
．
０ ７５

．
５ ６９

．
４ ２５８

．
９ １２５９，４

、０８
．
９ ７０１

．
７ ７

．
２ 柵

．
４３

年
女

標 準 偏 差 ６７５
．
３ ３◎．３

２９
．
２ ８卑

．
４ ７５３．８ ５５

，
１ ２８５．６ ３

．
２ ４

．
◎

平 均 値 １９２９
，
２ ７３

．
２ ６７

，
２ ２５２

，
７ １２ 禍．Ｏ １０７

，
１ ６９７．６

７
．
０ １０

．
３

小

計 標 準 偏 差 ９０９
．
２ ４２

．
２ ３５

．
３ １１９

．
９ ８０７

．
３ ５８

．
、 ３３４．５

３
．
８ ５

．
０

平 均 値 ２６２４
．
３ 柵 ３

．
１ ８４

．
２ ３５４

．
２ 桝 ４７

，
７ 、２５．９ ８ η

．
６ ９

．
２ 司３．

４

男

標 準 偏 差 ９６１
．
２ ４５

．
４ ３７

．
６ １２９

．
１ ７５７

．
３ ６３

．
８ ３５３

，
３ ４

．
２ ５

．
６

平 均 値 、９３２
．
２ ７３

．
４ ６６

，
７ ２５４

．
３ ｊ２２０

．
３ １◎８

，
３ ６９１

．
７ ７

．
Ｏ 柵

、
３

合

計
女

標 準 偏 差 ５８１
．
２ ２７．

１ ２６
．
Ｏ ７３

．
、 ６ 篶

、
３ ４８

．
６ ２４フ．

１ ２
１
フ ３

，
５

平 均 値 ２２８９
．
９ ８８

，
７ ７５

．
７ ３◎５

．
９ １３３７

．
８ １１７

．
４ ７８７

．
８ ８

．
１ ”

．
９

合

計 標 準 偏 差 ８７、．５
奪Ｏ

．
５ ３３

．
６ １ 禍

．
９ ６９９

．
４ ５７

，
６ ３２０．

２ ３
、
フ ５

．
０

＊ レチノー ル当 量

・ ４ ７ ・



（１） エ ネル ギ ーに つい て

対 象 全 体 の 平 均 値 は ２２８９．９Ｋｃａ１ で あ り
、

女 子 は １９３２．
２Ｋｃａ１、

男 子 は ２６２４．３Ｋｃａ王 で あ

っ た。 特 に、
男 子 は 学 年 添 上 が る 度 に 摂 取 エ ネ ル ギ ー カミ増 完

、
３ 年 生 男 子 は ２７１４．７Ｋ．ａ１

と な っ て い た
。

一 般 的 に は、
１２～１毎 歳 の 生 活 活 動 強 度 巫 （や や 低 い） の 工 率 ル ギ ー 所 要 量 は 女 子

２０００Ｋｃａ王、 男 子 ２２００Ｋｃａ１ で あ り
、

強 度 巫 （適 度） の エ ネ ル ギ ー 所 要 量 は 女 子 ２３００Ｋｃａユ、

男 子 ２５５０Ｋｃａ１ で あ る。 本調 査 対象 の女子 はや や少 な めの 摂取 エネ ル ギ ー量 で あり、 男

子 は 強度 皿の 工 孝 ルギ ー所 要 量より も 多い値 で あっ た
。

（２） 蛋 白 質に つい て

対 象 全 体 の 平 均 値 は ８８．７ ｇ で あ り
、

女 子 は ７３．４ｇ、
男 子 は １０３．互ｇ で あ っ た

。
特 に、

男子 は学年 が 上カミる度 に 摂取 して いる 蛋白 質量 が増 え
、

３ 年生 男 子 は１０６．９ｇ となっ て

ｖ・ た
。

一般 的 に、１２～１４ 歳 の蛋 自 質所 要量 は
、

女 子 ７０ｇ、
男 子 ８５ｇ で ある。 本 調査 対 象の男

子 はか なり 大目 の 蛋 自質 摂取 にな って いる。

（３） 脂 質

対 象 全 体 の 平 均 値 は ７５．７ｇ で あ り
、

女 子 は ６６．
７ｇ、

男 子 は ８４．２ｇ で あ っ 花
。

特 に、 男

子 は学年カミ上が る度 に 摂取 して いる 脂質 量カミ増 え
、
３年 生男 子 は８７．１ｇと なっ て いた。

一 般的 に、 １～１７歳 の脂 質 所要 量 ほ
、

脂 肪エネ ル ギー 比 率で ２５～３０％ で ある
。

（些） 炭 水化 物

対 象 全 体 の 平 均 値 は、
３０５．９ｇ で あ り、

女 子 は ２５４．３ｇ、
男 子 は ３５４．２ｇ で あ っ た

。
特

に、
１ 年 生男 子の 炭水 化 物摂 取量 が５３１・９ｇ と大 幅に 多 がっ た

（５） ビタ ミ ン Ａ

対 象 全 体 の 平 均 値 は、 １３３７．８工Ｕ で あ り、 女 子 は １２２０・３珊、 男 子 は １４４７・７ 珊 で あ っ た
。

一 般 的 に、 １２～１４ 歳 の ビ タ ミ ン Ａ 所 要 量 は 女 子 １８００ＩＵ、
男 子 ２０００ＩＵ で あ る

。
本 対 象

の男 女 とも に、
不 足 がち で ある。

（６） ビタ ミ ンＣ

対 象 全 体 の 平 均 値 は、 １王７．４ ㎎ で あ り、 女 子 は １０８．３ ㎎、 男 子 は １２５．９ ㎎ と 多 か っ た
。

一 般 的に
、
１２～１４歳の ビタ ミ ンＣ 所要 量は男 女と も８０㎎ で ある。本 対象 の男 女 とも に、

十分 に 足り てい る
。

（７） カ ル シ ウム

対 象 全 体 の 平 均 値 は
、

７８７．８㎎ で あ り
、

女 子 は ６９１，７㎎、
男 子 は ８７７．６㎎ で あ っ た。

一般 的 に
、

１２～１４ 歳 のカ ル シウム 所要 量は女子 ７００ ㎎、 男 子 ９００ ㎎ であ 証 本 対象の

男 女 とも に
、

若 干不 足気 味 で ある
。

（８） 鉄

対 象 全 体 に 平 均 億 は
、

８．１㎎ で あ り、
女 子 は ７．０㎎、 男 子 は ９．２㎜ｇ で あ っ た。

一 般 的 に
、

１２～１４ 歳 の 鉄所 要量 は、 女子 １２ ㎎、
男子 １２ ㎎ で ある

。
本 対象 の男 女と も

・ ４ ８ ・





表 柵一１ 栄養所要量（全体）

全 体 全 体女子 全 体勇 子

栄 養 素 平 均値 １ 馴 ・値 １ 最大 値 平均 櫨 １ 最 小値 １ 最 大値 平均 億 １ 最小 値 １ 最 犬値

工享 ル ギ ー（ｋ 劔 ２２８９．９１
８９４．８１ ７９３洲 榔 ２２１ ８９ 峨 ５２７９

．
８ ２６２坐３１ 柵３８２１ ７９３８．、

氷 分 棚 ９．７１ ６ 榊 １ ６６０８刃 糊２，２１ ６ 柵 １ 棚 ２２ ２２６７，１１ 凧 Ｃ１ ６６０８ρ

だ ん ぱ く 質 （９） ８８．
７１ ２７３ １ ３禰．１

フ３４ １ ２ 棚 ２１８．
６ 柵３．１ １ ３７．５１ ３４８．１

動 物 性 だん ぱく質 ５７，１１ ９お１ ２６０２ 総３１ ９お １ 榊
．
１ ６７．２１ η．５１ ２６０

１
２

植 物 性 たん ぱく質 ３１．６１ ９お１ １ 棚 ２フ
、
ｌ１ ９６１ ７３，

４ ３５
．
９１ １５．

９１ １４６
．
６

脂 質 （９） ７５．７１ 榊 １ ３０３，６ ６６．７１ 榊 １ ２２４．７
８４

１
２１ ２４．６１ ３０３

，
６

動 物 性 脂 質 ５０４１ １０名１ 榔．５
４３．３１ １０お１ １２７－１ ５７氾 １ １５

．
ｊ１ １９３．５

植 物 控 脂 質 ２５．４
１ ５

，
７ １ 棚 ．７

２３
，
５１ ５、フ１ ９７，６

２７，２１ ６．７
１ １５コ

．
７

炭 水 化 物（ｇ） ３０５
．
９１ １ 榊 １ 柵９８

，
１ ３４フ．５１ １ 棚 １ 棚 ８．１ ２５４．

３１ １１７
，
４１ ６０２幻

灰 分 ２１．５１ ８
，
２１ η．５

１８７ １ ８〃 １ ５０
，
４ ２４

，
２１ ９℃ １ η

、
５

ナトリウム ４７１６．ｊ１ 閉 ４４１ １８００Ｃカ ４０７α３１ 榊 顯 １１０４３．６ ５３１９
．
９１ １８９８６１ 柵０００．

Ｏ

カ リウ ム ２９８０
．
Ｏ１ ９２０．１ － ０５８ 柵 ２６◎ａ２１ ９２０－ｌ１ ７３司２．１ ３３２９．劣 １ １２３２

．
１ １ １０５引．Ｃ

カ ル シウム（㎎） ７８７．
８１ １ 舳 １ ２６０８，

Ｏ 帆 ７１ １６５幻１ １８３０
．
ｊ ８η、６１ ３２８，

３１ ２６０８．０

マグ ネ シウム ２７５カ１ ９４．７１ 舳 μ ２３５３１ 脇７１ ６８６篶 ３ 帆２１ １２ひ１１ 柵５フ
、
４

リ ン 柵８２１０１ 榊 ．５１ ４９５５
．
９ 舳 ４１ 伽

一
５１ ３１０９

．
２ １５８６－３

１ ５９１
．
７１ ４９５５．９

鉄（㎎） ８
．
て １ ２．５１ ３３ｊ ７．Ｏ１ ２，５１ ２４

．
フ ９，２ １ ２

．
６ １ ３３．コ

重 鉛 柵．６１ ３
．
５１ ３６幻 ８３１ ３る１ ２３石 榊 １ 輔 １ ３６

．
Ｏ

鍋 １
Ｉ
３ １ Ｍ １ ６

．
３ １－１ １ ひ４ １ ３．７

１
，
６１ ０．６１ ６．３

マ ン ガ ン ３
．
６１ ◎８ １ 舳 ３

．
Ｏ１ ひ８１ ６

．
５ ４，２１ １

．
４１ 司１．ｏ

レチ ノー ル ５４ 伽 １ 榊 １ ５７ 榊 棚 ４１ 孤２１ ３９３５．
２ ６禍

、
６１ １０９，

８１ ５η８４

カロテ ン 椰 ０３１ ７４３．
２１ η０６３，６ ４４ 蜘 １ ７４３．２１ １２８ ㈱ ４９５４．９１ １６６０４１ 〃０６３

．
６

レ チ ノ ー ル 当 量 ㈹ ７
．
８ １ ３６０．３１ ７４９３

．
８ １２２０－３１ ３６０

，
３ １ ５４刀．ヨ 榊 フ、

７１ ４６４，９１ フ４９３．８

Ｄ １２
，
２ １ ０

．
９ １ ７９幻 ｊ００ １ ０ρ １ ４９

．
７ 悩

Ｉ
３ １ ０

．
９ １ ７９．０

Ｅ ８．９ １ ２
．
ｊ １ ４５．６

８① １ ２
．

篶 ３ 柵 ９
，
８１ Ｚ２ １ ４５

．
６

Ｋ ３４０
．
７ １ ５８

．
８ １ 榊 １

．
１ ３０１，７１ ６７

．
１ １ １４００．９

３ η
．
２ １ ５８

，
８ １ １６幻

．
１

Ｂ １
．
１ １ ◎４ １ ３

．
７ 柵 １ ０４ １ ２

，
６ 千、

３ １ ０
．
５ １ ３．７

Ｂ 羊
．
７ １ ０

．
５ １ ６４ １

．
５ １ Ｏ

．
５ １ ４８ ２

、
◎ １ Ｏ

，
６ １ ６

．
４

ナ イ ア ソ ！ 侶．９ １ ５
，
ｌ １ ９６

，
６ 慨 １ ５

．
篶 ５３１２

２２
．
１ １ ６．１ １ ９６

．
６

Ｂ て
．
、 １ ０，１ １ ６

１
０ ０，９１ ｏ

，
ｌ １ ３

．
４ コ

、
３ １ ０

．
２ １ ６

．
０

Ｂ
１

９
．

篶 ０
．
２ １ ８１，９

７
．
１ １ Ｏ．２ １ ５０

－
２ １１．Ｏ １ Ｃ

．
５ １ ８、

．
９

葉 酸 ２６８
．
５ １ ２５① １ １５３０Ｉ

２３ 輔 １ ２５．Ｏ １ 閉 ８
．
７ ３００．２ １ ３２

．
１ １ 禍 ３０，１

ハ ントテ ノ 酸 ８
．
４ １ ２

．
７１ ３０

．
２ 洲 １ ２

．
７ １ ２０，

７ ９
，
６ １ ３．５１ ３０

，
２

Ｃ １ 〃
．
４１ ２４£ １ ４２５

．
５ １０８

，
３ １ ２５

．
７１ ３３λＯ １２５

－
９ １ ２４

．
９ １ ４２５

．
５

飽 稲 脂 肪 酸 ２５
．
０ １ ５名 １ ９４

，
３ ２２

，
２ １ ５．

８１ ６３
，
２ ２７

．５ １ ８
．
、 １ ９４

．３

一 偲 不 飽 稿 脂 紡 酸 ２４
．
８１ ５

Ｉ
１１ １０６４ ２１．

７１ ５
．
ｌ１ フ６，２

２７
．
８１ 〃 １ １０６

．
４

多 循 不 飽 穐 脂 紡 酸 １５
．
５１ ３

，
２１ ８◎

．
１３

．
６１ ３

．
２１ ５５

．
７ η．２

１ ４
．
７１ ８０．

コ レ ス テ ロ ー ル ４２１
．９ １ ４８

，
６ １ 閉 １．

３６７２ １ ４８
．
６ １ １２８１

．
率７３

．
０ １ ９２．

３ １ １ η １
、

水 溶 性 ３．３１ 柵 １ １７３ ３⑫ １ １
．
ｃ１ ９婁 ３

－
６１ １

．
３１ η

、

不 溶 牲 ９μ １ ３① １ ４３
．

８４１ ３ρ １ ２３９ １０，
２１ ３

．
８１ ４３

．

総 量 １３
，
０ １ ４

，
１ １ ６２ ４ 篶

、
８ １ 尋．篶 ３４７ 帖．２ １ ５，

２ １ ６２ ４

食 塩 欄 当 量 （ｇ 篶
、
９ １ 劣

．
５ １ ４５３ １０，３

１ ４
，
５ １ ２フ ８ １３

．
４ １ ４．８ １ ４５、

ソヨ 糖 ７
．
４ １ Ｏ．

０１ ５２
一

７．７ １ ０
．
０ １ ５２

．
７
．

篶 ０
．
０ １ ４８

．

妬 ｏ・



表 柵一２ 栄養所要量（学 年別）

１ 年 生 ２ 隼 生 ３ 年 生

栄 養 素 平均値１ 剃・値１ 最犬値 平均値１最小値１ 最大値 平均値１最小値１ 最大値

エ 享 ル ギ ー（ｋｃ鋤 ２ 閉 ．８１ １ 欄 ．９
１ ７９３８

．
１ ２３９２

．
７ ９６２

．
８１ ７８８８

．
Ｏ １９２９

．
２１ ８９令８１ ５２フ９

．
８

水 分 ２２３７
．
２１ ７ 榊

．
Ｏ１ ５９７９

．
３ ２０５９

．
８ ６６５．３１ ６６０８ １６６０．９１ ６４１

．
２１ 専５フ２

．
９

た ん ぽ く 質 （ｇ） １ｏＯＩ８
１ ３７

，
５ １ ３４３

．
３ ９２

，
９ ２９

．
３１ ３４８

．
１ ７３

．
２１ ２７

．
３１ ２ 湖．６

動 物 性 た ん ぱ く 質 ６５
．
２ １ 打

、
５ １ ２６０

．
２ ６０

．
２ ね

．
５１ ２３７

．
６ ４６

，
２１ ９．６１ 蝸 ４

一
千

植 物 性 た ん ぱく質 ３５
．
６１ 化

．
０ １ １４６

．
６ ３２

．
７ ９

，
６１ １ 柵

．５
２７，

１１ 岨 ３１ ７３
．
４

脂 質 （９） ８２
．
４１ ２４

．
６ １ ２９７

．
４ ７７，８ ２２．６１ ３０３．

６ ６７
．
２１ １７

．
８１ ２２４

．
７

動 物 性 脂 質 ５５．５１ １５
．
ｌ １ η ２

．
０ ５２

，
３ １２

．
４１ １９３

．
５ ４３

，
３１ 柵

、
８１ １２フ

．
ヨ

植 物 性 脂 質 ２６．９ １ ６－
７１ １５１

，
７ ２５

．
４ 色０１ 篶 ０

．
１ ２３

，
９１ ５

．
７１ ９７

．
６

炭 水 化 物（ｇ） ３５４
．
２… 榊６

．
９１ １０９８

．
１ ３２２

．
３ １２７．３１ ９９１．１ ２５２．７ １ 榊 ．

４１ ６０２
．
Ｏ

灰 分 ２４
．
◎ １ ９

．
０ １ η

．
５ ２２．

１ ８
．
６ １ ７２

．
９ 柵

、
７ １ ８

．
２ １ ５０

．
硲

ナトリウ ム ５２６５
．
５１ 禍９８

．
０１ 禍０００

，
０ ４８５４．３

１８名６
．
２１１７０ 帆 ９ ４０７８

．
２１ η７４

，
４１ １ 柵４３

．
６

カリウム ３２９０，４
１ １２３２．ｌ １ 柵５８１

．
０ ３０５ 舳 ９２α１ １ ９５４８

．
９ ２６０９

．
１１ １０８５

．
６１ ７３１２．１

カ ル シウ ム（ｍｇ） ８η
．
９１ ３２８

．
３ １ ２６０８

．
０ 舳 ３ １６５

．
０１ ２２４５

．
１ ６９フ

、
６１ ２０７，６１ 、８３０

．
‘

プ グ 孝 シ ウ ム ３０８
．
５１ １２０

．
１ １ 柵 ５７

．
４ ２８３

，
９ ９８

．
１ １ 、００５

．
６ ２３５

，
１ １ ９冷７ １ ６８６

，
８

リ ン １５５９
．
５１ ５９１

．
７１ ４刀０

．
冬 １４３２

．
３ ４洲、５１ ４９５５．

９ ｌ１６３
．
７ １ 榊

．
３１ ３１０９

．
２

鉄（㎜ｇ） ９
１
０ １ ２

．
６ １ ３２

．
３ ８

．
５ ２

．７
１ ３３

．
１ ７

，
０ １ ２

．
５ １ ２４

．
７

亜 鉛 １２
．
２ １ ５

．
２ １ ３５

．
１ ｛１

．
１ ３

．
９ １ ３６

．
０ ８

，
６ １ ３

．
５ １ ２３

．
５

鋼 １，５ １ Ｏ１６ １ ５
．
３ １

，
４ 脳 １ ６

．
３ １

．
ｌ １ ０

．
５ １ ３

．
７

マ ン ガ ン 卓
．
１ １ １

．
毎 １ １‘

．
０ ３

．
８ ０

．
８ １ ９．５ ２，９ １ ０

．
９ １ ６

．
５

レチノ ー ル ５９０
．
２１ 柵８

．
８１ ３９６５．

４ ５７６
、
毎 ７フ

．
９１ ５７７８

．
４ ４５ 蝸 １ 凪 ２１ ３９３５

．
２

カ ロ テ ン ４９２０Ｉ５１ １７２４
．
８ １ １７０６３

，
６ ４７５６

．
４ １６８２

．
０ １ １３１２７

．
０ ４５３外６ １ ７４３

．
２ １ １２８９８

．
６

レ チノー ル 当 量 閉 ５
．
９１ ４６毎

、
９１ ５２劣０

．
８ 招７４

．
５ ３６０

．
３１ ７４９３，８ １２６刀 １ ３７９，

２１ ５卑７１
．
｛

Ｄ 桝
．
０ １ ０

．
９ １ ７９

．
Ｏ 三２

．
８ α９ １ ７８．６ １Ｏ．０ １ １

．
８ １ ４９

．
７

Ｅ ９
．
５ １ ２

．
２ １ ４５

．
６ ９

．
２ ２

．
１ １ ３８

．
６ ８

．
ｌ １ ２

．
２ １ ３卑

．
◎

Ｋ ３７５４ １ ５８
．
８１ １６４１

．
１ ３４８

．
７ ８１

．５ １ １ 惚７
、
、 ３００

．
２１ ６７

．
１ １ １４００

，
９

Ｂ １
．
３ １ ０

．
５ １ ３

．
７ １

．
２ ０．

４ １ ３
，
６ １

．
０ １ 胴 １ ２

．
６

８
２ １

，
９ １ Ｏ

．
６ １ ５，６

、
．
８ ０

，
５ １ ６

．
４ １

，
５ １ ０

．
６ １ 嬉

．
８

ナ イ ア シ ン ２１
．
５ １ ６

．
１ １ ９６．６ ２０

．
０ ５

．
５ １ ８７

．
２ １５

．
劣 １ ５

．
ｌ １ ５３

．
２

８
６ １

．
３ １ ０

．
２ １ ６．０

、
．
２ ０

．
２ １ ５

．
４ α９ １ α１ １ ３．４

Ｂ
至２ １０

．
５ １ Ｏ

．
５ １ ８０

、
、 ９

．
９ α３ １ ８１

．
９ ６

．
９ １ α２ １ ５０

，
２

葉 酸 ２９３，３ １ ３２．１１ 棚９６
，
９ ２７８

．
７ ３８

．
６１ １５３０

．
１ ２３３

．
７１ ２５

，
０１ 刊１８．

７

パ ン トテ ン 酸 ９
．
４ １ ３．７

１ ２６
．５

８
．
７ ２

，
７ １ ３０

．
２ ７

，
１ １ ２．フ １ ２０

，
７

Ｃ １２４
．
７１ ２令９ １ ４２５

．
５ 、２０

．
６ ４２

．
６１ ３８７

．
７ 棚

．
１ １ ２５

．
フ１ ３３２

．
０

飽 和 脂 肪 酸 ２７
，
７ １ ８

．
１ １ ８５

．
７ ２５．５ ６

，
４ １ ９４

．
３ ２２

，
３ １ ５

．
８ １ ６３

．
２

… 俺 不 飽 和 脂 肪 酸 ２７．１ １ ７
．
２ １ 柵 ６

．
４ ２５

，
６ ６

．
２ １ 柵 ４，９ ２１，９ １ ５．

１ １ ７６
．
２

多 価 不 飽 禰 脂 肪 酸 禍
．
９ １ ４

．
７ １ ８０

．
６ 朽

．
９ ３，２ １ ６７．７ １３．８ １ 専

．
１ １ ５５

．
７

コ レ ス テ 籟 一 ル 棚
．
◎ １ ９２

．
３ １ １６５１刀 峯４４

．
３ 川

．
５ １ １７７｛

．
５ ３６９

．
６ １ 冬８

－
６ １ １２７９

．
３

水 溶 性 ３．５ １ １
．
３ １ １７

，
３ ３

．
３ １

．
２ １ 柵

．
８ ３

．
Ｏ １ １

．
０ １ ９

．
２

不 溶 性 柵．１ １ ３．
８ １ 毎３

．
３ ９

．
６ ３

．
２ １ ３１

．
６ ８

，
５ １ ３．０ １ ２３，

９

総 量 １４
．
ｌ １ ５

．
２ １ ６２

，
４ ヨ３

．
３ ４

．
７ １ ４３

．
４ ”

一
８ １ 劣

．
ｌ １ ３４

．
７

食 塩 梱 当 量 （ｇ １３．ｌ
１ ４

．
８ １ 辱５

．
３ １２

，
３ 幻 １ ４２

．
９ 柵

．
３１

」
４
．
５１ ２フ、

８

：■ヨ 糖 ７
．
１ １ ○ つ １ ４４

．
０ ７

．
３ ０

．
０ １ ５２

．
７ ７

，
８ １ ０

．
３ １ ３２．フ

・ ５ 王 ・



表１０－３ 栄養所要量（女子学年別）

互年 生女 子 ２年 生 女 子 ３隼 生 女 子

栄 養 素 平均値 １ 馴・値１鐙大値 平均値１最小値１ 最大値 乎均値１最小値１ 最大値

エ ネ ル ギ ー（ｋｃａ王） 鳩３７
．
１１ ９４０

．
１１ ３８ 〃

．
４ 禍７０

．５１
榊 ５

．
４１ ３７０５

．
１ １９８ 柵 １ ８９４

．
８１ ５２７９

．
８

氷 分 １６７７
．
３１ ６６５３１ ３３５０

．
２ ㈱ １

．
１１ ９ 禍

．
６１ ３３３５

．
８ 柵７７

．
４１ ６４１

．
２１ ４５７２

，
９

た ん ぱく質（９） ７３．１１ ２８
．
１１ 禍７ ７１

，
６１ ３６．８ １ １４７．

４ ７５
．
５１ ２７

．
３１ ２１８

．
６

動 物 控 た ん ぱく質 ４５
１
９１ ９

．
６１ １５◎

．
９ ４５

．
２１ 榊 １ １０７

．
５ ４７

．
７１ １２

，
９１ １６４．、

植 物 性 た ん ぱく質 ２７
．
、１ ９

．
６１ ５２

．
６ ２６

、
率１ 榊 １ ５４

．
１ ２７

．
７ １ １０

．
３１ ７３

．
４

脂 質（９） ６５．３１ η．８
１ １６８

．
１ ６５

．
３１ ２９

．
２１ 穐８．７

６９
．
奪１ ２５お １ ２２卑

．
７

動 物 性 鮨 質 ４３
．
０ １ 柵

．
８ １ １１６

１
５ ４２

．
２ １ １８，７ １ ９７

．
５ ４４

．
５ １ 朽

一
〇 １ １２７．１

植 物 性 脂 質 ２２
，
３ １ ７

，
０ １ ５６

．
８ ２３

，
篶 ７

．
毎 １ ６８

．
８ ２５

．
Ｏ １ ５

．
７ １ ９７

．
６

炭 水 化 物（ｇ） ２５８
．
８１ １２フ

．
３１ ４７２．８ ２ 糾 ２１ 幽

．
１ １ 毎６３

．
７ ２５８

．
９１ 榊

．
４ １ ６０２

．
Ｏ

灰 分 禍
、
４ １ ８

．
６ １ ４０．３

１８
．
６ １ １１

．
０ １ ４０

．
９ 湘、０ １ ８．２ １ ５０

．
４

ナトリウ ム 尋０５２
－
１ １ １８４６

．
２１ ８８１２

，
０ ４０ ㈱ １ ２２６ 脳 １ ９０９３

．
４ ４ 棚

．
５１ １ η４

．
卒１ １ 脳 ３

．
６

カリウム ２５５５．３１ ９２０
．
１ １ ５８４９

－
１ ２６０α３１ 榊 ５

．
７１ ５４８７

．
５ ２６６Ｚ５１ １０８５

．
６１ ７３｛２

．
１

カノレシウム（㎜ｇ） ６６９．４１ １６５幻 １ １３７５
．
８ ７０５

．
◎１ ３３４．ｊ

１ 朽５９．９
７０１

．
フ１ ２０７

．
６１ 禍３０

．
１

マ グ 享 シウム ２３２．
６１ ９８

．
、 １ ５コ８

．
２ ２３３

，
０１ １３α０１ ４９６．

７ ２４αＯ１ ９硲７１ ６８６
，
８

リ ン １１４９
．
１１ 榊

．
５１ ２８６３

．
８ １１５２

．
４１ ５９逐

．
９ １ ２３６３

．
４ 舳 フ

，
８１ ４７５

．
３１ ３ 柵９

．
２

鉄（ｍｇ） ７
．
Ｏ １ ２

，
７ １ １９．１ ６．９ １ ３

，
３ １ 榊

．
５ ７

，
２ １ ２，５ １ ２４

．
フ

亜 鉛 ８
．
７ １ ３

．
９ １ ２２

．
６ ８

．
峯 １ ５

．
０ １ １６

．
６ ８，９ １ ３．５ １ ２３

．
５

銅 １
．
ｌ１ ０４ １ ２

．
９ １

．
ｌ １ ひ６１ ２

．
‘ １

．
１１ ０

．
５１ ３

．
７

マ ン ガ ン ３．１ １ ０
．
８ １ ５

．
４ ３

．
Ｏ １ １．２ １ ５．４ ２

，
９ １ ０

．
９ １ ６

．
５

レ チノ ー ル ４５３．
Ｏ１ ７令２１ ２８９１

．
３ 糾６

．
４１ １２２

．
フ１ ２５２５．‘

４９８
．
２ １ ８４

．
３１ ３９３５

．
２

カ ロテ ン ４３９７
．
４１ 湖 ２

．
０１ ９３７１

，
９ ４５３９

．
８１ ２２４０

．
９１ １２８９８．

６ ４５３７
．
０１ ７４３

．
２１ １２４８０

．
Ｏ

レ チノー ル 当 量 榊 １
．
９ １ ３６０

．
３１ ４３９７８ １２０８

．
７ １ ５８６２ １ ３２１４

．
０ １２５９

、
毎１ ３７９

，
２１ ５４７１

．
１

Ｄ １ α０ １ α９ １ ４、．７ ９，９ １ １
，
８ １ ３７

．
５ １Ｏ

．
３ １ ２．２ １ ４９

．
７

Ｅ ７
．
７ １ ２

．
篶 ２２

．
５ ７

．
８ １

…
２
．
９ １ ２◎

．
９ ８４ １ ２

．
２ １ ３４

，
Ｏ

Ｋ ３０２石 １ ８１
．
５ １ ７５２

，
４ ３０３

．
３１ 榊

．
２１ ６８３

．
７ ２９９

．
３ １ ６７

，
ｌ １ １４００

．
９

８ １
，
０ １ Ｏ

．
４ １ ２．６ １

．
３ １ α５ １ ３

．
７ １．Ｏ １ ０．

４ １ ２
．
６

Ｂ
． １

．
５ １ ０

．５
１ ４

．
８ ２

．
０ １ α６ １ ６．４ １，５ １ ０

．
６ １ ４

．
８

ナ イ ア シン 朽．５ １ ５
．
１１ ５３

．
２ ２２

．
ｌ１ ６

．
１ １ ９６．

６ 蝸
．
９１ ５

．
１ １ ５３

，
２

Ｂ ０
．
９１ ◎

．
１１ ３

，
４ １

．
３１ ０．２１ ６

．
０ α９１ ０

，
ｌ １ ３

．
毎

８
王

７
，
Ｏ１ ひ２ １ ５０

．
２ ｌ１刀 １ α５１ ８｛

．
９ ７

，
５ １ ０

．
２１ ５０．２

葉 酸 ２２８
．
５１ ２５

，
０１ １１１８

．
７ ３０α２１ ３２

．
１１ １５３０

．
１ ２埠２

．
８ １ ２５

．
◎１ 篶 禍、

７

パ ノトテ ／ 酸 ７
．
０１ ２

．
７１ ２０

．
７ ９

．
６１ ３

．５
１ ３０

，
２ ７

．
３１ ２

．
９１ ２０

．
７

Ｃ ｌＯフ
．
５ １ ２５η １ ３３２

，
Ｏ １２５

．
９１ ２ψ９ １ ４２５

．
５ １０８

．
９１ ２５

．
フ １ ３３２．

０

飽 和 脂 肪 酸 ２２
，
Ｏ１ ５娼 １ ６３

，
２ ２７

．
５１ ８

．
１ １ ９４

．
３ ２２

．
８１ ７

．
６１ ６３

．
２

一 価 不 飽 和 脂 肪 酸 ２１
．
２１ ５

．
１ １ ７６

．
２ ２７，８ １ ７

．
２１ １０６

．
４ ２２

．
８１ ７

．
２１ ７６

．
２

多 樋 不 飽 和 脂 肪 酸 招
．
２１ ３．２ １ ３４

．
Ｏ １３４ １ ５

．
２１ ３２

．
０ １４

．
３ １ ４

．
４１ ５５

、
フ

カ ステ ロ ー ル ３５ 柵 １ ４８
．
６１ １２８，

．
５ ３５７

．
７１ １２２

，
５１ ８１９

．
９ ３８９

．
３ １ 柵 α９１ １２７９．３

水 溶 性 ２
．
９１ ｊ

．
２１ ６

、
３
．
◎１ １

．
５１ ６

．
７ ３

．
１ １ １つ １ ９．

２

不 溶 佳 ８
．
３ １ ３

．
２１ １７

．
７ ８

．
４１ 導

、
７ １ 禍

．
９ ８

，
６１ ３の１ ２３

．
９

総 量 篶
．
５ １ 幻 １ ２逐

．
４ Ｎ

．
７ １ ６

．
５ １ ２７

、
毎 惚

．
１ １ 峯

．
篶 ３４．

７

食 塩 相 当 量（９ 柵１２１ 卑
．
フ１ ２２，

２ 如
．
１ １ ５

．
７１ ２３

．
１◎

．
４１ ４

．
５１ ２７

．
８

ソヨ糖 ７
，
５１ Ｏ

．
Ｏ１ ５２．７

７
．
３ １ α３１ ３２

１
７ ８

．
３１ ◎．

４１ ２６
，
６

５２ ・



表 柵一４ 栄養 所要量（男子学年別）

１年 生男 子 ２年 生男 予 ３年 生男 子

繁 養 素 平均値１ 最小値 １ 簸大値 平均値１最小値１ 最大値 平均値１最小値１ 最犬値

エ ネ ル ギ ー１良・・１） ２５６８
．
０ １ 榊 ０

．
９１ ７９３８

．
１ ２５７６

．
５１ 閉 ３

．
７ １ ６０５毎

．
８ ２７ 泌

．
７１ 、０３８

．
２１ ７８８８

．
Ｏ

氷 分 ２２５２
．
９ １ ８フ９．４

１ ５９７９
．
３ ２２１９

．
７ １ ７１４．０ １ ５６３３

．
７ ２３２０

．
４ １ ８８９

．
２ １ ６６０８

．
０

た ん ぱ く 質 （ｇ） ９９
．
２ １ ３７

．
５ １ ３０３．４ 柵 ２．５

１ ３９
．
７ １ ３４３．３ １０６．９

１ ３７
．
５ １ ３４８．才

動 物 性 た ん ぱく質 ６２
．
６１ １７

．
８１ ２３｛

．
４ ６８

．
１１ １７

．
５１ ２６０

．
２ ７０

．
４１ ２｛．

４１ ２３７
．
６

檀 物 性 た ん ぱ く 質 ３６
．
６ １ １５

．
Ｏ １ １４５

．
６ ３４

．
４ １ １７

．
７ １ ８３

．
１ ３６

．
５ １ １６

，
２ １ １１０

．
５

脂 質 （９） ８０
．
７ １ ３３

．
９ １ ２４８．

２ ８４
，
３ １ ２峯

．
６ １ ２９７．

卑 ８７
．
１ １ ３１

．
３ １ ３０３．６

動 物 性 脂 質 ５３
．
７１ １９

．
７１ 禍６

．
０ ５７

．
６１ 価、篶 １７２

．
０ ５９

，
３１ ２１．６１ ‘９３

，
５

植 物 性 脂 質 ２７
，
０ １ ８

．
２ １ １５、

．
７ ２６

，
７ １ ６

．
７ １ １２５．

４ ２７
，
８ １ ９

，
７ １ １１０

．
司

炭 水 化 物 （ｇ） ３５１
．
９ １ １５３．０ １ １０９８

．
１ ３４２

．
９ １ 岬

．
５ １ ６９５

．
０ ３６５

．
９ １ １４６

．
９ １ ９９１

．
１

灰 分 ２４
．
０ １ １１

．
２ １ ７１

，
８ ２３

，
８ １ ９，

０ １ η
．
５ ２４

．
７ １ 篶

．
ｏ １ フ２

，
９

ナトリウム ５２８７．
９１ ２ 禍０

．
９１ 榊 ８３

，
２ ５２ 禍

．
６１ 柵９８

．
０１ １８０００

．
０ ５４３５

．
１ １ ２３２６．５１１７０司０

，
９

カリ ウ ム ３２８６
．
８ １ １４９４

．
７ １ ９０２３．

４ ３２８８
．
４ １ １２３２

，
１ １ １０５８ 柵 ３尊０２

．
Ｏ １ １３９２

．
１ １ ９５４８

，
９

カ ル シ ウ ム（ｍｇ） ８６３
．
９ １ ３３４．３ １ ２２１３．

３ ８９２
．
３ １ ３２８

．
３ １ ２６０８．０ ８７６．

８ １ ３７６
１
１ １ ２２４５

．
１

マ グ 享 シウム ３０９
．
２１ １３４

．
１１ １０５７

．
４ ３０７

．
Ｏ１ １２０．

１１ １０２２
．
５ ３｛９

．
１１ １３１

．
峰１ １００５．６

リ ン １５３３
，
２ １ ６ 幻

．
１ １ ４５８６

．
３ 棚 ６

．
埠１ ５９１

．
７ １ ４ η ０

．
４ 禍 ３２．７ １ ６２７

．
０ １ 尋９５５

．
９

鉄（醐ｇ） ９
．
１ １ ３．２ １ ３ヨ

．
４ ９

．
◎ １ ２

．
６ １ ３２．

３ ９
．
５ １ ３

．
６ １ ３３Ｉコ

亜 鉛 １２，１ １ ５
．
２ １ ３２

．
３ １２，２ １ ５．

５ １ ３５
．
、 １２

．
８ １ ４，６

１ ３６
．
０

銅 １
．
５ １ ０

．
６ １ ５

．
１ １

，
５ １ ０

．
７ １ ５．３

１
．
６ １ Ｏ

．
６ １ ６，３

マ ン ガ ン ４
，
２ １ １

．
名 １ １１

．
０ 軸 １ １

－
７ １ ９

．
１ 率

．
３ １ １

．
６ １ ９

．
５

レ チ ノ ーノレ ５７５．
６ １ 柵 ８

．
８ １ ３９６５，４ ６０３

．
３ １ １３５

．
４ １ ２５６１

．
３ ６６３

．
９ １ 榊

．
４ １ ５７７８

．
牟

カ浜テ ン ５０３０
．
８１ η２４

．
８１ η◎６３．６

４７７８
．
８１ 欄 ０

．
峰１ 湖 ２６．７

５０３９
，
９１ １７６６

．
２１１３ 閉 ．０

レ チ ノ ー ル 当 量 榊 ９
．
５ １ 奪８卒

．
４ １ ５０３６

．
コ 榊 ５

．
５ １ ４６４

．
９ １ ５２４０

．
８ １５０８

．
８ １ ４６７，７ １ ７４９３

．
８

◎ １２
．
８ １ Ｏ

．
９ １ ７８

．
３ 渦

．
０ １ １

．
４ １ ７９

．
０ 狛

．
９ １ ２

．
９ １ ７８

．
６

Ｅ ９
．
４ １ ３

、
劣 １ ４５．６ ９

．
６ １ ２

．
２ １ ４２．、

１０
．
３ １ ３

．
０ １ ３８

．
６

Ｋ ３８０
，
３ １ ５８

．
８ １ １２２５

．
６ ３６７

．
９ １ ６３．５ １ １６４１

．
１ ３８２

，
４ １ ８５．Ｏ １ １１４７．

、

Ｂ 、
．
３ １ Ｏ．

６ １ ３
．
４ １

．
３ １ ０

，
５ １ ３

．
７ １

．
３ １ Ｏ

．
５ １ ３

．
６

８
２ １．９ １ ０

．
８ １ ４

．
３ ２．Ｏ １ ０

．
６ １ ５

．
６ ２

．
０ １ Ｏ

．
８ １ ６

、
葬

ナ イ ア シ ン ２１
．
０ １ ７

．
Ｏ １ ７２

．
９ ２１．９

１ ６
．
１ １ ９６

，
６ ２３．２

１ ７
．
２ １ ８７

．
２

Ｂ １
．
３ １ Ｏ

，
３ １ ４．５

、
．
３ １ ０

．
２ １ ６

．
０ １

．
４ １ ◎

．
３ １ ５

．
４

８王 ９
．
９ １ ０

．
５ １ ４１

，
９ 篶

．
ｌ １ ０

．
６ １ ８０

．
‘ １１

．
９ １ １

．
６ １ ８司

一
９

葉 酸 ２９９
，
６ １ ６３．２ １ １０１３

、
◎ ２８５

，
２ １ ３２、

篶 １２９６
．
９ ３１３

，
６ １ ５９．８ １ １５３０

．
一

ハ ノトテ ン 酸 ９
．
３ １ ４

．
１ １ ２４

．
５ ９

，
５ １ ３

，
７ １ ２６．５ ９．９ １ ３

．
５ １ ３０

．
２

Ｃ １２８
．
５ １ ２５

．
２ １ ３９２

．
６ １２０

，
４ １ ２４

．
９ １ ４２５．

５ １２８
．
３ １ ４２

．
６ １ ３８７．

７

飽 和 脂 紡 酸 ２６．５ １ １０
．
１ １ フ５．８ ２７．

８ １ ８
．
１ １ ８５

，
７ ２８

．
２ １ ■

．
４ １ ９４

．
３

一 価 不 飽 和 脂 肪 酸 ２６
．
５ １ ９．７ １ ８４

．
３ ２７

．
７ １ ７．２ １ 、０６

．
４ ２８

．
９ １ ９．２ １ １０４

．
９

多 偲 不 飽 穐 鮨 紡 酸 １６
．
６ １ ６

，
７ １ ８０

．
６ 〃．

１ １ 毎
．
７ １ ７３

．
０ η

．
９ １ ６．

３１ ６７
Ｉ
７

コレス テロ ー ル ４３０
．
４１ ９２

．
３１ １６０４．５

毎７２
．
１ １ ９６

，
２１ １６５１．０ ５篶

．
Ｏ１ 榊

．
５１ η 刀

、
５

水 溶 性 ３
．
７ １ １

．
３ １ １７

．３
３
．
４ １ １

．
３ １ 篶．

７ ３
．
６ １ １

．
３ １ １０．８

不 溶 性 １０
．
５１ ３．８１ ４３

．
３ ９

．
７１ ３

．
８１ ３２．３

１０
．
５１ ３

．
９１ ３て、６

総 量 １４
．
６ １ ５

．
２ １ ６２ ４ 柵

．
５ １ ５

．
２ １ ４５

．
９ 榊 ５

，
５１ ５

，
３ １ ４３

．
劣

食 塩 梱 当 量 （ｇ １３．３１ ５
．
５ １ ４２

．
３ １３

，
２ １ ４，８ １ ４５

．
３ １３

．
７ １ ５

．
８ １ ４２

．
９

：■ヨ 糖 ７
．
２ １ ０

．
Ｏ １ 榊 ０ ６．９ １ ０

．
７ １ ２１

．
７．２ １ ０

．
毎 １ ４８

，
７

・ ５ ３ ・



８） 骨 密度 に関 す る要 因 の解 析

（王） 骨密度と家族の骨粗髭症

家族の骨粗霧症

η５０

η００

１６５０

，６００

施５０

１５００

１４５０

１４００

，３５０

ヨ

…

■

ｉ

一」

ヨ

…

≡

≡

…

！
ｉ
！
－
■

…

…

ヨ

≡

≡

（男）いる （男）いない （女）いる （女）いない

１重

図２４ 家族の骨粗霧症関連図

表１１ 家 族の骨粗髪症

最大

最小

中央値

（男）いる

１５８１

１４９８

１５３１

（男）いない

η２４

榊７９

１５４７

（女）いる

１６７４

１５０、

１５３６
．
５

（女）いない

１６６８

１３９９

１５５３

・ ５ 遂 ・



（２） 骨密度と肥満

１７５０

η００

柵５０

１６００

咽 棚
串

１５００

１４５０

１４００

１３５０

肥満度

剣二
図２５ 骨密度と肥満の関連図

表１２ 骨密度と肥滴度

２２ 朱 満

（男）

２２～２５ 未 満

（男）

２５ 以 上

（男）

２２ 未 満

（安）

２２～２５ 未 満

（女）

２５ 以 上

（女）

最 大 １７０７ １７２４ 朽７１ 柵７４ １６３コ １６３７

最 小 、４７９ 朽０、 １５０７ 、３９９ １４１６ １４１９

中 央 値 朽４７ １５４３ １５３５ １５５１ １５６８．５
１５５０

．
５

標 本 数 ３０７ ２８ １７ ２７０ ３８ ２０

・ ５ ５ ・



（３） 骨密度と月 経

月経宥無別骨量

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１４００

１３５０

月経あり 未月経

図２６ 骨密度と月 経の関運図

表１３ 骨密 度と月 経

最大

最小

中央値

月 経あり

禍７４

１３９９

朽５５

未月 経

１６１４

悩９９

１５４６

・ ５６ ・



（４） 初経年数と骨密度

初経年数別骨量

１７５０

η ００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

．４５０

１４００

１３５０

１年 ２年 ３年 皐年 ５年

曲

１年未満

図２７ 初経年数と骨密度の関連図

表１４ 初経年数別骨密度図

最大

最小

中央値

ｊ年 未満

１６３１

榊１９

１５５５

１年

蝸５５

、３９９

１５５３

２年

禍７４

糾１６

朽５６

３年

１６２８

糾９、

１５５３
．
５

４年

１６０４

朽２３

朽 ５５
．
５

５年

１５４９

１５４９

１５４９

・ ５ ７ ・



（５） 月 経随伴症状と骨密度

月 経時腹痛や頭痛、イライラする

１フ００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１４００

１３５０

；
１

姜

…

ヨ

■

「蘇「１

はい いいえ

図２８ 月 経随伴症状と 骨密度 の関連図

表１５ 月経 随伴症 状と骨密度

最大

最小

中央値

はい

１６７４

１４，６

１５５６

いいえ

１６４８

１３９９

１５５５

・ ５ ８ 一



９） 骨密度 とリ ス クフ ァ クタ ー

（１） 偏食と骨密度

①偏食が多い

１７５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

≡

１５００

１４５０

１４００

１３５０

一
坐

１

１ １

…

…
ヨ

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

１

「

ふ

図２９ 偏 食と骨密度の関違図

表１６ 偏食と骨密度

最大

最小

中央値

（男）はい

１７０７

１４７９

朽４８

（男）いいえ

１７２４

１４８２

１５４５

（女）はい

１６５５

１３９９

朽５２

（女）いいえ

１７２４

１４８２

１５４５

・ ５９ ・



（２） ダイ エ ッ トと骨 密度

、 一一∵一「１
１７５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１
、、。。

１
、、、。

（男）はい

歯３０

（女）いいえ

風

（男）いいえ （女）はい

ダイ エッ トと骨密度 の関連図

表 η ダイ エッ トと骨密度

最大

最小

中央値

（男）はい

１６１０

１５１０

１５５７

（男）いいえ

１７２４

１４７９

，５４５

（女）はい

１６１９

１５０１

，５５０

（女）いいえ

１６７４

、３９９

１５５３

・ ６０ ・



（３） やせていると骨密度

③やせている

１７５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１４００

｛３５０

‘
…
…

毒

一一１
…

；

，

…

，

姜

書

」

葦

－
…
一
一

葦

葦

－
１

；

ヨ

呈
１
；
一」
一
一」

｛

，
再

…

｛
ヨ

；

一

…

一
≡

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

嵐

図３１ やせて いると骨密度の関連図

表１８ やせて いると骨密度

最大

最小

中央値

（男）はい

、７０７

１５０４

１５４７

（男）いいえ

、７２４

、４７９

、５４３

（女）はい

１６２１

、４９１

、５４５

（女）いいえ

１６７４

、３９９

１５５４

・ ６ １ ・



（４） 太 って いる と 骨密 度

１７５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１４００

１３５０

④太っている

…

｛

…
…

■

ヨ

≡

…

…

…

ヨ
，
士

・
｛
≡

…

≡
；
－
ヨ
一
一’
≡

，
１
，
，
’
一

…

…
…
…

三

…

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

善

図３２ 太っていると骨密度の関連図

表１９ 太っていると骨密度

最犬

最小

中央値

（男）はい

１７２４

１５０１

１５４２

（男）いいえ

１７０７

１４７９

価４６

（女）はい

１６６８

１３９９

朽５２．５

（女）いいえ

１６７４

１４９１

蝸 ５２
．
５

・ ６ ２ ・



（５） 背が低いと骨密度

⑤背が低い

１７５０

１フ００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

桝００

１ １３５０

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

図３３ 背が低 いと骨密度の 関連図

表２０ 背が低 いと骨密度の関連図

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

姜
…
暮

…

…

…

…

…

…

≡

葦

…

妻

…

…

１

…
…

…義

∴一

最大 、７０７ １７２４ １６６８ １６７４

最小 １４９４ １４７９ １４９５ １３９９

中央値 １５５０ ，５４１ １５５７ １５４７

・ ６ ３ ・



（６） ス ポー ツ や身 体 を動 かす こと が 嫌い と骨密 度

⑥スポーツや身体を動 かす事が嫌い

■７５０

一 フ００

１ １６５０

１
１６００

－
５５０

１ １５００

１４５０

１１…

１３５０

、
蒐

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

図３４ ス ポーツや身体 を動 かす ことが嫌いと骨密 度の関連図

表２１ ス ポーツや身体 を動かすこと が嫌いと骨密 度

最大

最小

中央値

（男）はい

１７０７

１４９８

１５３１
．
５

（男）いいえ

１７２４

、４７９

１５４６
．
５

（女）はい

１６０４

１４１９

１５３６

（女）いいえ

１６７４

コ３９９

１５５６

・ ６ 少



（７） 朝 ごはん食べないと骨密度

１７５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

⑦朝ごはんは食べない

η ５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

榊５０

１４００

１３５０

…
…
…
…
…
…

…

三
姜

１ 最大
…

最小

１ 一中央健
≡

苧

韮
＝

…

…
…
…

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

１圃

図３５ 朝 ごはん食べないと骨密度の関違図

表２２ 朝 ごはん食べないと骨密度

最大

最小

中央値

（男）はい

η２４

、５１３

１５６８

（男）いいえ

１７０７

１４７９

１５４５

（女）はい

１６ｉ４

１３９９

朽４１

（女）いいえ

１６７４

１４１６

１５５４

・ ６ ５ ・



（８） ご飯よりお菓子を食べることが多いと骨密度

⑧ご飯よりお菓子を食べることが多い

≡
葦

≡

…

…

葦

暑

量
…

姜
１ １

…≡

≡

ｌ １

千
…
≡

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

童１

図３６ ご飯ま りお菓手を食べることが多 いと 骨密度の関連図

表２３ ご飯 よりお菓手を食べることが 多いと 骨密度

最大

最小

中央値

（男）はい

１６３１

榊９８

１５４０

（男）いいえ

、７２４

１４７９

丁５４５

（女）ばい

１６４８

１３９９

、５４９

（女）いいえ

１６７４

１４１６

１５５３

・ ６ ６ 一



（９） 牛乳や乳製品が嫌いと骨密度

⑨牛乳や乳製晶が嫌い

η５０

１７００

１６５０

１６００

１５５０

１５００

１４５０

１４００

１３５０

…

；

…

…

…
…
…
…

…

葦
≡

…

…
…

≡
…

…

≡
…

｛

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

念

図３７ 牛乳 や乳 製品が嫌いと骨密度の関連図

表２４ 牛乳 や乳製品 が嫌いと骨密度

最大

最小

中央値

（男）はい

１５９６

１５２２

１５５、

（男）いいえ

１７２４

１４７９

１５４５

（女）ぼい

、６０６

１４１９

１５５４

（女）いいえ

、６７４

１３９９

１５５３

・ ６ ７ ・



（１０） 今 ま でに 骨折 したこ と があ ると骨 密 度

⑩今までに骨折じたことがある

≡

…

≡
…

≡

…

…
…

≡
ｉ …

茗
…

…

…
…

（男）はい （男）いいえ （女）はい （女）いいえ

１鬼

図３８ 今 までに骨折 した ことがあると骨密度の関 連図

表２５ 今までに骨折 したこと があると骨密度

最犬

最小

中央値

（男）はい

１６３５

１４７９

１５４３

（男）いいえ

１７２４

１４９４

１５４５

（女）はい

１６４８

１４９１

１５４９

（女）いいえ

１６７４

１３９９

１５５５

・ ６ ８ ・



１ ０） 骨密 度と 活動

９０蒐

８Ｃ鴇

７０粍

６眺

５０％

牟Ｏ％

３０％

２０％

１０％

０呪

８１．３％

…

…

５４７

…

三２９
．
９％

３
、
フ％

８
－
８

１３３琵

Ｏ．４
…

３
．
９鴉

｛
．

㈱
．
３％ １

．
５％

１
．
０・

３
．
５％

０
．
６路

～ １４５０ ，４５０－１４９９ １５００一コ５４９ １５５０－１５９９ コ６００一コ６４９ １７００－１７５０

■ 男 運 動して いる コ 男 運 動していな い 咽 女 運 動して いる 圏 女 遅 動して いない

図 ３９ 活動と骨密度の割合図

表２６ 活動と骨密度

～１４５０ １４５０－１４９９ １５００－１５４９ １５５０一 掩９９ 柵◎Ｏ－１６４９ １７００一 〃５０ 合 談

Ｏ ５
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表 ２７ 骨密度 平均値の差の検定

骨 粗霧症 の 家族 がい る

勇 予
Ｐ（３００

，
２４）づ．６８２４２４ 分 散 は 等 しい

Ｔ（３２雀）：２
，
５８９ Ｐ…０

。
㎝０ ＊＊（Ｐ〈０

，
０１ 有 意 差 あ り

女 子
Ｆ（１７

，
２９三）＝王

．
９８８至７７ 分 散 は 等 し く な い

Ｔ（１８）竺０
，
２７２ ＰまＯ

．
７８２ 有 葱 差 な し

ス ポーツ や身 体を 動が ずこ と淋 嫌㌧

男 子
Ｆ（３３

，
３２三）＝１

．
６８３０７２ 多｝着支吾ま李李 し く なレ、

Ｔ（３７）亡至
．
雀９４ Ｐ＝０

，
１３２ 有 意 差 な し

女 子

ぎ（２６４
，
６｛）二１

．
堪９３２５６ 分 散 は 讐 しく な い

Ｔ（１王５）：４，５３７ Ｐ；？？？ ＊＊＊（Ｐ〈Ｏ．００１） 有 意 差 あ り

Ｐは 計算 誤 差 を含 む為
、 丁値 で確 認 の事

朝 ごほ ん食べ ない

男 子
Ｆ（至５

，
３３８）＝３

．
２９７０９王 分 祷史芋ま会李 し く な レ、

Ｔ（１５）＝１
．
８些１ Ｐ＝０

，
０６３ 有 意 差 な し

女子
Ｐ（１９

，
３０８）＝２．毫０９２２９ 分 敵 は 等 しく 荏 い

Ｔ（２０）二王．８５｛ Ｐ＝Ｏ
．
０６王 有 意 差 な し

月 経あ り／ 未月 経 女子
Ｆ（２遂８

，
５３）＝１．７４８４８５ 分 散 は 等 しく な い

Ｔ（９７）＝２．
５０皇 洋 ０，０１２ ＊〈Ｐ〈０．０５） 有 意 差 あ り

４
．

考 察

今 回の 解析 で有 意 差邦 認 めら れた もの は表 ２５ に示 す。 骨 粗髭症 の 家族 のい る もの
、

ス ポ

ーツ や身 体 を動 かす こと 淋嫌 い な もの、 未月 経 な者 が骨密 度 が 低い こと が明 ら かに 征っ た。

以 上の こ と添 ら考 完る と、 骨 量 を増 やす だめ に は運動カ§非常 に大 切 であ ると い うこと が判

明 した
。

ま た
、 女 子 の 場合 に は初 経と骨 量 は関係 が 深く 初 経後 に増 加 して いく も のと考 完 ら

れ る。 こ れ は、 堀 井 １； ら の 研 究 と 一 致 す る
。

各種 栄養 摂取 量 に関 して は
、

今 圓の 解 析で は有 意差 が認 め られ なか っ たが
、

今 まで の若年

女 性の 研究 で はカ ル シュ ウム
、 り ん、 総エ ネ ルギ 』と 骨 量は 関連カミある とい われ てお り２）各

種栄養 摂 敢量 も大切 で あ ると い える
。

ま 危 ダイ エ ッ ト した 経 験の ある も のも 骨 量に影 響が あ

る こ とが明 ら かに なっ て いる２）
。

今 回の 調査 で は申 学生 でも ４，４％の者 が ダイ エ ッ トの 経験 が

ある と答 完て いる
。

中 学 生の ダイ エ ッ トは
、 骨 量の こと を考 完る と 食 事で の ダイ エ ッツ トで

はなく 価 ら かのス ポー ツ や 体を 積極 的 に動 か して の ダイ エ ッ トカミ望ま しい。

さ ら に低骨 量者 個々 の 生 活環 境 を詳細 に調 査 し、 リ スク フ ァク タ ー につ いて 改 善指導 する

こと が重 要で ある と と もに今 回 の 結果 をフィ ー ドバ ック する こ とに より 中 学生 個々 が自 分の

健康 に関 心を 持つ こ とそ してそ の ため には 目常 生滑習 慣 の 昆直 しカｓでき
、

中学 生と いう 成長

期の 骨 最獲得 時期 に 最 大骨 量 をよ り高く しておく こ とが 重要 で ある と こを 痢り
、

健康 をさ ら

に増 進 させる 行動 が でき る よ うに なる と将 来骨 粗髭 症カミ予 防 できる の で はな いか と考 える。

・ ７ ０ ・



５． お わ り に

今 回大 東町 の中 学生 ７０８ 名 を 対象 に骨 形成 に関連 す る要因 を 明 らか にす る こと を目的 に、

骨密 度と 身体 発育
、 各種 栄養 摂 取量、 活動、 リ スク フ ァクタ ー を調 査 した 結果

、
低 骨密度 は

骨 粗霧症 の家 族が い る、 ス ポー ツや 身体 を動 かす こと が嫌 い、 未月 経 に影 響 を受 げてい るこ

と が 判 明 し だ。

謝辞

こ の調 査に ご協カ く ださ いま した
、

大東 町の 申学 生の 皆様、 保 護者 の 方々 に深く 感謝申 し

上 げま す
。

ま た
、 この 調査 を 行う にあ たり、

大 東 町教育 長先 生、 柳 択先 生
、

大 東町 立大 浜中

学校沖校長先生、 岩井養護教諭を中心に全教諭、 大東町立城東中学校細川校長先生， 鈴木養

護教諭を申心に全教諭に大変お世話になりお礼申し上げます。

こ の調査 をま とめ る にあ たり、 栄 養調 査 票、 栄 養解 析 を担当 して く だ さい ま した独 立行 政法

人 国立健 康・ 栄養 研 究所 の佐 々 木先 生
、

大久 保さ んに 大変 お世 話 になり あ りが とう ございま

し た
。
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申学生の健康啓発支援 システム

図 は 中学 生の 健 康啓 発 支援 過 程 にお ける 情 報のイ ンプ ッ ト、
５ つ の サ ブ システ ム

、
フィ

ー ドバ ック、 ア ウ トプッ トの 関係 を示 す
。

各サ ブシス テム （惰 報 認梵
、

第 １調 査
、

第 ２ 回

調 査
、

第 ３ 回調 査
、

評 価） は各々 そ の部 分で目 的 を持 ち
、

他の部 分 と協 カ的 に 継続的 に組

織的 に関係 しあい なが ら
、

健 康啓発 に筒 かっ て進展 す る。

中 学生 を 取り

囲む環境

▼ 、

図 １． 中 学生 の健 康啓発 支援 過程 シス テム

・ ７３ ・



ギ健 康 啓 発一 と い う 貿 標 に 向 か っ て、
情 報 認 知

、
第 １ 圃 調 査

、
第 ２ 回 調 査

、
第 ３ 回 調 査

、

評個 と い う流 れ の遇 程 を実 線 で示 す
。

調査 にお い て は、 縫 康藤 発 達 成ま で
、

１ 調 査 が終 わ

る ごと に評個 し結果 を情 報 認節 ヘ フィー ドバ ック し。
ま た評 価後 補 足が あ れ ば

、
次 の調査 に

フィ ー ドバ ック する （点線 で示 す）
。

３ 回の 調査 を終 了 して 「健 康啓 発」 でき た時 点 でアウ

ト プ ッ ト に な る。

中学 生の 健 康啓 発 環境 と い う 外囲 は
、

家 庭・ 学 校・ 教 育委 貴 会 ・医 療 保 健施 設 ・ 飽域 の か

かわり 方 な どであ る。

以 上 のよ う な申 学 生の 健 康 啓発 支 援 しシス テ ム は
、

各サ ブ システ ム
、

中 学生 を 囲む 環境

との 聞で 常に 影 響 しあっ て いる こと を示 した
。

次 に
、

各サ ブ システ ム の 周的 と機 能 を簡 単に示 す。

王． 情 報認知 サ ブ システ ム

思 春 期 はこ ども から 大人 へ と 身体 ・ 精紳 が大 きく 変 化 す る時 期 で あり
、

その 時 期 の健

康は 将来 に わた っ て 大きく 影 響を 及 ぼす
。

特にリ プロ ダク テイ ブ・ ヘ ル スや 骨密 度 に 関わ

る多く の 閥 題 は思 春期 に起 こ る 可能 性秘 高 い
。 そ れ は

、
思春 期 の子 ども た ちの 知り た いと

思う 情報
、

特 にリ プロ ダク ティブ・ヘ ルス に関 する 情報 は入手 しづら い環 境 にあ るた めと 考

える
。

そ こで 中学 生 へ の健 康 に 関す る情 報」 をイ ン プッ トする。
その 方 法 は 中学 生と い う

特徴 か ら
、

保 護者 ・ 教員 ・ 数 育委員 長
、

学校
、

保 護者 に も同 時 に惰 報をイ ン プッ トする
。

この清 報 で理 解が 得 られ た ら
、

第 １回 の調 査 を開 始。

２． 第 １ 回 調 査 サ ブ シ ス テ ム

思 春期 を 対象 と し た相 談 機 関が 不足 して いる 現在 に おい て、 将来 の子 ども た ちが 健康 を

獲得 する た め に は、 ま ず、 は じめに 身近 に いる 大人 が
、

今 子 どもた ち が ど んな 健康 闘 題 に

悩 み
、

どんな 知織 を 知 りた い と 考 完て いる の がを知 る 必 要が あ る
。

そ して、 子 ども たち 自

身 の性 を含 む健 康闘 題 へ の関 心 と 対処 方 法を 把握 して中 学 生の 二 一 ズ にあ っ た健 康 教育、

健 康相 談 を 行な う必 要 が ある。 そ して、 この ため に ば 大人 が 思っ て い るこ と と、 子 ど もた

ち が考 えて いる こと にズ レが ある と いう こと を認識 す る必 要が ある
。

そ こで、
本 調査 で は

、
第 １ 回 目に 中学 生の 健康 闇題 へ の関 心と 対処 方 法に っ いて 中学 生

と 教 員岡 時 に 同 じ内 容 を盛 り 込ん で 調査 を 行い そこ か ら 生徒 と 教員 の 認 識 の違 い を明 ら か

に す る こ と と し た
。

こ こ での ね ら い は
、

調 査内 容 に 答 える だけ で、
中 学 生に は どん な 健 康聞 題 が おこ り、

ま

た 健康 蘭 題が 起 き たと き どのよ う な 対応 方法 が ある の かを 生徒 ・ 教 員自 身 が 感 じ取 り自 分

の 情 報と してイ ンプ ッ トで き るよ う に 工夫 した。
ま た 調査 用 紙 は個 人 情 報カミ漏 れ ない よ う

に倫 理的 配 慮 を慎 重 に行 っ た
。

調 査 の結 果 は個 人が 特 定 でき な い よう 配 慮 じた 報 告書 と し

て作 成配 布す る とと も に、
教育 委員 会

、
学校の 先生 を 対象 に説 明会 を 行っ た

。 そ の 後 生徒 ・

保護 者 ・ 地域 を 対象 に報 告 した
。

こ の結 果を 評価 し憐報 認 飾 へと 次 の 調査 に フィ ー ドバ ッ

ク し た
。

・ ７４ ・



３、 第 ２・回 調 査 サ ブ シ ス テ ム

第 １ 回 調 査結 果の デ ータ を 学校 で どのよ うに活 用 でき るの か、 ま だデ ータ を活用 す るた

め に 必要な 知識
、

教材 は どの よ うに考 え るか
。

ま た 第 １ 回の 調 査で は明 ら かに 田来 な かった部 分
、

つ まり 先 生方 が個 別 相談 を 受け た健 康

間 題 や対 処方 法 につ い て 闘き 取 り調 査 を行 っ た
。

こ こで の ね らい は、 先 生 方 個 人が相 談 を

受 け ている 内 容や その 時 の対 処方 法 を明 らか に し全員 で共 有す る こと で ある。

４． 第 ３回 調 査サ ブ シス テム

第 １ 回、
第 ２ 回 調 査 から栄 養 や ダイ エ ッ ト、 第 ２ 次性徴 の 問題 が明 らかに な り、 第 ３ 回

ではそ の結 果 を踏 ま えて 骨密 度・ 身 体発 育・ 栄養・ 活 動の調 査 と した
。

こ こ での ね らい は、 中学 生 とい う 時期 に栄 養 や活 動 をお ろ そ かに す る と 将来 骨 粗慈 症 な

どに なり やす い身 体 に なる こ と な ど 理解 で き る よ う に 工夫 す る と と も に
、

今 の 自 分 の 栄

養 ・活 動 ・骨 密 度 を無 り
、

閥 題 の ある 生徒 に は改 善方 法 を提 示 し現在 の 目 常行 動 を 改善 す

るきっ か けに なる よ う工 夫 した。

５
．

評 価

評価 は、
実 践 した調 査行 動 に対 して、

中 学生 の健 康啓 発が でき た の かに か かって く る。

これ は
、

調 査前 の情 報 認鏑 の確 認、 調査後 の 報告書 の 反応
、

説明 会 の反 応、
広報 誌の 反応

、

生徒 の冒 常 生活 の変 化 によっ て 分 かる
。

評個 の結 果
、

間題 に なっ た 部 分 は
、

そ の 必要 な部 分 にフ ィ ー ドバ ック する
。

つま り 健康

啓 発 淋 弱 か っ た 部 分 に フ ィ ー ド バ ッ ク し
、

そ の 補 充 を し て、 次 の 調 査 に 臨 ん だ
。

そ し て
、

寓 標 である 健 康啓 発湾拙 来た 時点 でア ウ トプッ トさ れる。

ま と め

申 学 生の 健 康啓 発 を行 う 為 に システ ム 的 に調 査を 取り 込 み、
実 施 した

。
！ つ の調 査 を通

して
、

事前 説 明 会や 調 査結 果 の説 明 会 を丁寧 に１つ １ つ健 康 啓発 を 念 頭 にお い て行 っ た。

そ の結 果
、

町 の 会 館の 健 康情 報 を 取り 扱っ て いるホ ー ル に調 査 「中学 生 の健 康 問題 と そ の

対処 方法ｊ 結 果 デ ータ を パネ ル と して 展 示 し地域 住 民に紹 介 さ れ た。 さ ら に 町で発 行 して

いる 広報 誌に も調 査 のつ ど
、 つま り １ 回目 タイ トル 「中 学 生の健 康 問題 へ の悩 みと 対処 方

法の 実態 調査」、
２ 回 貿 「中 学生 の健 康間 題とそ の 対処 方法 の実 態調 査 一申 学生 と 教員 の比

較」、
第 ３ 回 沖 学 生の 健康 間 題・ 対処 方法と 課題 一 中学生 の骨 密度 と 身 体発 育・ 栄養 ・活

動 調査 一」 結 果 を 数ぺ 一 ジ に渡 り載 せ てい ただ く こと によ っ て、 中 学 生の 健 康 の大 切 さか

家庭 で も話題 と して 話さ れ たこ と の報 告 も受 けた。 ま た 中学 生カミい な い 家庭 で も 関心 を持

っ て 読ん でい た だき感 想 を頂 いた
。

第 ３ 回黒 の調査 は １回、２ 回目 の調 査 の結 果 で引き 出 さ

れ た内 容 で生 徒、 保 護者 の 関 心 も高く、 特 に個 人の デー タ に関 心 を示 した
。 骨 密度 と 栄 養

・ ７ ５ ・



調 査 の結 果 は
、

学生 一 人一 人 の情 報 を分 析 し
、

問 題の あ る 学生 に は今 後 どの よ うな こと が

大切 かな ど胃 常生 活で 活用 でき るパ ンフ レッ トを作 成 しデー タ とと もに 渡 した
。

こ の調 査 は学生 ］人 』人 の測 定 なの で、
測定時

、
調 査者 と 学生 淋会 話 をする こ とカ拙 来

、

気軽 に骨 密度 のこ とや 栄養、 月 経 のこ とな ど興 味を持っ て いる こと につ いて 話カ拙 来た
。

ま た
、

教育委 員 会 か らは、 中学 生の 健 康間題 を テー マ に講 演依 頼 が あり、 王 市５ 町の校

長
、

教頭
、

養 護 教諭 な どを 中 心 に５０名 ほ ど集 まり
、

中学 生 の健 康 間題 や 健康 啓 発の 大切

さを 話 した。 調 査地 域 の 町で は、
小 学生 や幼 稚園 児 にも何 らか の形 で 健康 につ い て 出来 な

い かとの 楠 談も 受 けて いる。
今 回の調 査 はイ ン プッ ト （情 報の 入力） か ら精 報 の認知 と い

うサ ブ システ ム、 ３回 の調 査 の サ ブシス テ ム
、

評 価 サ ブシス テ ム とい う シス テ ム化 して 健

康 啓発 活動 を行 っ た
。

３ 回 とい う少 な い調 査 にも がが わら ず
、

１ つ１ つ の調 査 を丁 寧 に行

い その 結果 を 活動 材 料と して
、

中 学生 と いう 特徴 から 家族、
学校、

地 域佳 民 を取り 込 んだ

活 動 は効 果的 で あっ た とい え る。
１回 １ 回の調 査 を積 み上 げて いく ほ ど健 康 に関 する 関心

度 は高く な り今 回の 目 的で ある 申学 生の 健康啓 発支 援淋 出来 たと 考 完てい る （図 ２）
。

健康

啓発支援というのは、 学校でも多くの時間を費やさなけれぱ田来ないとか多く の専門家が

関 わ らなけ れ ばな らな い と いう も ので はなく、 今 回 我々 が行 っ た よう な 取り 組 み でも十 分

健 康啓発 淡出 来る こ とを 確信 した
。

働
き
か
け

広 黎窪・学 会

詰果報告会

第３回調査

調査の説明会

広 報謹・講 演会 講 演 会

着果報告会 着果諏告会

第２回調査 第２回調査

調査の説明会 調査の説明会

広 報謹・パネ ル 農示 広報 謹１パ ネル 屡 示 広 報誌１パ ネル 展 示

詰果載告会 着果報告会 詰菓報皆会

第 個 調査 潮 回調査 第、回調査

調査の説明会 調査の説明会 調査の説明会

中学生の健康に関する関心度

図２．
健 康啓発 過程

・ ７６ ・



今 回の活 動 をフロ ー チャ ー トで 以下 に示す
。
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資 料

第亙章の資 料

・ 中学 生の 健康 間題 への 関 心と 対処 に関す るア ンケー ト用 紙 （生徒用）

・ 中学 生の ｒ健 康 教育」 に 関す るア ンケー ト用 紙 （先 生用）

第皿章の資料

・ 中学 生の 「性 教育」 に 関す る面 接調 査用紙 （先 生用）

第ＩＶ章の資料

・ グラフ 身長 × 骨 量 （女 子， 男子）

・ グラフ エネ ル ギー ×骨 量 （女子， 男 子）

・ グラフ カ ル シウ ムＸ骨 量 （女 子， 男 子）

・ ア ン ケ ー ト 用 紙

１．
小学校 高 学年 のた めの 食事 質 問票

２． 骨密 度と 身 体発育 ・栄 養 ・活動 との 関連調 査 のお願 い 票

３． 身 体や生 活 ・活動 につい ての 質間表 （男 子用）

４． 身 体や 生活 ・活 動 につ いて の質問 表 （女子用）

・ 個 人デ ータ 報告用 紙

１． 骨 密度 個 人結 果返 却用 紙

２、 栄養
， 活 動個 人結 果返 却用 紙



中学生の健康問題への関心と対処に関するアンケート

この調査１其 大東町の中学生の方 猟 健康間題への関心や対拠をどのように考完ているの秘実態を調査するこ

とを胃的と しています
。 圃答いただいた内容は

、 研究以外には十切使用 しませんの 芯 あなたの考完や健康の実

清を教えて下さい。

東京女子医科大学看護学部母性看護学 久米美代子ミ材山より子、ノｊ洲久貴子

聞 １
．

雲ず、 自分のこと についてお闘き し漢す
。 下記の当てはまる番号にＯ印を付 けて下さい

１） 性別は

２） 学牢は

３｝ 十緒に住んでいる家族は

① 父、 ② 母
、 ③ 姉

、 ④ 兄
、

⑤ 妹
、

⑪その他（具体的に記入：

４） お母さんは、 仕事を していますか？

①仕事をしている （農家
、

自営業も含な）
、

①男

①１牢

⑥ 弟
、 ⑦ 祖 父

、

②女

②２年 ③３年

⑧ 祖 母
、 ⑨ 叔 父

、
⑩ 叔 母、

②仕事を していない

間２。 今の自労を考完てみて
、

下記の内容に当てはまる番号に○印を付けて下さい
。

王全くそう屈め な へ ②そうは思わな へ ③ どちらかというとそう思う
。

④全くそう思う
。

ユ） 今は
、

楽 しいと思う

２） 今は
、

心身ともに子供から大人に向かう時期でうれ しいと思う

３） 今
、

部活や趣味などに熱中できるものがある

４） 陰毛の出現に対 して
、

臓 だな
、 恥ずかしいな」 と思う

５）茅 蹄 生器の変化に対して、 畷 だな、 恥ずかしいな」 と思う

６） 月 経や夢精が生じた時に
、

吠 人になった」 と思った

７） 自分の将来に夢淋ある

８） 色々な面で
、

大人に不溝淡ある

９） 雑誌など市性に関する情報の欄ポあると汚らしくて見る気那しない

１０） 友人に異性の話をオープンにできる

１１） 男子は女子１こ （女子は男子に）
、

変わりたいと思う

１２） 自分は、 異性の前で良く思われなくてもよい

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

①一②一③一④

閥３． 自分の幽生について
、

家族恒聞いた内容を、 下記の当てはまる番 号に○印をいくつでも付けて下さい

五） 体重・身長

２） 自分が生まれた時の父と母の気持ち

３） どんなふうにして生漢れてきたか

４） どんな赤ちゃんだったか

５） 講淡敢り上げだのか

６） どのようにして名前がついたのか

７） 自分が生まれた時の兄弟 飾妹） の気持ち

８） 一番先に見に来てく れた人

９） その他 （具体的に記入：



間４ 今、 困っだり悩んだことはどんなことですが
。 下記の当てはまる番号にいくつ でもＯ印を付けて下さい

＜学校生活＞

１） 友達づきあい那下手

２） 学校にいきたくない

３） いじめにあった

４） 成績や進路の不安

５） 部活の悩み

６） その他 （具体的に記入：

＜ 体 の 変 化 ・ 発 達 〉

７） 身体の発育の早い遅いなどの個人差 （例：身長差）

８） 初潮や夢精が幽現するのが早い遅いなどの個人差

９） 恥毛や乳房
、

性器の変化に慣れること

１０） 容姿 （や娃たい、 にきびなど） に関すること

１１） 体臭や口臭

１２） そφ他 倶 体的に記入：

＜アイデンティティー （自分自身について） 〉

１３） 自分がわからない
、

自分がどう見られているか
、 何のために生まれてきたのかについて

１４） 子ども扱い・大人扱いの矛眉
、

大人への不信感

１５） 感 情≡の 揺 れ （情 緒 不 安
、

イ ラ イ ラ
、

孤 独
、

反 抗
、

ス ト レ ス）

１６） 腹 等生
、

良い子」 のプレッシャー

ｉ７） 自分φ性格

１８） その他 （具体的に記入：

＜家族関係〉

１９） 親との関係 （厳しい
、

親からあれこれ言われる
、

あまりがまってくれない
、

期待しす ぎ）

２０） 爾親のけんかや離婚・輯婚

２１） 家族の病録

２２） 家庭内暴カ

２３） 転居転校

２４） その他 （具体的に記入＝

＜恋愛や性行動〉

２５） 恋愛関係 （ボーイ フ レン ドやガールフレン ドのこと）

２６） キスをする

２７） 夢精や自慰矛働

２８） 異性の身体に触る

２９） 性体験

３０） その他 （具体酌に記入：



間５． 困っだり悩んだ時にどのようにし漢 し淀か。 下記の当てはまる番号にいくつでも○印を付けて下さい
。

１） 誰にも相談できず一人で悩んだ

２） どうしようもないので、
じっと我慢した

３） 考え方や行動を直した

４） 同性の友人と÷緒にいることや話すことで安心した

５） 異性の友人 （ボーイ フレン ド、 ガールフレン ド） と一緒にいることや話すことで安 心しだ

６） メーノレや携帯電話で友人と話 しだ

７） 家族と一緒にいることや話すことで安心した

８） 家族に八っ当たりしたり
、 反抗 したり した

９） 相談した （先輩
、

教師、 養護教員
、

カウンセラー）

１Ｏ） 雑誌や本を読んで情報を得た

１１） インターネットなどあ情報 を利用した

１２） その他 （ 具体酌に記入：

閥６． 今
、

どんなことを知りだい ですか
。 下記の当てはまる番号にいくつでも○印を付けて下さい日

１） 人生や生き方

２） 人間関係

３） ダ イ ェ ツ ト

ζ） 気分転換やストレス解消法

５） ボーイフ レン ドやガールフレン 汽との付き合い方

６） 性器や身体の個人差

７） 須 経

８） 牲 交 ・ 避 妊

９） 性感染症

１０） その他 （具体的に記入：

間７．困ったり悩んだ時に、 講に相談 したいですか。 下記の当てはまる番号にいくつでも○印 を付 けて下さい。

１） 自分を理解 してくれる人

２） 親

３） 教師

４） 棉談しやすい友人

５） 先輩

６） 養護教諭 （保健室の先生）

７） スクールカ ウンセラー

８） テ レ ビ や 新 聞 ・ 雑 誌

９） イ ンターネ ット

１０） 看護婦・保縫婦・助産婦

１１） その池 （ 具体酌に記入 ：



間８． 礎 簾や性」の知識や晴報 で一番役立ったのは何ですか９下記の当てはまる番 号に○印をユ全付けてさい
．

１） 学校の授業

２） 学校の先生の誘 （授業以外の）

３） 友人の話

４） 雑誌

５） テ レ ビ

６） 両親の話

７） そ 剛也（具体的に記入：

間９． 自分の将来について、 下記の当て ほまる番号にＯ印を付けて下さい。

１） 結婚

２） 仕事

３） 子ども

① し たｂ・

① し たレ・

① 歓 しレ・

② したく なル、

② し た く な如、

②欲しく なル、

悶１０．自分の生き方のモデルにしだい人はいます淡
。下記の当てはまる番号にＯ印をいくつでも付けて下さい。

１） 母

２） 父

３） 両親

４） 嫡妹・兄弟

５） 親戚

６） 友人

７） 教師

８） ＴＶ ドラマなどの有名人

９） 本の登場人物

１０） その池 （ 具体的に記入：

＊以上で質間は終わりです
。



中学生の ｒ健康教育」 に関する ア ンケー ト （先生用）

思寮期は、 母性看護学の上で重要な意咲のある時期です。 本調査では
、

層春期のヘルス プロモ山 ショ ンに関す

る詳綱調査を行なうことを貿的とします。 具体的には
、

思春期のセクシャリティ、 次世代育成
、

家族
、

人間関係
、

教育・学習という局面を調査することで、 思着期の健康的なライフスタイルの変化と聞題解決能力を獲得するた

めの要件を明らかにすることを目的に します
。

中学校の先生方淋
、 目頃

、
生徒との触れ合いの中で健康教育（性の間題を含む）を どのよ うに考えているかをお

聞かぜ下さい。

本調査での 礎 康教育」 とは
、

「健康教育は科学的、 心理杜会的な側 面を含なプロセス であり
、

個人
、

コミュニ

ティ の快適な状態 （健康） に関する適切な判 断カを強化する活動のプロセスである」 と します
。

回答いただい危内容は
、

研究以外には十切使用 しません。
ご協カをお願いします。

東京女子医科大学看護学部母性看護学 久米 封犬子、 村山より子、 小州久貴子

闇五．先生自身についてお尋ね します。下記の当てはまる番号にＯを付け、 （）内には具体的に記入 して下さい竈

五） 性別 ①男

２） 牢齢と教員経験年数 ①牢齢 （

３） 結婚 ①結婚している

＊①と答完方にお聞き します
。 お子さんは何人です か

４） 先生の担当科目 （

５） 現在、 担任のク ラスをもっていま すか

歳）、

６） これ漢でに 腱 康教育」 に関係する研修会に参勉 してきましたか

＊①と答えた方にお闘き します
。

どんな肉容の研修会でしたか

（

②女

②教員経験年数 （

②結婚していない

年）

人）

）

①はい ②いい走

①はい ②いい乏

間２． 雛 、 当学校 の生徒の健 鯛こ閥題はあると恩います淋
。

①ある ②ない
＊１と答えた方は 下記の各設聞で生徒にとって切実な魑みと思われるものを１う選んで番号に○を付けて下さ

五
↓

五． 生徒が困っていることや脳んでいることはどんなζとだと思い裏 すか
。

＜ 学校生活〉 五つに○を付けて下さい

１） 友達づきあいが下手

２） 学校にいきたくない

３） いじめにあった

４） 成績や進路の不安

５） 部活の悩み

６） その他 （具体的に記入１

＜体の変化・発達〉 １つにＯを付けて下さい

７） 身体の発育の早い遅いなどの個人差 （例：身長差）

８） 初潮や夢精が出現するのが軍い遅いなどの個人差

９） 恥毛や乳房、 性器の変化に慣れること

１０） 容姿 （やせたい
、 にき びな ど） に関すること

１王） 体臭や囚臭

１２） その他 倶 体的に記入：



＜アイデンティティー （自分自身について） ＞ １つに○を付けて下さい

１３） 自分がわからない
、

自分がどう見られている 狐 何のために生まれてきたのかについて
１４） 子ども扱い・大人扱 いの矛盾

、
大人への不信感

１５） 感 情 の 揺 れ （情 緒 不 安
、

イ ラ イ ラ
、

孤 独
、 反 抗

、 ス ト レス）

１６） ｒ優 等 生
、 良 い 子」 の プ レ ッ シ ャ ー

１７） 嘗分の性格

１８） その勉 （具体的に記入：

＜家族関係〉 １つに○を付けて下さい

１９） 親との関係 （厳しい
、 親からあれこれ言われる

、
あまりかまってくれない

、 期待 しすぎ）
２０） 両親のけん かや離婚・再婚

２１） 家族の病気

２２） 家庭内暴力

２３） 転居転校

２４） その他 （具体的に記入：

く恋愛や性行動〉 １つに○を付けて下さい

２５） 恋愛関係 （ボーイフ レン ドやガーノレフレン ドのこと）

２６） キスをする

２７） 夢精や自慰行動

２８） 異性の身体に触る

２９） 性体験

３０） その他 （具体的に記入：

２
．

生徒ポ困ったり悩みのある時に
、

どのように対処していると恩いますか

１） 誰にも相談できず一人で悩んでいる

２） どうしようもないので、 じっと我慢している

３） 考え方や行動を直している

４１ 同性の友人と一緒にいることや話すことで安心している

５） 異性の友人 （ボーイ フレン ド
、

ガールフレンド） と一緒にいることや話すことで安 心している

６） メーノレや携帯電話で友人と話している

７） 家族と一緒にいることや話すこと芯安心している

８） 家族に八つ当たりしたり、 反抗 したりしている

９） 相談している （先輩
、

教師
、 養護教貫

、
カ ウンセラー）

１０） 雑誌や本を読んで惰報を碍ている

１五） インター孝ツトなどの情報を利用 している

１２） その他 （ 具体的に記入：

３．
生徒は

、
今
、

どんな知識や情報を知りだ添っていると思いますが。

１） 人生や生き方

２） 人闘関係

３） ダ イ ェ ツ ト

４） 気分転換やス トレス解消法

５） ボーイ フレン ドやガールフレンドとの付き合い方

６） 性器や身体φ魑人差

７） 月 経

８） 性 交 ・ 避 妊

９） 性感染症

１０） その他 （具体的に記入二 ∋

２



４． 生徒淋困っ危り悩んだ時に相 談したいと恩っている対象ほ
、

講とお考完ですか。

１） 自労を理解してくれる人

２） 親

３） 教師

４） 相談しやすい友人

５） 先輩

６） 養護教諭 （保健室の先生）

７） スクールカウンセラー

８） テ レ ビ や 新 闘 ・ 雑 誌

９） イ ンターネッ ト

１０） 看護婦・保健婦・助産婦

１１） その他 （ 具体的に記入：

間３． 先生のところに、 健康間題を相 談しにくる生徒はいますか
。

①いる ②いない

＊①と答え方にお聞きします
、

相談内容を、
ご記入下さい

。

閥４． 先生のところに
、

健康閲題を柏談しにく る親ほいますか。

①いる ②いない

＊①と答え方にお闘き します。 相談内容を
、

ご記入下さい。

聞５． 先生のところに生徒や 繊 湘 談しに来た時に
、

困ったことはあり豪すか
。

①ある ②ない

＊①と答え方にお聞き します。 困った肉容を
、

ご記入下さい。



間６、 今後
、

腱 康教育」 に関するテキス ト・資料、 教１オ
、

研彦会を必要とお考完芯す が
。

⑪必要添ある ②逆要添ない

＊①と答え方にお闘き します
。

１） どういう項冒や内容のテキス トカ泌 要ですか
。

２） どういう項貿や内容の教材が必要芯す狐

３） どういう項目や内容の研修会カ泌 要ですかむ

＊以上で設間ば終わりです
。 どうもありがとう ございま した

＊この設間項胃以外に
、

目頃がら
、

腱 康教 剤 等についてお気づきの点添ありま したら
、 この欄に自由に

お書き下さい、

４



中学生の 唯 教育」 に関する面接調査 （先生用）

（Ｎ ０． ） （記 入者

Ｉ． 牲 教育に 関す る研 修会 に 参加 した こと が ありま す が。

（１） 参カロしたこと ある

１
．

い つ ：

２
．

ど こ 主 催 の ：

３． 研 修 会 名 ：

４
．

研 修 会 参 加 は： 業 務命 令 か
、

自 分 の 意 思 か

５． 学校 に 戻 っ て、
そ の 研修 会 内 容 を 役 立 て た が

◆ 役立だち た…（具体的に役 だった内容を 教え二て下さい）

◆ 殺玄た なかつだ：

① ど う し て役 立 た な か っ 危 の か 理 菌 を
、

具 体 的 に 教 え て 下 さ い
。

②今後 どういう研修会内容だった ら役立っと思います か。

（２） 性教育に関する研修会に参加 した こと ない

１． 今 ま で参 加 の機 会 は な か っ た で す か ： は い い い え

２．
今
、

あな た にと っ て 性 教 育 に 関 す る 研 修 会 へ の 参 加 淡 必 要 で す か ： は い

◆ 「は い」 の方 は、 どういう性教育の研修会の内容が必要 ですか：

いいえ

◆ 「いいえ」 の方 は、 何で、 性教育に関する研修会参加の必要牲 がないと思 うのですか；



ｎ
。 現 在

、 先 生 淡 生 徒 た ち の 様 子 を 見 て い て、 性 に 関 す る 問 題 は ど ん な こ と 淡 あ る と 思 いま す か ：

皿． 先生ご自身 の思春期 には、 どのような性教育を学校 や家庭で受 けま した か：

◆先生ご自身の性教育を受けた体験を交 えな淡ら、 現在の生徒の性教育 に還元 しています か （自

分の家のこ どもの性教育に還元できています か）

① 誘 昔 τ〃１る： どの よ う に 還元 して い ま す か 具 体的 に ：

② 誘せでいない：そ れはな笹か、 具体的に：



ｗ．
先生 ご自 身 が 申 学 ・高 校 ・ 大 学 時 代 に、

友 人等 か ら性 に 関す る 相 談 を 受 け た こ と が あ り 漢 した

１
．

その相談内容や対 処を具体的に教えて下さい：

Ｖ
． 現在

、
先 生 は 担 任 学 級 が あり ま す か

。

五． 担 任学 級 の 有 無 ：

２． 年 齢 ： 歳

３． 性 別 ： 男

４．
ご専門 の 教科 は：

有 り ・ 無

・ 女

先 生 は、
実 際 の 学 校 生 活 で、

生 徒 に 性 に 関 す る 教 育 を した り
、

相 談 を受 け た り して い ま すカ

１
、

どんな内容ですか：

２
．

話 しにく い こと や 困 っ た こ と は な い で す か ：

３
．

今 後
、

性 に 関 す る 教 育 や 相 談 を ど う し て いき た い で す か ：
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し つ も ん ひ 尖う

小学校高学年の危めの食事質問票
これ はテストで はありま せん

轟簿鱈 錫鴛轟蟹窮妙窺竃《樽窪納

最 近１か 月 ⑳ 食 べ 方を、ｓ、りがえって、給 食 以外 につ いて 考えてください。

樽参完竃撤い琶く嬉さい

㌧
寝 く き ん 質 閤 搬 姦 理 審 載 揮

も
窮 夢 瑚 考 莞 暮 拳 寄 嬉も 嬉 い 忘 蝸 覆、
８ 嬉 莞 琶 く 嬉 き い 招

勧

（しつ毛ん赫壱ず秘 しいぼあいには、

”ｓ、り が な

氏 名

番 号

（壷 かなくてかまむ、１姜…せん）

お う ち で 食 事 ⑳ じ 締 ん び を お も に し て い る ひ と と い っ し ょ に 考 え な が ら
、

こ た 完 て く だ さ い）

ｑ

【書き方】

太 い黒 の えん ぴつ をつ かってください、まち がえた 蒔 は 消し弍玄 で消して かきなおしてください。
この 用 紙 は 機 械 で読 み 取ります。

文 字 は わく線 にか からないまうにて いね い にか いてください。

数 字 ② 謙 儘 ん ｒＯ 恥 の 記入倒 表いか害かた わるいかきかた

・／・・ 榊 ・・ 熟 勤 轟 露
け てくださ い。

○榊 歓字琶答完τ ください

性別（Ｏ印を記入）

□ おとこのこ 口 おんなの二

生年月日

平成
ロ コ

隼
田

月
田

日

きめ（これにこたえる日）．の臼づげ

平成
匹 １

隼
ロ コ

月
田

臼

じんちょう（せのたがさ）

ロ コ ］ ，
ロ

ー

たいじゅう（からだのおもさ）

□ ］ ｝ □
、、

ＢＤＨＱ王Ｏ Ｌ し ２ ２００些
、

０５
．

２６ 版 ＯＣＲ



轟籔 臓 嘱 轟 竃残 齎騒 騒酪癖 藷
．薄

驚電 鱈麗 灘錫 鰻箏給沌 曙窺 驚《 鯵謹 沸魯

○ 印 は わくの 申の コン 刀 杯くｂい の 牛 郭 ヨーク ルト とり肉 、ｓミた 肉 ヰ 肉 ハ ム・ソ ー セ ー

をな ぞって か い 低 繕 肪 、５・つつの毛 の （ひ き肉を 含 む） （ひき 肉を 含 む） ジ・べ 一：コン
レ パ ー

てください。
毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 臼２回 以 上 毎 胃２回 以 上 毎 胃２回 以 上

良 い 例 毎 目ユ回 毎 目１回 毎 目１圓 毎 目王回

憂
毎目！回 毎則回

週４～６回 週 堪～６回 遇４～６回 週迅～ ６回 週４～６回 遇遂～６回

悪 い 例 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３圓

隻冒窒園以上 週 胴 遇 咽 週互回 週 晒 遇 胴 週！回

竃冒 胴 以」＝
週１回 未 溝 週１回 未 満 週１回 未 滴 週！回 未 満 週ユ回 未 溝 週 順 未 溝

箆 嘗２圃 以 上

のまな かった のま荏かった 食 べな かった 食 べ在 かった 食 べ なかっ 危 食 べ なかっ た

ツ ナ 缶
ひ毛の 七 おをした ア ブ ラ が 多し、魚 アブラが 少なめの 魚

い か １た こ１ 骨 ご と 食 べ る さ が な（し お さ ば・し （い わ し・さ ば１さん （さけ・ま す・自 身 の
た ま ご

え び 損 さ か な
（ま ぐろ の あ、；

ミら
お さ け・あ じ の ひ 毛 ま・ぶ 州 こし ん・うな 魚・淡 水 魚・か つ お

（に わ とり の 卵 噸 く

湊け）
の など） ぎ・まぐろ 胴 など蔓 など）

らい）

毎 目２回 以 上 毎 目２團 以 上 毎 目２回 以 上 毎 員２圓 以 上 毎 賢２回 以 上 毎 貿２回 以 上 毎 胃２回 以 上

毎 目 胴 毎 目１回 毎 則 回 毎 目 距 毎 目１回 毎 胃王圓 毎 目 晒

週４～６回 週逐～６回
、

週皇～６園 週迅～６回 週４～６回 遇専～６回 週遂～６回

週２～３回 週２～３回 週２～３圓 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３ 回

週１回 週！回 週１回 週呈回 週１回 週 １回 週！回

週 咽 未 満 週！回 未 満 週１回 朱 溝 週１圓 未 溝 週ユ圓 未 織 週ユ回 未 溝 遇 胴 未 滴

食 べな かった 食 べ なかっ た 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ なかっ た 食 べな かった 食 べ な かった

つ ナ物 サラダ

とう ふ・あ、ｓミらあ い毛 レタ ス・キ ャベ ツ
←マ ト・トマトケ

げ・あ つ あ げ
なっとう

（す べ ての 種 類）
緑 の こ い そ の 他 の す べ て

千 切 りな ど
チ ャッ プ・トマ トシ

薬 やさ い （梅 干 はの ぞく）
（トマトは の ぞく）

チュ ー

毎 目２回 以 上 毎 員２圓 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回以 上 毎日２回 以 上 毎 員２回 以 上 毎 胃２圓 以、
虻

毎目１回 毎 則回 毎冒１回 毎 酬 回 毎胃 咽 毎目 晒 毎 帥 回

週壬～６回 週｛～６回 週４～６国 遇坦～６回 週４～６回 週４～６回 週４～６回

週２～３回 週２～３回 逓２～３回 週２～３回 遇２～３回 週２～３回 週２～３回

週 腫 週王回 週王回 週！回 遇！回 週１回 週！国

週至回 未 満 週１画 未 溝 遇 胴 未 滅 週１回 宋 溝 週１回 未 溝 週玉回 未 溝 遇！回 未 滴

食 べな かった 食 べな かった 食 べな かった 食 べなか った 食 べ な かった 食 べ なかっ た 食 べ なかっ た

料 理 に 使 っ た や さ い（つ け毛 の・サ フ ダ 以 外）

緑 のこい 葉 やさい
に ん じ ん・か ぼ たま ね ぎ・ご ぼう・

き の こ

（ブロッコリーを キ ャベ ツ 拍 菜 だ い こん・が。ｓミ （す べて の 種 類）
わ が め

ふくむ１
ち ゃ れ んこんな ど

毎 員２回 以 上 毎 貝２回 以 上 毎 胃２回 以 土 毎冒２回 以 上 毎 貝２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 員２回 以 上

毎 削 回 毎 買至画 毎 日至回 毎 目１回 毎 則 回 毎 目 嘔 毎 貿 晒

週４～６回 週４～６回 週雀～６回 週４～６團 週４ ～６回 週４～６回 遜 ４～６圓

週２～３圓 週２～３回 週２～３圓 週２～３回 週 ２～３回 週２～３回 週２～３圓

週王圓 週！回 週１回 週１回 週 王回 週工回 週 ！固

週！回未 満 週王回 未 満 週 距 未 溝 週１回 未 満 週三回 未 満 週 順 未 満 遇ユ回 未 滴

食 べな かった 食 べ なか った 食 べな かっ危 食 べな からだ 食 べ な かっ た 食 べ な かっ た 食 べな かった

○ 印 は わくの 申の

をな ぞって か い

てくだ さ い
。

良 い 例

悪 い例



お 蘂 子・お や つ くだ 毛 の

洋 菓 争・クッ キ ｝ ス ナ ック 菓 子・ポ テ せ ん べ い・毛ち・
ア イ ス クリ ー ム

み か ん・グ レ ー フ フ か き・い ち ご・ そ の 他 の

ビスケット トチツプ お 好 み 焼 きな ど ル ーツな ど キウイ す べて のくだもの

毎 日２回 以 上 毎 日２回 以 上 毎 日２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 員２回 以 上 毎 藏２回 以 上 毎 胃２回 以 上

毎 園１回 毎 帥 回 毎 日王回 毎 則 回 毎 實１圓 毎 則 回 毎 帥 回

週４～６圓 週４～６回 週４～６回 週４～６回 週尊～６回 週雀～６回 週４～６回

週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回

週王回 週王圓 週王回 週王回 週王回 週１圓 週１回

週ユ回 未 満 週！圓 未 満 週１回 未 満 遇王圓 未 満 週！回 未 満 週工回 未 満 週！回 未 満

食 へ なかった 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ なかった 食 べ なかった 食 べ な かった 食 べな かった

パン
めん類 のみもの

マヨネ ー ズ・
（お か ず パ ン 菓 子 うどん・ひ や なぎ・ ら一めん・やきそば ス パ ゲツテイ１

お 茶

ドレツ シ ン グ
パ ン毛 ふくむ）

そ ば
そうめ ん インス参ントら一めん マカ 臼 二 な ど

毎 融 杯 以 上

毎 日２回 以 上 毎 實２團 以 上 毎 員２回 以 上 毎 員２回 以 上 象 諏 圓 以 土 毎 胃２回 以 上 毎 貿２～３杯

毎胃 帽 毎 融 回 毎 員且圓 毎 貿１回 録 設 團 毎 冒１回 毎 帥 杯

週４～６團 週遂～６團 週遂～６回 週４～６圓 遷唾～慧璽 遇４～６回 週４～６杯

週２～３回 週２～３團 遇２～３回 週２～３回 遷藪～蟹獲 週２～３回 週２～３杯

週１回 週１回 週互回 週１回 遷翌憂 遼至園 週孔杯

週 咽 未溝 週１回未満 趣 圓未満 週 晒 未満 遷 帽 未満 遇 握 未満 週王杯未満

食 べな かった 食 べ なかっ た 食 べ なかった 食 べ なかった 食 べな かりた 食 ぺ な かっ危 のまな かった

の み 毛 の £ 主 食⑳窮る欝 麓 潅 纂唄 ⑳鰯食を夕鐘」に 「旧 の覇食と夕食」に

コ ー フ・ジ ュ ー ス
１◎◎％果 物 ジ ュ ー ス

食 べ 危 團 簸 蜜 べ淀 ご はん の 杯 数 食 べ たみ そ 汁の 杯 数

鉦 茶・ウ ー ロン 茶 ：：コー ヒ ー １００醐 外のジュース
淋 ㌧ツドリンク毛ふくむ）

１◎０鴇野 菜 ジ ュ ー ス
毒 覇 ８杯 以 土 ８ 杯 以 上

毎 串 杯 以 上 毎 帥 杯 以 上 毎 貼 杯 以 上 毎 胃４杯 以 上 遷 に竈蟹 ６～７杯 ６～７杯

毎 寅２～３杯 毎 胃２～３杯 毎 目２～３杯 毎目２～３杯 遷 に§獲 ５杯 ５杯

毎 恥 杯 毎 賓王杯 毎 則 杯 毎 胃１杯 遷 に嬉壌 ４杯 省杯

週４～６杯
一

週４～６杯 週些～６杯 週迅～６杯 遷１３ 園 ３杯 ３杯

週２～３杯 遇２～３杯 週２～３杯 週２～３杯 遷 に獲凄 ２杯 ２杯

週王杯 週至杯 週ユ杯 遇王杯 遷 に蛋璽 王杯 １杯

遇１杯 未 溝 ’ 趨王杯 来 満 週王杯 未 満 週１杯 未 満 遷 に 糧 宋 満 王杯 未 溝 １杯 未 浦

のまなかった のまな かっ危 のまなかった のまな かっ た 食 べな かった 食 べ な かった 食 べ なかった

ｒ主 禽」と は
、

ご は ん
、

パ ン
、

め ん 類
、コ ー ン

フ レ ー ク な ど の こと を い い 蒙 す
。

下 にあ げたた べものをどのくらい の 回 数で食 べ ていましたが ？ １ザん米・帆、が＊

もっと毛あて はまる答 えひとつの わく線 の 申 に◎ 印をか いてください
。 を奮べたり、

ご１まん
コーヒー 紅 茶 には

肉 を 使っ た 料 理（ハ ム・ソ ー セ ー ジ な ども、§《 み ま す） に 麦（む ぎ）や 雑 穀

さとうを入 れ ていま

あ ば 毛 の・ 爾 風の にもの・なべ
（ざっこく）を 混 ぜ て

した か
や き 肉・ステ ー キ１

ハン バ ム グ・カ レー・

ミートソー スな ど て ん、ｓ
ミら（こ ど毛 一 い た め も の ・ 中 葦 も の・ど ん、ｓ

ミり毛 の・
食 べ るこ二と は あり ま

グリ ル
洋 鼠 の 料 理 しるも の・み そ 汁

した か

人が食べる動

い つも 毎胃２回 以 上 毎 員２回 以 上 毎 胃２回 以 上 毎 員２回 以 上 毎 胃２回 以 上 い つも

ときどき 毎 帥 回 ’毎 則 回 毎 則 回 毎 冒！回 毎 員ユ圓 ときどき

、
レ、い 疋 週 ４～６回 週４～６回 週 ４～６回 週４～６回 週雀～６圓 ま れ に

週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回
、

レ、い 疋

週王回 週ヱ回 週１回 週王回 週 帽
． 湶 ② ぺ 一 ジ 琶

週１回未 満 週王回 未 満 週！回 未 満 週ヱ回 未 溝 週！回 未 満 答 夷 τ

食 べ なかった 食 べな かった 食 べ なかった 食 べ な かった 食 べな かった
く 嬉 き 帥。



龍つ藍竈轟冨簿 謬轟欝蒐砂 想箏錫駒《綴錫離獲

○ 翻 騒 瀞 鯛 穫 薫 繕 謹 獺。

お 肉（牢 肉 やサ；ミた 肉）の 脂 身（あ、ｓミらみ）は

好 ん で食 べて いた

や や 好 ん で食 べて いた

さ か な を 使 っ た 料 理（し、か・た こ・え び１員 毛 ふくむ） 好きでも 嫌 いでもない

に ざ か な・な べ あまり食 べ な かっ た

お さし み・お すし や き ざ か な
も の・み そ 汁

て ん、；ミら・フライ
ほとんど食 べなかった

毎目２回 以 上 毎 良２回 以 土 毎 胃２圓以 上 毎 目２回 以 上
め ん 類 の ス ーフー 家 庭 で の 味 つ け は

毎 則回 毎 嗣 回 毎貝 晒 毎員 嘔 汁をのむ量 は 給食と比べて

週４～６圓 週逐～６回 週遵～６回 週皇～６回 ほとん ど 全 部 う す い

週２～３回 週２～３回 週２～３回 週２～３回 ８割 くら い 少 しうす い

週至回 週１回 遇 順 遇工回 ４～６割 同じくらい

週！回 未 満 週！回 未 溝 週１回 未 満 週！回 未 溝 ２割くらい 少し二い

食 べ なかった 食 べ 荏かっ た 食 べ なか った 食 べなかった ほとんどの まない こレ、

食 事 の とき に し 幻 ゆ・ソ ー ス を 給 食 と、 おっち で い つ 毛食 べ て い る 量 を 比 べ ると

量は おかずは ごはんは
食べるはやさは

かならず 使う かなり多 め 家 のほうがかなり多 い 家 のほうが かなり多 い かなりは や い

よく使う や や 多 め 家 のぽうが 少し 多い 家 のほうが 少し多 い や や は や い

ときどき健う ふ つう ほ ぼ 同じくらい ほぼ 同じくらい ふ つう

ほとんど使 わない や や 少 なめ 給 食の ほうが 少し多 い 給 食の ほうが 少し多 い や や お そ い

まったく使 わな い かなり少 な め 給 食 の ほうが かなり多 い 給食 の ほうがか なり多い かなりおそ い

好きでも 嫌 いでもない

あまり食 べ な かっ た

ほとんど食 べなかった

め ん 類 の ス ー プー

汁をのむ量 は

ほとん ど全 部

８割くらい

４～６割

２審ｉ』くら㌃、

ほとんどの まない

家庭での味つけは

給食と比べて

うすい

少しうす い

同じくらい

少し二い

こレ、

季節によって食べ方淋大きくちがう食べ物

この 晦 間で毛っと毛よく食 べた季節を患い出して、
そのころの食べ 方についておしえてくださ い。

みがん かき（柿） いちご
からだを動かす

毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 毎 目２回 以 上 何 か の 理 由 が お 医 者 さ ん の 遊 び は

毎 冒 嘔 毎 胃 距
あ っ て、

最 近 しどう の 毛とで
、

よくしま す か
毎日１回

食べ方を
．
食事 のコント ト ルを

週雀～６回 週４～６圓 週壬～６回 変 え ま した か して い ま す か とてもよくする

週２～３回 週２～３回 週２～３回 よくす る

週 胴 週！回 遇工回 ！～２年 前 に変 えた は い ふ つう

週１回 未 満 週／回 未 満 週王回 未 滴 １牢前 以 内 に 変 えた 一
い い又 あまりしない

食 べ なかった 食 べな かった 食 べ なかっ た いい え ほとんどし 榊

給 食 の 食 べ 方 につ いておしえてください
。

下の食へ毛のはそれぞれどれくらい食へていますか。もっと毛近い答えひとつに○をつけてください。

ごはんやハン お肉 おさかな やさし、 くだ毛の 牛乳

ほとんど食 べ ない ほとんど食 べ ない ほとんど食 べ な い ほとんど食 べな い ほとん ど食 べ ない ほとん どのまな い

半 分くらいのこす 半 分くらいのこす 準 分くらい のこず 半 分くらい のこす 半 分くらい のこす 半 分くらいのこす

少しのこす 少しのこす 少しのこす 少しのこす 少しのこす 少しのこす

全 都 食 べる 全 部 食 べる 全 部 食 べる 全 部 食 べる 全 部 食 べる 全 部 の む

時 々 お か わりを する 時々 お か わりを する 蒔 々 お か わりをする 時 々 お か わりを する 時々 お か わりを する 時々 お か わりを ずる

よくおか わりをする よくおか わりをする よくお かわりをする よくお か わりを する よくおか わりをする よくおか わりをする

みがん

毎 目２回 以 上

毎 日１回

週雀～６回

週２～３回

週胴

週１回 未 満

食 べ なかった

かき（柿）

毎 目２回 以 上

毎冒 嘔

週４～６圓

週２～３回

週！回

週／回 未 満

食 べな かった

いちご

毎 目２回 以 上

毎胃 距

週壬～６回

週２～３回

遇工回

週王回 未 滴

食 べ なかっ た

この質問票におもに

答 え た ひ と は だ れ で す か
。

いくつでもＯをしてください

じぶん 口 父

母 ほ かの ひと

８ 純 覆 窮 約 輔 麺 敏。 沸 つ 独 抱 き 審 琶 レ だ。

書窒恵貌繊 秘 嚇、 壱う口慶見塵 レ琶くだ 訊竜
竈



一大東町申学生の骨密 度と身体発育山栄養・渚動との関違調査のお願い一

思 春期 前 後 は、 成 長 ホ ル モ ンの 作 用 で 身 長 が 著 しく 伸 びる 時 期 で あ る と と も に、 性

ホルモ ンの影響で骨密度 （骨量） が急増する骨成長期 でもあります。

骨密度 は生まれて か ら徐々 に増 えます が特 に思 春期前 後で急増 し、 そ の後また２０歳

頃まで少 しずつ増 乏ま す。 その 後４０歳く らいま では増乏るこ とはありま せんが一定量

を 保 ち ま す。 しか し、 そ の 後 は 減 少 して い く こ と が 知 ら れ て いま す。

高齢 になっ てか ら骨粗 霧症 （骨量 が低くなっ て骨折 が起こりやすく なる病 気） をお

こさない ためにも思 春期前 後の骨成 長期 に骨量や 骨強度 ができる生活 をする ことが必

要 で す。 骨 密 度 を 強 化 す る た め に は
、

カ ル シ ュ ウ ム や ビタ ミ ン Ｄ を 取 る な どの 食 事 や

運動が重 要と いわ れていま す。 しかし、 成長期 である申学 生を対象と した データは十

分ではありま せん。 そこで 骨密度と 身体発育、 各 種栄養摂 取量、 活動 導の 影響 を調査

し 明 ら か に する こ と に よ り
、

申 学 生 か ら 骨 密 度 が 強 化 で き る よう な 生 活 を す る と
、 大

人になっ てから骨粗藩症を予 防すること ができると考完ます。

そこで、 今回学校 の協 力 を得 ま して大東町健康調 査の一 環と して申 学生の骨 密度の

測 定と栄養 と活動等の ア ンケー ト調 査をすること になりま したので是 非 ご協力お 願い

い た しま す。

調査責任者 東京女子医科大学看護学部母性看護学 久米美代子

骨密度と関係が有ると思 われるものの調査です。 お 家の 剤こ闘いて書いてく 潅さい。

１
．

生 ま れ た と き の 体 重 （ ） ｇ

２． 生ま れたときの週 数 （ ） 週 （ ） 日

以 上 は
、 母子 健 康 手 帳に 書 いて あり ま す ので

、
母 子 健康 手 帳を み て書 い てく ださい。

３． 家 族 で 骨 粗 髭 症 の 人 が い ま す か
。

どち ら か に Ｏ を つ け て 下 さ い
。

【 い る ・ い な い 】

ζ生徒・保護者の方へ】

お 答 え い た 虐 い た 内 容 は
、

骨 密 度 と 栄 養、 活 動 な ど健 康 と の 関 連 を 明 ら か に し、 誰

もが健康な生活を送 牝る よう にするた めの貴重な資料と して活用 させてい ただきます。

そ の場合、 結果 はたく さんの 人たちの 平均値な ど数値と して公表さ れます が、 個人 が

わ かる よ う な 形 で 公 表 さ れ る こ と は 絶 対 に あ り ま せ ん。

栄養調査 に関 して は個 人データがでますので生徒個 人に結果 をお返 しいた します。

健康 な生活に最 も重要 な毎日の 食事 を考走るための 資料と して活用 してい ただけた ら

幸 い で す。

学年 学級 番 調査番号



身体や 生活１活 動 （身体を動 かすこと） についての 質闘 票

質 問 １．
あ な た の こ と で す。

①月 経 は あり ま すか白
どち ら かに ○ をつ けて 下 苧い 〔 はい ・

②月 経 が は むまっ だ の は何 歳の と き です か
。

年 齢 を書 いてく ださ い （

いい完 玉

） 才

質 閥 ２． あ なた の 生活 のこ と です
。

どちら か にＯ をつ け てく だ さい。

」①偏 食 が多 い

② ダイ エ ッ ト して い る

③ やせ て いる
一

④ 太っ て い る

⑤背が低い

⑥スポーツやからだを動かすことが嫌い

⑦月 経の時腹痛や頭痛、 イライラする

⑧朝ご飯は食べない

⑨ご飯よりお薬子を食べていることが多い

⑩牛乳や乳製晶が嫌い

⑩今までに骨折したことがある

質 間 ３．

は い い い え

はい いいえ

はい いい え

は い い㌃、完

はい いいえ

ばレ、 い い 完

はい いい差

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

はい いいえ

あな たの 活動 （か らだ を動 か す こと） のこ と です
。

時 閥 を 書いて く だ さい。

①ふだん１目何時間寝ていますか （ ） 時聞 （ ） 分

②ふだん１目で何時閻 ぐらい動いていますか （ ） 時間 （ ） 分

③学校までの通学はどちらですかどちらかに○をつけて下さい 【 歩き ・ 自転車 】

④自宅から学校までどの ぐらいかかりますか （ ） 時間 （ ） 分

⑤今 何 かス ポ ーツ を して いま す か 【ス 赤 一 ヅ名 ： 】

⑥その ス ポ ーツ は１ 週 間 に どのく ら い じて いま す か （ ） 何 回

⑦そのスポーツの１回の時間は （ ） 時間 （ ） 分

⑧ 小学校 や 幼 稚園 の 時ス 添一 ツ を して いま した か 【ス ポー ツ名 ： 】

⑨ その ス ポー ツ は１週 間 に どのく らい して いま した か （ ） 何 回

⑩そのスポ山ツの１回の時簡は （ ） 時間 （ ） 分

学年 学級 番 氏名



大東町申学生の身体や生活・活動 （身体を動 かすこと） につ いての質闘票

質 問王
．

あ な た の 生活 の こ と です。
どち ら か にＯ をつ け てく だ さ い。

①偏食が多い

② ダイ ェ ツ ト して い る

③やせている

④ 太 っ て い る

⑤背が低い

⑥スポーツやから虐を動かすことが嫌い

⑦朝 ご飯は食べない

⑧ ご飯よりお菓子を食べていること が多い

⑨牛乳や乳製晶 が嫌い

⑩今までに骨折 したことがある

はい

はい

はい

はい

はい

は い

はい

はい

はい

はい

い い 尺

い い乏

いい 完

いい 乏

いい 完

いいえ

いい 乏

いい 完

いい 乏

いい乏

質 間 ２
．

あ なたの活動 （からだを動 かすこと） のことです。 時間を書 いてく ださ い。

①ふだんユ 日何時間寝て います か （

②ふだんユ臼で何時間 ぐらい動いていますか （

③学校までの通学は どちらですか
。

どちらかにＯをつ けて下さい 【

④自宅から学校まで どの ぐらいかかります か （

⑤今何かス ポーツを していますか 【ス ポーツ名

⑥ そ のス ポ ー ツ は １ 週 間 に どの く ら い し てい ま す か

⑦ そ のス ポ ー ツ の １ 回 の 時 聞 は （

⑧小学校や幼稚園の時スポーツを していま した か 【ス ポーツ名

⑨ そ の ス ポ ー ツ は１ 週 闘 に どの く ら い し て いま した が

⑩ そ の ス ポ ー ツ の ユ 回の 時 問 は ・ （

） 時聞 （

） 時間 （

歩き

） 時聞 （

（

） 時間 （

（

） 時間 （

） 分

） 分

自転車 】

） 分

】

） 何回

） 分

】

） 何回

） 分

学年 学級 番 調査番号



ＣＭ－１００ 超音波骨密度測定結 果

（検査目：２００４ 年 ６ 月 ２３ 臼）

■

＿ ＿

嚢

■
ｌＤ 工

年 組 番 さま

あ崎庭０超音糠骨密廣は

ｍ／∫（秒）

竈 し 寝
。

骨密度とは、 一定の体積 あたりの骨量 （骨のミネラル成 分の量） のことです。

今回行なった 測定は、 ＣＭｌＯＯ という超音波骨密度測定 器を使って踵 （かか

と） の骨の骨 密度 を調 べま した。 踵の骨の中を通 る時の速 度や量を 計算 して値

を 出 して い ま す。

骨 の量 （骨密 度） は成 長期～思春期 にぐんぐん増加 していく と言わ れ、 現 在。

１ヨ本では、 中学生の 砂なさ んの骨密度基準値 は検討中 にあります。
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